( 新 量 準 対応 文法 問題 


日 本 語 能力 試験 1 級 ・2 級 


筒井 由美 子 / 大 村 礼子 喜多 民子 若 


|ー cy 
[ 主要 例文 中 国語 - 還 円 人 | ョ 模擬 試験 
回 付 


隔月 主要 例 旬 均 青 成 流 租 
澤 殖 生 呈 0H 足 直紀 0] 軸 引 呈 娠 早 


7 ~ に 関し て 、~ に 対し て 、~ に つい て 、 
前 を めぐ っ て 、 一 に よっ て な ど 


IIIHHIIIIIIIIIIHHIIIIIIIIIIHIIIIHIIHHHIIHHIIHHHIHHHHHHIIHHIHHHIIHHHHHIHHIHIIHIHIIHHIIHHHIHHHHHHHHHHHHIIHIHIHIIHHHIIIIIHIIIHI 


ー に 関係 し て 
| 1 この 事件 に 関し て 、 等 召 に は いろ いろ な 情報 が 寄せ られ た 。 
2。 そ の 件 に 関し て は 、 後 ほど 係 の 者 が 説明 いた し ます 。 


。 消費 者 団体 は 、 不 良品 を 製造 し た 会 社 に 対し て 抗議 し た 。 
2. 先生 に 対し て も 敬語 を 使わ な い 子 供 が 増え て いる 。 
3 高速 道路 建設 に 対す る 地域 住民 の 反対 運動 は まま すま す 激 化し て ぃ 4。 
1 | ※ 対 比 を 表す 
1 1 A 校 は 経済 学部 が 有名 な の に 対し て 、B 校 は 政治 学部 が 有名 だ 。 

| 2. 西欧 の 言語 が 左 か ら 右 に 書 F く の に 対し て 、 ア ラビ ア 語 は 右 か ら だ に 
書く 。 


1 | 3. 新座 者 10 名 の 採用 に 対し て 、 お よそ 10 倍 の 人 が 応募 し た 。 
| ※( 話 す ・ 考 える ・ 研 究 す る な どの ) 内 容 を 示す 


1。 大学 で は 、 主 に 工 者 癌 題 に つい て 勉 絢 する つも り で す 。 
2 。 疹 剛 会 談 で は 、 両 国 の 経済 問題 に つい て 話し 合わ れる 。 


. 日 本 の 近代 史 に つい て の 講演 を 開き に 行っ た 。 


1. 新しく 発見 され た 古 笠 を めぐ っ て 、 様 々 な 意見 が 飛び 交 っ て いる 。 
2. 国会 で は この 法案 の 凶 非 を めぐ っ て 、 議論 が 続け られ て いる 。 

3 親 の 遺産 を めぐ る 兄弟 同士 の 争い ほど 、 み に くい も の は な い 。 
ーー それ ぞ れ で … (違う ) 


6 1 文化 や 習慣 は 、 国 に よっ ° 
2. 果物 の 値段 は 、 季 節 に よっ て 変わ る 。 
、 方 法 を 示す 
7 ・ 現代 人 は 、 テ レビ や 新聞 に よっ て 、 多く の 情報 を 得 て い る 。 
2. ロボ ッ の 導入 に より 、 人 間 の する 危険 な 仕事 が 減っ た 。 


て で  ※ 原 因 を 示す 


| 1. ちょ っ と し た 不 注意 に よっ つて 、 大 き な 事 導 が 起き る 。 
。 この 地方 は 、 先 月 の 台風 に よる 被害 が 最も 大 きか っ た 所 だ 。 
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第 1 章 助詞 の 働き を する 言葉 


2. 未成 年 者 の 飲酒 と 喫 挿 は 、 
は | ある ~ の 場合 は 


] 功 は 人 的 に 晴れ ます が 、 所 に よっ て は に わか 還 が ある で し ょ う 。 
。 中 学 、 高 校 は 普通 制服 が ある が 、 学 校 に よっ て は な いと ころ も ある 。 


. 運動 会 は 校庭 で 行う 予定 で す が 、 天 候 に よっ て は 体育 館 に な り ま す 。 


に よっ て 禁止 され て いる 。 


. ニュ ー ス に よる と 、 ま た 東北 地方 で 地震 が あっ た と いう こと だ 。 
る 調査 に よれ ば 、 都 民 の 75% が 借金 を し て で も 家 が ほし いと 思っ 
て いる と いう こと だ 。 


練習 問題 (解答 は 別 穫 2 ペー ジ ) 


⑪ 今度 の スピ ー チ コン テス ト で は 、 日 本 で の 経験 話す つも り で す 。 
ラン チタ イム の メニ ュー は 、 日 に 変わ り ま す 。 

⑧ この 喘 画 は 掘り 出さ れ た 宝物 登場 人 物 が 争う と いう スト ー リ ー だ 。 
④ あ の 子 は 小さ い 時 に 両親 を 亡くし 、 友 夫婦 育て られ た 。 

⑧ 警 手 な こと で も 、 何 度 も 繰り 返す こと 自信 を つけ る こと が で きま す 。 
⑩ 彼 の 部 屋 の 本 箱 に は 、 政 治 本 が た くき ん 並ん で いた 。 

の 賃上げ を 求め る 労働 組合 、 経 営 者 側 は は っ きり と し た 回 答 を 出 き な か っ た 。 
⑧ 気象 店 発表 の 長期 予報 、 今 年 の 冬 は 控 い そう だ 。 

⑨ うち の 会 社 は 土曜 日 は 休み で す が 、 場 合 出勤 する こと も あり ます 。 
⑯ この 町 で は 、 排 気 ガス 天気 汚染 で 、 体 調 を 崩す 人 が 増え て いる 。 

⑪ 何 吾 に も 慎 宣 な 見 、 弟 は 失敗 を 惑 れ ず 行動 する 。 

⑫ 高層 ビル 建設 、 付 近 の 住民 の 利害 が 対立 し て いる 。 


[名 詞 に 付く 場合 ] 
部 長 に 対し て ノ 対 し 、 意 見 を 言う 。 ーー 政治 に 対す る 癌 見 
あの 事件 に 関し て ノ 関 し 、 閉 き 込 み 捜 在 を する 。 一 ーー と あの 事件 に 関す る 情報 
遺産 を めぐ っ て ノ め ぐり 筆 う 。 ーー 遺産 を めぐ る 争い 
台風 に よっ て より 木 が 生れ た 。 ーー や 耕 風 に よる 披 害 
儲 培 衝 筑 に つい て 研究 する 。 ーー 環境 汚染 に つい て の 研究 
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2 こ て に と っ て 、 て と し て 、^ に 応じ て 、 こ に こたえ て 、^ に 約 


TOTTORI 


1. 漢字 を 使わ な い 国 の 人 に と っ て 、 漢 字 を 覚え る の は 大 変 な こと だ 。 
2. 海外 旅行 は 、 現 代 人 に と っ て は 珍し いこ と で は な く な っ た 。 
、] 3. 彼 の スピ ビーチ の テー マ は 、 だ れ に と っ て や 庶 味 の あ る も の だ っ た 。 


1. 彼 は 、 以 前 に 一 度 観光 客 と し て 日 本 に 米 た こと が ある 。 
2. 優秀 な 教師 が 、 親 と し て も 立派 と は 限ら な い 。 

3 . 彼 は 俳優 だ が 、 爽 手 と し て も 人 気 が あ る 。 

ー に 合わ せ て 。 ~ に ふさ わし く 


1. この 会 社 の 給料 は 、 経 験 年 数 と 能力 に 応じ て 決め られ る 。 
2. 調査 レポ ー ト に は 、 必 要 に 記 じ て グラ フ や 図 を 入れ る つも り だ 。 
3 . 体力 に 応じ た 運動 な らい い が 、 や りす ぎ は か えっ て 体 に 良く な い 。 


s| 相手 の 一 に 含ま れ た 気持 ち を 実現 する よう に 


1 . 観客 の 拍手 に こたえ て 、 ビ アニ スト は アン コー ル 曲 を 弾き 始め た 。 

2. この 大 学 で は 、 学 生 た ちの 期待 に こたえ る た め 、 い くつ か の 改革 案 
を 打ち 出し た 。 

3. 皆様 の ご 愛 望 に お こたえ し て 、 輸 人 品 特別 セー ル を 行い ます 。 


(すでに 存在 し て いる も の や 示さ れ て いる こと ) に 合わ せ て 


1. この 辺 は 、 川 に 沿っ て 土産 物 屋 が 並ん で いる 。 : 
| 2. 式 商 は 、 プ ログ ラム に 治っ つて すす め て いき ます 。 
83. スポ ン サ ー の 意向 に 沿っ た 番組 が 、 視 聴 者 に 喜ば れる と は 限ら な い 。 
て の 代理 で  ※p.122「 一 代わ り に 」 参 照 
1. 入院 中 の 課長 に 代わ っ つて 、 こ の プロ ジェ クト は 私 が 担当 し ます 。 
2. 留学 中 の 教授 に 代わ り 、 助 手 が 講 療 を し て いる 。 
3. 実 が 忙し い 時 は 、 夫 に 代わ っ て 有権者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 
図る の も 政治 家 の 妻 の 仕事 だ 。 


| 1. 私 た ちの 生活 は 、 以 前 に 比べ て ずい ぶん 便利 に な っ た 。 

2. 西洋 料理 に 比べ 、 日 本 料理 は カロ リー が 低い 。 
gen FE 

3. 去年 に 比べ 、 今 年 の 夏 は か な り 渡し か っ た 。 
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第 1 章 助詞 の 働き を する 言葉 


0 の は 全く 無名 の 新人 だ っ た 。 
. あの 選手 は 優 候補 だ っ た が 、 本 番 前 に 体調 を 崩し 、 期待 に 反 す 
る 成績 に 終わ っ た 。 


。 当校 で は 、 校 則 に 反する 行い を する と 佑 学 か 退学 処分 に 
駅 の 構内 は 禁煙 だ が 、 規 則 に 反し て た ば こ を 吸っ て いる 人 も いる 。 


練習 問題 (解答 は 別冊 2 ペー ジ ) 


① 最 初 に 立て た 計画 、 作 業 を 進め て いき まし ょ う 。 

⑨ 病気 の 母 、 ご あい さ つ に まい り ま し た 。 

③ 犯罪 と は 、 法 律 行為 の こと で ある 。 

④ 彼 は 歌手 だ け で な く 、 画 家 も 有名 で す 。 

⑧ 仕事 を 持つ 女性 の 増加 育児 環境 の 悪さ も あっ て 、 少子 化 が 進ん で いる 。 
⑩ A 大学 B 大 学 は 、 留 学生 を 受け 入れ る 環境 が 東 っ て いる 。 

の ⑦ 100 年 前 の 人 た ち 飛行 機 で 外国 に 行く こと は 夢 の よ うな 話 だ っ た だ ろう 

⑧ 税金 は 、 収 入 決め られ る 。 

⑨ 社員 の 期待 、 ポ ボー ナス は 昨年 度 を 下回っ た 。 

⑩ 視聴 者 の り リク エス ト 、 あ の 番組 を 再 放送 する こと に し た 。 


[名 詞 に 付く 場合 
収入 に 応じ て 生活 する 。 収入 に 応じ た 生活 


川 に 沿っ て 歩く 。 川 に 治っ た 道 


社長 に 代わ っ て あい さ つ す る 。 石油 に 代わ る エネ ルギー 
入 仙 に 返し て た ば こ を 吸う 。 入間 に 反する 
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て に お いて 、 ~ に あたっ て 、 へ に 基づい て 、 ー ト 即 し て 、 て に 
還 し た が っ て 、 て に つれ て 、 へ に 伴っ て 、 へ ~ に 伴う 、 こと と も に 


TT TAT OTT TOT LED CET 


、 ※ 場 所 ・ 時 ・ 機 会 状況 ・ 領 域 を 表す 言 葉 に 付く 
|: | 1 本 日 の 会 議 は 、 第 一 会 議 室 に お いて 行い ます 。 
| 2. 近年 、 邊 令子 の 分 野 に お いて は 、 男 期 的 な 発見 が 相次い で いる 。 


LS- 20 世紀 に お ける 最大 の 発明 は 、 コ ンピュータ ー だ ろう 。 


* ご に お いで 
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. 開会 に あたっ て 、 ご あい きつ を 申し 上 げ ま す 。 

. 日 本 で の 生活 を 始め る に あたっ て 、 まず 部 屋 を 探し た 。 

3. 海外 進出 を する に あたり 、 ま ず 、 現地 の 市 場 調査 の た め の ス タッ フ 
を 送り 出し た 。 


1 2. 進 反 し た 生徒 は 、 PS 1 週間 の 停 2 処分 に な ょ っ た 。 
| 3. この 治療 法 は 、 彼 の 長年 の 経験 に 基づい た 効果 的 な 方 法 だ 。 


1 . 規則 と いう も の は 、 現 状 に 即 し て 改め て いく 必要 が ある 。 
| 2. その 時 の 経済 状況 に 即 し た 対応 が で き な いと 、 経 営 は 成功 し な い 。 
: 3. あの カウ ン セ ラー は 相談 者 の 状態 に 即 し た アド バイス を し て くれ る 。 
* ご に し た が っ | の 変化 や 程度 に 合わ せ て … (一 も 同時 に 変化 する ) ※ 動 同 に 付く こと が 多い 
26| で 「 | 1 年 を 取る に し た が っ て 、 足 大 が 測 く な っ て きた 。 
3 Et む に し た が っ て 、 自 然 破壊 も 急速 に 広がっ て いる 。 
3. 電車 が 都心 か ら 離 れる に し た が い 、 緑 が 多く な っ て きた 。 
ー の 変化 や 程度 に 合わ せ て … (一 も 同時 に 変化 する ) ※ 動 詞 に 付く こと が 多い 
1. 工業 化 が 進む に つれ て 、 下 づく り の 技術 を 持つ 人 が 減っ て きた 。 
2 景気 が 悪く な る に つれ て 、 失 業者 が 増え て きた 。 


3. 一 人 暮らし に 慣れ る に つれ 、 披 し いと も 思わ な く な っ て きた 。 
ゃ ー に 伴っ て (変化 が 起こ る ) 


28 1. 生活 水準 の 向上 に 伴っ て 、 ES 
2. 経済 の 発展 に 伴い 、 は 豊か に な っ た が 、 失 っ た も の も 多い 。 


ニー ここ | 3. 社 全音 人 ビジ ネス が 盗ん に な っ て きた 。 
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第 1 章 助詞 の 働き を する 言葉 


て と いっ し ょ に 起こ る 


3. ga 就職 難 は 、 フ リー ター の 増加 の 原因 と な っ て いる 。 


3 に] こと いっ し ょ に 

| | 1. 社長 今後 も 社員 の 皆さん と と も に 、 会 社 の 発 戻 の た め に 努力 いた 
し ます 。 」 3 

| 2. 子供 が 独立 し て いく の は 、 喜 び で ある と と も に 科 し くも ある 。 

3. 人 々 の 服装 は 、 時 代 と と も に 変化 し て きた 。 


| 1. 彼 は 夜明け と と も に 起き 出し て 、 仕 事 を 始め た 。 
2. CD の 登場 と と も に 、 レ コー ド は 姿 を 消し た 。 


i 本 朋 = 詳 暫 ※< a b は 正しい 方 を 選び な さい 。 (解答 は 別冊 2 ペー ジ ) 
① 働く 女性 の 増加 、 外 食 産業 が 発展 し た 。 
RO RN ニュ ー プ ブリ ンス ホテ ル 行わ れる こと に な っ た 。 
、 自 信 も つい て くる も の で す 。 
に は 、 地震 火事 の 設 ろ し さき を 改め て 思い 知ら され た 。 
窟 の ショ ッ ク は 、 時 が た つ 薄れ て いっ た 。 
⑯ この 小説 は 、 史 突 書か れ て いま す 。 
⑦ 学 校 で は 、 知 識 を 身 に つけ る 、 社 会 性 も 状 う こと が で きる 。 
⑧ 理想 ば か り 近 わ ず に 、 も っ と 現実 考え た 方 が いい 。 
⑨ 現代 最も 深刻 な 問題 の りつ に 、 環 識 問題 が あげ られ る 。 
⑩ 出発 、 も う 一 度 持ち 物 の チェ ッ ク を し た 。 
⑪ この ミッ ショ ンス クー ル で は 、 キ リス ト 教 の 精神 教育 が 行わ れ て いる 。 
⑫ 北 団 で は 、 党 解け 春 が や っ て くる 。 


a 友達 が た くさ ん いる 。 

b 友達 が 増え て きた 。 

3⑫⑭ 郊外 に 大 規模 な ショ ッ ピ ング セン ター を 建設 する に あたっ て 、 

a まず 付近 の 道路 を 整備 し た 。 
i 


BOL TOEMRE ENT | 
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4 へ あっ て 0 り 、 ~ と あっ て 、 ~ と あれ は ば 、 ~ か ら あ る 、 ~ に あっ て 、 へ ~ か 
回 5… に 軸 け て 、 ~ に わた っ て 、 ~ に E る 、 ^ に まっ て 、 ^ に っ て は 


HHHIIHIHIIUIIIIIIIIHIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIHIHIIIIIIIIIIHIIII 吊 


| - が ある か ら こ そ … (が ある ) 

| 1. ファ ン あ っ て の プロ 野球 な の だ か ら 、 観 客 の 楽し め る 試合 を し な け 
れ ば な ら な い 。 

| 2. デバ ー ト は お 客 様 あっ て の 商売 、 お 客 様 は 何より 大 切 で す 。 

| 3. 彼 は 奥さん の 協力 な し に は 成功 し な か っ た 。 虚 さん あつ て の 成功 だ 。 


| (こと いう 場合 状態 ) だ か ら 。 
1. 人 気 台 手 の コン サー ト と あっ て 、 チ ケッ ト は 日 
2. ボー ナス が 出 た ば か り と あっ て 、 第 街 は 大 変 な 人 出 だ 。 


| 3. 大 切な 試験 が 間近 に 括っ て いる と あっ て 、 革 臣 千 その も の だ 。 
ー な ら ば … (どん な こと で も する ) 

1. 子供 の た め と あれ ば 、 何 で も し て や り た いと いう の が 親 の 心情 だ 。 
2 . 彼 は 選挙 で 当選 する た め と あれ ば 、 和 実行 不可 能 な 公約 も する だ ろう 。 
| 3. 君 の 頼み と あれ ば 、 ほ ぼく は 何で も する 。 
ーー ほど も 多い 大 きい ノノ 重い 
1 . 彼 は 、30 キ ロ か ら あ る 人 荷物 を 一 人 で 軽々 と 持ち 上 げた 。 
2. あの 牧場 に は 、 体 重 が 1 トン か ら あ る 邊 が 何 頭 も 飼 わ れ て いる 。 
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の 中 に あっ て 、 正 し い 情 報 を 選び 出す の は 大 変 だ 。 
2. 非常 時 に あっ て は 、 上 に 立つ 者 の 指導 カカ が 問題 と な る 。 
3. 彼女 は どん な 導 境 に あっ て も 、 決 し て 希望 を 失わ な か っ た 。 


| 1 中 日 重い 荷 物 を 運ん だ の で 、 肩 か ら 腕 に か け て 痛く て た ま ら な い 。 

| 2. 昨夜 、 東 北 地方 か ら 関東 地方 に か け て 、 大 き な 地 震 が あり まし た 。 

| 3. 音 都 岡 の 電車 は 、 朝 7 時 か ら 8 時 半 に か け て の 時 間 帯 が 一 番 込 む 。 
※ 時 間 的 、 空 間 的 範囲 の 広がり を 示す 

1. 古墳 の 発 所 調査 は 、10 カ 月 に わた っ て 行わ れ た 。 

2 . 昨夜 、 東 北 か ら 関 東 の 広い 範囲 に わた つて 、 大 きい 地震 が あっ た 。 

| 3. 20 年 に わた る 研究 が や っ と 学会 で 認め られ た 。 
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第 1 章 助詞 の 働き を する 言葉 


*ー に 義 る ::| 一 まで と どく まで 較 す る 


39 ト : 


氏綱 に に --- | 1. 中 国 か ら 地 市 海 に 茎 る シル クロ ー ド に は 、 さ ま ぎ ざま な 文化 交流 の 
HH に | 釣 が 見 られ る 。 
2. この 書店 に は 専門 書か ら マ ン ガ に 下 る まで 、 あ ら ゆ る 種類 の 本 が そ 
ろ っ て いる 。 


83| 3. 百 円 ショ ッ プ で は 、 日 用 品 か ら 食べ 物 に 至る まで 何で も 買え る 。 
さぞ に 墓 ら で ! | 一 と いう 状態 に まで な っ て 


1. 学校 側 は いじ め を 隠 そう と し て いた が 、 自 殺 者 が 出る に 至っ て 初め 

| て 対策 を 考え 始め た 。 

| 2. 大 地震 で 何 千 人 も の 死傷 者 を 出す に 至っ て 、 や っ と 危機 管理 の 重要 

| 性 が 叫ば れる よう に な っ た 。 | 
。 腹心 の 部 下 が 評 め て し まう に 至っ て 、 社 長 は 白 分 の 非 に 気づい た 。 


1. 大 学生 の 学力 低下 が 問題 に な っ て いる が 、 ひ どい 学生 に 至っ て は 、 | 
基本 的 な 漢字 さえ 書け な いら し い 。 | 
. この クラ ス は 本 当 に ひど い 。A さん は 和 宿題 を や っ て こない 。 B さん 
は 授業 中 寝 て ば か り 。C さん に 至っ て は 授業 中 バン を 食べ て いる 。 | 


『 練習 問題 1 (解答 は 別冊 2 ペー ジ ) 


① 彼 は 試合 に 勝つ た め 、 ど ん な 汚い 手 も 使う だ ろう 。 

④ が 家出 する 初め て 、 夫 は 家庭 を 順 み る こと の 大 切 さ に 気づい た 。 

⑬ 最近 で は 、 会 社 自分 だ 、 と 考え る よう な 会 社 人 間 は 少な く な っ て きた 。 

④ この 店 は 、 プ ブラ ンド 品 が 格 姿 で 買え る 、 い つも 女性 客 で 賑わっ て いる 。 

今度 の 台風 は 九州 か ら 近畿 地方 の 広い 範囲 か な り の 和 被害 
を も た らし た 。 


⑯ 最近 の 子供 は 友達 と 外 で 元気 に 遊ぶ こと が と て も 少な く な っ た 。 ひ どい 子 ( 
骨 さ え あ れ ば - 人 で ゲー ム を し て いる 。 


⑦ この 物 の 豊か な 時 代 、 子 供 に 物 を 大 切 に する こと を 教え る の は 難し い 。 

⑧ 週 和 誌 は 急 に 有名 に な っ た 彼女 の 私 生活 か ら 過去 の 秘 審 まで 書き 立て た 。 ' 
⑧⑨10 年 間 民族 紛 第 に 、 や っ と 終止 符 が 打 た れ た 。 

⑩ 太平 洋 の ある 島 で は 、2 メー トル 大 男 も 珍し く な いら し い ぃ 。 
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村 ま っ て 、 ~ を も っ て 、 へ を 込め て 、 こと きた 5、 へ は も ち 2h、 
軸 の 用 、 は も と より 、 へ は お 2 か 、 こと いう より 、 < た り と も … が U 


UMUUUUUUUUUUUHUUUHIIIIIIIIIIHIIIIIII 軸 II 


Et 
て 
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49 |* で を も っ て す 


1 大作 の 才能 と 本 人 の 努 が 相まって 、 彼 は 世界 的 な 両家 に な っ た 。 
2. 彼 の 作品 は 、 日 本 古来 の も の が 異国 的 な も の と 相まって 、 独特 の 作 
囲 気 を 作り 上げ て いな た 。 


へ 細 ま う で て | ( 二 つ 以上 の も の が ) いっ し ょ に な っ て 、( あ る 効果 を あげ て いる ) 


て で を 手段 に し て 


1 

2. 日 本 語 能力 試験 1 級 は 、280 点 を も っ て 合格 と する 。 

3. 戦時 中 の 苦労 は 、 身 を も っ て 体験 し た 人 に し か わか ら な い だ ろ う 。 
4 

5 


どん な 困難 も 皆 の 協力 を も っ て すれ ば 、 解決 で き な い こと は な い 。 
・ こん な 難問 は 、 優 秀 な 彼 の 頭脳 を も っ て し て も 解決 で き な い だ ろ う 。 
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45 上 選 超 


~ と いう 気持 ち を 十分 に 入れ て 


3. 愛情 を 込め て 、 彼 の た め に 料理 を 作っ た 。 


* て と きた ら | ~ は (困っ た も の だ と いう 不満 の 気持 ち ) 


1. 田中 と きた ら 、 大 切な 書類 を 電車 の 中 に 忘れ て きち ゃ っ た ん だ っ て 。 
まっ た くど うし よう も な いや つ だ な あ 。 

2. うち の 親 と きた ら 、 二 言 日 に は 勉強 し な きい っ て 、 う る きく て し ょ 
う が な い 。 

3. まっ た く こ の コビー 機 と きた ら 、 す ぐ 族 際 す る ん だ か ら ……。 


1. 彼女 は カナ ダ に 住ん で いた そう で 、 英 語 は も ちろ ん フラ ンス 語 も 許 


46 
せる 。 
2. 京都 や 奈良 は も ちろ ん 、 日 本 全国 に 古い 寺 が 残っ て いる 。 
| 3. 忙し い 時 は 、 上 曜日 は も ちろ ん 日 曜日 も 出勤 する こと が あり ます 。 
* ご は も と より | ~ は も ちろ ん は 当然 
47 
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1 孤 神 大 須 災 の 時 は 、 国 内 は も と より 海外 か ら も 多く の 投 助 を 受け た 。 

2 . 原子 力 発 電 所 の 事故 は 、 周辺 人 域 は も と より か な り 広 い 地 域 に 被 
害 を 及ぼ し た 。 

3. この 法案 に は 、 野 党 は も と より 呈 党 の 中 に 反対 痢 が 多かっ た 。 


第 1 章 助詞 の 働き を する 言葉 


て と いう だ け で は 不 十 分 で … も 一 は も ちろ ん 


1 . あの 監督 の 映画 は 、 国 内 は お ろか 海外 で も 高く 評価 され て いる 。 

2 山田 閣 は 陰 ず か し が り 屋 で 、 女 の 子 に 話し か ける こと は お ろか 、 ま っ 
すぐ 硝 を 見 る こと きえ で き な い 。 

3. 大 企業 の 創始 者 の 中 に は 、 高 校 は お ろか 中 学 も ちゃ ん と 卒業 し て 
いな い 人 も いる 。 


ーー と 表現 する より … (と 言う 方 か 適当 だ ) 。 
1. 今回 の 旅行 は 、 研 修 旅 行 と いう より むし ろ 観 光 旅 行 だ 。 研修 より 観 
光 の 時 間 の 方 が ずっ と 長い の だ か ら 。 
2。 あの 小説 は 難し く て 、 読 ん だ と いう より 眺め た と いう 方 が 適当 だ 。 
3. あの 歌手 の 歌 、 歌っ て いる と いう より 乱 呈 っ て いる っ て 感じ だ な あ 。 
| (円 ノ 一 瞬 ノ ー 日 …-) で あっ て も 了 
1 。 試合 の 最 中 は 、 一 上 時 た り と も 油断 は で き な い 。 
2. 普 絢 し て た め た お 金 な の だ か ら 、 一 円 た り と も 
cf 何人 た り と も ここ に 入る こと は 許さ れ な い 。 


駄 に は 使え な い 。 


(解答 は 別冊 2 ペー ジ ) 


① 彼 は 優秀 この 学校 を 卒業 し た 。 

②④ 肉 戦 の 続く あの 国 で は 、 大 人 子供 も 武器 を 持っ て 戦っ て いる 。 

③④ 皆さん に 訟 接し て いた だ いた この 番組 も 、 今 回 終 本 させ て いた だ きま す 。 

④ この レス トラ ン で は 、 肉 本来 の 味 と 香辛料 の 香り が た 独特 の お いし い 料 
理 を 味わう こと が で きま す 。 

⑤ 彼 の 食べ 方 は 本 当 に 早い 。 食 べ て いる 飲み 込ん を で いる と いっ た 感じ だ 。 

⑧ 彼 は 日 本 に 3 年 も いる の に 、 漢字 平仮名 も 書け な い 。 

⑦ 試験 の 日 が 近づい て きた 。 もう 一 日 無駄 に は で き な い 。 

⑧ 5 月 5 日 に は 、 男の子 が 強く 育つ よ ょ うに と いう 願い 五 月 人 形 を 飾り ます 。 

彼女 は 音楽 の 才能 に 恵まれ て いて 、 ビ アノ バイ オリ ン も ギタ ー も 上 手 だ 。 

⑩ 現代 の 科学 し て も 、 解 明 で き な い 謎 は た くさ ん ある 。 

⑪ あな た ほど の 実力 すれ ば 、 合 格 は 告 造 いな いで し ょ う 。 

うち の 主人 休み の 日 に は 寝 て ば か り い て 、 何 に も し て くれ な いん で す よ 。 

⑬ この 辺 は すっ か り 過 薬 化 が 進ん で 、 鉄 首 バス 路線 も 廃止 され て し まっ た 。 
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53 kr 


7 は 


て を 通じ て 、 こ を 通し て 、 ~ の も と で 、 ~ に も まし て 、 へ に 
か か わる 、 ~ に か け て は 、 ~ に し て 、 ~ は と も か く 、 こと か 


II 


を 性 じ て : | の 問 ず っ と 広く 全体 に わた っ て 


* で の も と で || この 影響 の 及ぶ 範囲 で 
54 |$ で の も と に 


ゃ 一 に も まし て . 
55 3 


1 。 こ の 二 人 の 友情 は 、 生 送 を 通じ て 変わ ら な か っ た 。 。 
2. あの 回 は 、 四 季 を 通じ て 美しい 景色 に 恵まれ て いる 。 

DE 
1. 今回 の 旅行 で 、 書 物 を 通じ て 得 た 知識 を 自分 の 日 で 
に | 2. 才 は マス コミ を 通じ て 、 住 民 に ゴミ を 減ら す よう 呼び か け て いる 。 


ご な 間 に 立 で で 2 に で を IC 


1. 社長 に 面会 な さる 場合 は 秘書 課 を 通し て 中 し 込ん で くだ さい 。 
| 2. 外 働 者 側 の 要望 は 、 組 合 を 通し て 経営 者 側 に 伝え られ る 。 


1. あの 部 長 の も と で プロ ジェ クト に 取り 組め た こと は いい 経験 だ っ た 。 
2. 子供 た ち に と っ て は 、 太 陽 の も と で 元気 に 遊ぶ の が 一 番 い いこ と だ 。 
| 3. 国民 の 権利 は 、 法 の も と に 保障 され て いる 。 

ー 以 上 に 

1. 今年 の 夏 は 、 と て も 暑かっ た 昨年 に も まし て 叶い 。 

2. 日 本 へ 来 て 、 何 に も まし て 筐 いた の は 、 交 通 賞 の 高き だ 。 

3. 新しい 会 社 で は 、 覚 えな けれ ば な ら な いこ と が 多く て 大 変 だ が 、 そ 
| れ に も まし て 大 変 な の は 、 人 回 関係 だ 。 

5| に 重大 な 影響 を 与え る 
8 た が 、 命 に か か わる よ う な けが で は な か っ た 。 
2. 売っ た 野菜 が 傷ん で いた と 言わ れ て は 、 店 の 信用 に か か わる 。 
進学 は 君 の 一 生 に か が かわ る こと な の だ か ら 、 真 剣 に 考え る べき だ 。 


特に 数 学 に か け て は だ れ に も 負け な い だ ろ う 。 


| 2. わが 社 の 製品 は 知名 度 は 低い も の の 、 人 性 能 の 良さ に が け て は 世界 の 


最高 水準 だ 。 
3. 彼 は 、 仕 事 だ け で な く 遊 びに か け て も 、 だ れ よ り も 積極 的 だ 。 
て と いう 人 だ か ら こ そ … (で きる 、 そ うな る ) 
※「 一 に し て 初め て 」 の 形 で 使わ れる こと が 多い 


第 1 章 助詞 の 働 さ を する 言葉 


58 練 を 積ん だ 彼 の よう な 人 に し て 初め て で きる 技 だ 。 
2 男気 ある 彼 に し て 初め て 、 大 物 政 治 家 の 不正 を 業 く こと が で きた の 


だ 。 


儀 が 悪い が 親 も る ひど い 。「 こ の 親 に し て この 子 あり 」 だ 。 

ー で あっ て も … (で き な い ) で さえ … (で き な い ) 

s9| | 1. あの 天才 少年 は 、 大 数 学者 に し て 解け な か っ た 数 学 の 問題 を 簡単 に 
解い て し まっ た 。 

2 彼 の よう な ベテラン に し て 失敗 する こと も ある の だ か ら 、 ま だ 新米 
の 私 が 失敗 する の は 当然 だ 。 


て は 問題 に し な いで 

1. 彼女 の 作っ た ケー キ は 、 見 た 日 は と も か く 味 は 大 変 いい 。 

と し で 2. ほか の 人 の こと は と も か く と し て 、 ま ず 自 分 が どう する か を 決め な 
けれ ば な ら な い 。 

3. 勝て る か どう か は と も か く と し て 、 試 合 に 出 ら れる だ け で うれ し い 。 

(は っ きり し て いな い が ) と 
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1,「 駅 前 に あっ た 本 屋 、 な く な っ ちゃ っ た ね 。」 
「 あ の 店 は 、 駅 の 反対 側 に 移転 し た と か いう 話 よ 。」 


『 練習 問題 パ (解答 は 別冊 2 ペー ジ ) 


① ハ ワイ は 一 年 暖か い 。 

⑧ 彼女 、 今 日 も 休ん で いる けど 、 も うす ぐ 会 社 を 辞め る っ て 語 で す よ 。 

③ 世界 最強 の 男 と 言わ れ た 彼 、 あ の 奥さん に は 頭 が 上 が ら な か っ た らし い 。 

④ 入学 試 験 に 必要 な 書類 は 、 学 生 課 申し 込ん で くだ さい 。 

⑤ 彼女 は 前 か らき れい だ っ た が 、 最 近 、 以 前 きれ い に な っ て きた 。 

⑯ あの 選手 は 、 厳 し い コ ー チ 猛 練習 を 続け 、 見 事 金 メダ ル を 獲得 し た 。 

の イン ター ネッ ト 世界 中 の 人 と 交信 する こと が で きる 。 

⑧ こん な に お も しろ い 旅 行 記 は 、 長 年 に わた っ て 世界 中 を 旅 し 、 い ろ い ろ な 人 と 出 会 
っ て きた 彼 初め て 書け る も の だ 。 

校内 暴力 は 、 伝 紋 あ る わが 校 の 名 人 こと で す 。 外 部 の 人 に は 絶対 に 知ら 
れ な いよ うに し て くだ さい 。 

⑩ この 大 学 を 受験 する か どう か 、 説 明 会 に だ け は 行っ て お こう 。 

⑪ この アパ ー ト は 、 売 り 場 面積 だ け で な く 品 数 の 多き 日 本 一 だ 。 
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第 1 章 まとめ の 問題 典 (は 列 机 2 ペー ジ ) 


る る} 
9 

(① この 会 社 に 彼 の 影 審 力 は 、 ど ん どん 大 きく な っ て いっ た 。 
1. 伴う 2. あっ で 3. つい ぃ て 4. お ける 

(2) この レス トラ ン は あま りき れい と は 言え な い が 、 味 は この 辺 で は 一 番 だ 。 
4 Py 2. に か け て 3 だ の れれ 3 で 4. に 沿っ て 

3) 会 社 の 規模 が 拡大 する に 、 以 前 の よう な 家庭 的 な 肝 開 気 は な く な っ て きた 。 
1. し た が っ て 2. と も に 3. あたっ て 4. 比べ 

(4) この 場所 で 営業 する こと は 、 法 律 に 禁じ られ て いる 。 
1. 対し て 2 よっ て 3. 関し て 4. と っ て 

(5 国土 開発 に 自然 破壊 を これ 以上 進ま せ て は な ら な い 。 
1. 基づく 2. 伴う 3. 反する 4. 通じ る 

(6) ぁ の 政治 家 に 悪い うわ さき を 、 あ ちこ ち で 耳 に する 。 
1. あたる 2. わた る 3. 関す る 4. めぐ る 

(9) で は 、 パ バンフ レット に 説明 を し て いき ます 。 
1. 沿っ て 2. 応じ て 3. つれ て 4. まっ て 

(8) この ビー ル は アル コー ル 度 が 低い お 酒 ジュ ー ス と いう 感じ だ 。 
1. に も まし て 2. と 相まって 3. に 代わ っ て 4. と いう より 

(9) この 番組 で は 、 視 聴 者 か ら の リク エス ト に いろ いろ な 曲 を 放送 し て いる 。 
1. か け て 2. か か わる 3. こたえ て 。 4. 即 し て 

(10) 彼女 の 作品 に は 、 優 れ た 技 術 に 着 々 し さも 感じ られ る 。 
1. 通し て 2. 加え て 3. 込め て 4. 対し て 

(11) 調査 の 結果 は 、 我々 の 予想 に あま り 堂 まし いも の で は な か っ た 。 
1. 応じ て 2. 伴っ て 3. 通じ て 4. 反し て 

(12) わが 社 で は 新しい 商品 の 開発 を 進め る 、 研 究 者 の 育成 に も 力 を 入れ て いる 。 
1. と と も に 2. に つれ て 3. に お いて 4. に 沿っ て 

(13) 原子 力 発 電 所 の 問題 を 、 あ ちこ ち で 議論 が な され て いる 。 
1 も っ で 2. め ぐっ て 38. 関し て 4. っ いて 

(14) 私 た ち は 、 テ レビ や 新聞 世界 の いろ いろ な こと を 知る こと が で きる 。 
1. を 通じ て 2. に し た が っ て 3. と あっ て 4. は と も か く 

(5) 子供 、 交 親 の 存在 は と て も 大 き な も の だ 。 
SI 2. に つい て 3 に と ら :C 4. に よっ て 
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第 1 章 助詞 の 働き を する 言葉 


(16) この 店 を ここ まで 大 きく で きた の は 、 皆 様 の お か げ で す 。 世 き 多 に 深く 
御礼 申し 上 げ ます 。 
1. 代わ っ て 2. 基づい て 3. 加え て 4. 伴っ て 
(7) E メー ル が 普及 する 、 手 紙 を 書く 機会 が 少な く な っ て きた 。 
1. に か け て 2. に つれ て 3. に 即 し て 4. に わた っ て 
(18) あな た 私 で す 。 あ な た な し の 人 生 な ん て 、 考 えら れ ま せん 。 
1. お いて 2. も っ て 3. か ら あ る 4. あっ て の 
(19) 就職 は 将来 に こと な の だ か ら 、 族 易 に 考え て は いけ な い 。 
1. か か わる 2. 基づく 3. 通じ る 4. 伴う 
(20) これ だ け 博 報 の 多い 現代 に は 、 何 が 正しい の か 見 分 ける 能力 が 必要 だ 。 
4。 と っ で 2. あっ て 3. つい て 4. あたっ て 
(21) 彼 の よう な 優秀 な 経営 者 初め て 、 こ ん な に 短期 間 に 倒産 し か けた 会 社 を 
立て 直す こと が で きた の だ 。 
1. と し て 2. と あっ て 3. に し て 4. に よっ て 
(22) 名 区 プレ ー を し て 、 人 者 勝 を 経験 で きた こと は 、 ラ ッ キ ー だ っ た 。 
1. と 相まって 2. と きた ら 3. を も っ て 4. の も と で 
(23) 今度 の 旅行 の こと で す が 、 細 か いこ と は 、 日 に ちと 場所 だ け で も 決め て 
に まい まま しょう 
1. と も か く 2. も と より 3. お ろか 4. まし て 
(24) 多額 の 借金 を 返す た め 、 ど ん な 仕事 で も や ら ぎ ざる を 得 な い 。 
1. と し て 2. と あれ ば 3. と いう より 4. と きた ら 
(25) あぁ の 二 人 は 結婚 当時 答 逐 で 、 新 婚 旅 行 結婚 式 も し て いな い 。 
1. あっ て の 2. に 伴っ て 3. は お ろか 4. に も まし て 
(96) 最近 の 若者 は 人 の 日 を 気 に し な く な っ た 。 ひ どい の 電車 の 中 で 化 往 を し 
て いる 人 まで いる 。 
1. に 至っ て は 2. は も と より 3. に 加え て 4. と 相まって 
(⑳) 大 が か りな 美術 展 を 開く 、 ま ず ス ポン サー を 探し た 。 
1. に か か わっ て 2. にかけて 3. に あたっ て 4. に わた っ て 
(28) この 週末 は 有名 な 祭り が 行わ れる 、 ホ テル は どこ も 予約 が いっ ぱい だ 。 
1. と あっ て 2. に あっ て 3. と と も に 4. に 伴っ て 
89) うち の 多 片づけ ろ 、 有 片づけ ろ っ て うる さく て 、 全 くい や に な る わ 。 
| 2. の も と に 3。 と きた ら 入る も 
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基本 文法 変化 表現 


(_) の 言葉 を 適当 な 形 に 変え て 、 に 書い て くだ さい 。 
1 役 は 、 こ の ご ろ 急 に 日 本 語 が (上手 だ )  。 
2.「 い つも お きれ いで すね ] と 言っ た と た ん 、 彼 女 の 顔 が (赤い)  。 
. 漢字 が 難し く て 全然 覚え られ な い 。 い っ た いい つ (書け る ) の だ ろ 
うか 。 
・ この ボタ ン を 押す と 、 テ レビ の 音 が (大 きい ) ます 。 
・ お な か が (痛い の ) 。 か も し れ な いか ら 、 海 外 旅行 へ 行く 時 は 自 腸 業 を 
も っ て いっ た ほう が いい で す よ 。 
。 ほ か の 人 が お いし そう に 食べ て いる の を 見 る と 、 (食べ る ) て し ま 


う 。 
. た ば こ を (吸わ な い ) て 、 食 べ 物 が お いし く な っ た 。 


| 今 は まだ テレ ビ 番 組 が よく 開き 取れ な い 。 。 (聞き 取れ る ) 
ュー ス や ドラ マ を た くさ ん 見 よう 。 

| A : 笑 然 十 の 音 が (大 きい ) ね 。 
B : 本 当 だ 。( 外 を 見 て ) あ 、 ど し ゃ ぶり だ よ 。 

. 声 が 。  ( 出 な い ) まで カラ オケ で 歌っ て いた な ん て 、 す ご いで すね 。 

. 喘 画 『 (暗い ) まで 待っ て 」 は 、 名 作 で ある 。 

サッ カー の 試合 で 、 選 手 た ち は (走れ な い ) まで 走り 回 り 、 終 わっ 
た 時 は グラ ウン ド に 倒れ て し まっ た 。 

初め の うち は まじ め に 勉強 し て いた 学生 が 、 だ ん だ ん 勉強 (し な い ) 
の は どう し て だ ろう 。 

。 昌 者 : いつ まで 薬 を 飲み 続け る ん で し ょ うか 。 
医者 ・ 痛 い 問 は 飲ん で 下さ い 。 (痛く な い ) = た ら 、 や め て いい で す 
6 


解答 

1. 上 手 に な っ た 2. 赤 く な っ た 3. 書 ける よう に な る 4. 大 きく な り 5. 痛 く な る 
6. 食べ た く な っ 7. 吸わ な く な っ 8. 聞 き 取 れる よう に な っ 9. 大 きく な っ た 

10. 出 な く な る 11. 暗 く な る 12. 走 れ な く な る 13. し な く な る 14. 痛 く な く な っ 
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THIHTIIIIIUUIUIIIIIIIIITIHIIHIIIIIIUIIIIIIIIUIHUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


。 母 は 病気 が 重く 、 水 を 飲む こと きえ で き な い 。 
た ば こ が 体 に 悪い こと は 、 小 学校 の 子供 で きえ 知っ て いる 。 
3. この ご ろ 忙 し く て 、 食事 を する 時 間 き 和え な い 。 


生生 本間 


. 教師 で すら 解け な い 問題 が 、 入試 に 出さ れる こと が ある 。 
5 2 両親 に すら 知ら せな いで 結婚 する 人 も 、 最近 で は 少な く な い 。 


は ーー だ け で 十分 だ ※“ ーッ が 動詞 の 時 「 行 き さ さ えす れ ば 」「 食 べ さ 
| すれ ば 」「 し さえ すれ ば ] 

。 現金 が な く て も カー ド さ え 持っ て いれ ぼ 、 買い 物 も 食事 も で きる 。 
5 あな た さえ いれ ば 、 何 も い ら な い 。 


. お 酒 を や めき えす れ ぼ 、 候 康 に な れる の だ が ……。 
※“~” の 言葉 の 強 調 “て こそ ” は 動詞 に 付く 時 の 形 


| 」. 今 まで 2 回 も 入試 に 失敗 し た 。 今 年 こそ 絶対 合格 する ぞ 。 
| 2 者 は 埋 牧 に 、 健 康 に 気 を つけ ろ と よく 言う が 、 医 者 こそ 低 康 管理 
| が 必要 だ 。 

| 3. 号 能 だ け で は うま くい か な い 。 努力 し て こそ 成功 する の だ 。 
こそ | «< か ら ” は 理由 を 表し 、“ こそ ” を 付け て 理由 を 強調 する 
往 弦 な 理由 で は な い 文 で 、 よ く 使 われ る (メモ 参照) 


1 愛し て いる か ら こ そ 別 れる 、 と いう こと も ある 。 
2 あの 先生 は 、 学 生 に 人 気 が あ る 。 や ヤ さ し いか ら で は な い 。 厳し いか 
ら こ そ 、 好 か れる の だ 。 
1 上 は 2 不 量 気 だ か 


ら こ そ 、 舟 極 的 な 経営 が 必 


第 2 章 「 さ え 、 こ そ 、 ま で 、 ほ ど 、 の み …」 を 使っ た 言葉 


ゃ ~ ば こそ 
。 人 危険 を 康 知 で 新 事 業 を 進め た の も 、 会 社 の 将来 を 考え れ ば こそ だ 。 


。「 友 の 人 が 家庭 を 持っ て 仕事 を する の は 大 変 で し ょ う ね 。」 
「 そ う で すね 。 で も 、 温か い 家 庭 が あれ ほこ そ 、 つ らい 仕事 も が ま 
ん で きる 、 と いう こと も あり ます よ 。] 

マス コミ の 疫 党 を 言う 人 は 少な く な い 。 し か し 、 世 界 の ニュ ー ス を 
知る こと が で きる の は 、 マ スコ ミ が 発達 し て いれ ば こそ だ と 思う 。 


練習 問題 (解答 は 別冊 2 ペー ジ ) 


Q① 企 則 の 交通 筑 足り な く て 時 っ て いる ん で す 。 旅 行 な ん て と て も で きま せん 。 
② 愛す る 彼女 が いる 、 ど ん な 時 で も が ん ば れる 。 
③ この 家 が 売れ すれ ば 、 借金 を 返せ る ん だ が ……。 


④ 外国 主 は 、 実 際 に 使っ て 、 勉 強し た 門 味 が ある 。 

⑮ うる きい と 思う か も し れ ま せん が 、 あ な た の 健康 を 考え れ 、 い ろ い ろ と 
注意 する の で す よ 。 

⑯ 疲れ きっ て し まい 、 立 っ て いる こと で き な い 。 

の ⑦ 小 学生 解け る 問題 が で き な い 大 学生 が いる の は 、 困 っ た こと だ 。 

⑧ も う 10 分 早く 起き すれ ば 、 人 遅刻 を する こと は な い の だ が ……。 

⑨ あの 学生 は 、 洪 学 で きれ ば 、 ど ん な 難し い 大 学 で も 入る こと が で きる だ 
ろう 。 

⑩ 外国 に いる 、 自 分 の 国 の こと が よく わか る 。 

⑪ 子供 は 家 に いる だ け で は だ め だ 。 友 達 と 遊ん で 成長 する 。 

必 め 少年 の 犯 借 を も っ と 厳し く 視 すべ きだ と いう 議論 が 盛ん だ が 、 本 来 は 、 犯 罪 の 原因 を 
を える こと 重 美 な の で は な い だ ろ うか 。 


「 ご て から こそ 」 は 、 次 の よう な 単純 な 理由 を 表す 文 に 使う と 不 自然 で す 。 


A : どう し て 遅刻 し た ん で すか 。 
X 所 = 電 幸 が 傍 共 た か ち そ テ そ を 傍 諸 モモ た た そ チ s 
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. の . くら い 、 ほ ど 、 ま し 


TITIAN 


*~ く らい | だ いた い ~ 程 度 。 ※「 く らい ] も 「 ぐ らい 」 も 使え る 
※「 ほ ど 」 も 使え る が 、「 く らい 」 の 方 が 多い 
※「 同 じ ぐ らい 」 と いう 時 は 「 ほ ど 」 は 使え な い 
68 | 1 の ワン ルー ム マ ンション の 家賃 は 月 7 万 円 る らい だ 。 
2. 東京 か ら 大 阪 まで 、 新 幹線 で 3 時間 ぐ らい か か る 。 
3. この リン ゴ と 桃 は 、 だ いた い 同 じ ぐ らい の 大 き さ だ 。 


て の よう な た いし た こと の な いも の こと は 
※「 ほ ど 」 は 使え な い 


泣き た く な る くら い 鍛 か っ た 
痛く て 泣き た く な る くら い だ っ た 。 
2. 歩き 回 っ て 、 も う 一 歩も 歩け な く な る ぐら い 疲 れ た 。 
* て くら い … は | 一 以上 の … は な い プ いな い は と て も … だ 

な い ノ いな い | ※ 「 ほ ど 」 も 使え る 


1. 電車 の 中 で 中 を 踏ま れ て 、 


2. 大 学 に 合格 し た 時 くら い 、 う れ し か っ た こと は な い 。 
3.。 スキ ー ぐ らい お も し ろ い スポ ー ツ は な いと 思う 。 

だ いた い へ 程度 。 ※「 く らい 」 も 使え る 

1. この 道 を 400 メ ー ト ル ほ ど 行っ た と ころ に 銀行 が ある 。 。 
| ?. あと 10 分 ほど で 料理 が で き あがり ます 。 

*ー ほ ど … だ | と て も … な の で へ だ ※「 く らい 」 も 使え る 


73 1 1. 困っ て いた 時 に 親切 に し て も ら っ て 、 淡 が 出る ほど うれ し か っ た 。 
(うれ し く て 涙 が 出る ほど だ っ た ) 

2. し か られ て 言い 訳 を する 子供 の 声 は 小さ く て 、 そ ば に いて も 開 こえ 
な い ほ ど だ っ た 。( 閉 こえ な い ほ ど 小 さい 声 だ っ た ) 

3. あの 高校 生 は 、 野 球 選 王 と し て プロ の チー ム に 入れ る ほど の 力 を 
持っ て いる 。 
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第 9 章 [さえ 、 こそ 、 まで 、 ほど と 、 の み …] を 使っ た 言葉 


の 程度 まで は いか な い  ※「 く らい ] は 使え な い 
※「 こ ほど で は な い / ほ どじ ゃ な い ] の 形 で も 使わ れる 

1. 年 の 夏 は 、 い つも の 夏 ほ 基く な い 。 。 
2 日 本 の 物価 は 、 交 通 党 や 家 貨 以外 は 思っ た ほど 高く な い 。 

3. か ぜ を ひい た が 、 学 校 を 休 な ほど じゃ な か っ た 。 

* ご ほど … は な | 以上 の … は な い ノ いな い は と て も … だ  ※「 く らい 」 も 使え る 


い ノ いな い | 1 人 問 ほ ど 何で も 食べ る 動物 は いな い 。 
2。 カラ オケ ほど 日 本 人 みん な に 親しま れ て いる 娯楽 は な い 。 


の 埋 有 が 大 きく な る に 比 別 し て ※「 く らい は 使え な い 
1 。 楽器 の 練習 を 始め る 時 期 は 、 早 けれ ば 早い ほど いい 。 
2 勉強 すれ ば する ほど 、 成 貫 が 上 が る 。 
CE 「 こ ば ] は な いこ と も ある 。 
・ 梨 進 課税 と いう の は 、 収 入 が 多い ほど 税 来 が 高く な る シス テム だ 。 
*(A は B よ り )| どちら も 良く な い が 、A の 方 が 少し は 良い ※「~ ぐ らい な ら … ま し 
還 村 だ いつ 

。 東京 の 電車 は 朝 も 夕 方 も 込ん で いる が 、 夕 方 の 方 が ま 
2. こん な 小さ い 辞 剖 で も な いよ り ま し だ か ら 、 持 っ て 行こ う 。 
3. 彼女 の まず い 料理 を 食べ る で らい な ら 、 食 べ な い 方 が まし だ 。 


練習 問題 ) は 正しい 方 を 選び な さい 。 (解答 は 別冊 2 ペー ジ ) 
ーー どちら が 勝つ か わか ら な い 。 
⑧ 納 立 は 、 好 き と は 言え な い が 食べ られ な い きら いで は な い 。 
③ カラ ス 頭 の いい 鳥 は (いる プ い ない)。 
④ 傘 工 で 恋人 と 別れ た 時 さび し いと 思っ た こと は (ある な い )。 
サッ カー の 記 援 に 行っ て 、 声 が 出 な く な る 冒 ん だ 。 
⑩ アパ ー ト の 家 任 は 、 駅 か ら 計 けれ ば 安く な る 。 
⑦ 十 が 強く て 、 傘 を さして も 濡れ て し まう だ 。 
⑧ 東京 の 冬 は 寒い と いう が 、 ソ ウル で は な い 。 
⑨ 私 は 自分 の 作っ た 料理 は お いし いと 思っ て いる が 、 母 の 料理 (お いし い 
ノン お いし く な い ) こと は 認め る 。 
⑩ 日 本 語 の 文法 は 難し く て 、 考 えれ ば わか ら な く な っ て し まう 。 
⑪ 自分 の 部 屋 自分 で 片づけ な さい と 、 子 供 の ころ 母 に よく 言わ れ た 。 
⑬ 手術 な ん か 絶対 に し た く な い 。 手術 を する ぐら いな ら 、 死 ん だ 方 が だ 。 


3 の 
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.9 だ け 、 の み 


HH 


1 

2. 特 晶 障 眼 不足 だ 。 休み に な っ た ら 閑 られ る だ は け 補 た いと 思う 。 
3. 病気 が 治っ た ら 、 お 河 を 飲み た い だ け 飲も う 。 
4 


1. 会議 の 準 備 が あり ます か ら 、 胃 日 、 で きる だ け 上 早く 来 て くだ さい 。 


* だ け あ っ て 
* だ け の こと 


は ある 


ゃ ~ だ け の 


ゃ ~ の みな ら ず 


ー て だ か ら 、 や は り 期 待 どおり た に … 

1. 10 年 も アメ リカ に 住ん で いた - だ け あ っ て 、 英語 が 上 手 で すね 。 

2 何 回 も 練習 し た だ け あ っ て 、 さ す が に 上 下 な スピ ー チ だ っ た 。 

3 彼女 の 料理 は と て も お いし か っ た 。 い つも 自 憎 し て いる だ け の こと 
は ある 。 

4. 彼 は 文京 が 上 斑 だ 。 さ す が 、 も と 新聞 記 導 だ け の こと は ある 。 


に 六 要 な 培 の 
1.。 イタ リア に 出張 する こと に な っ た の で 、 昌 常 生 洛 に 困ら な い だ け の 
イタ リア 語 を 身 に つけ て いこ うと 思っ て いる 。 


2 . 日 本 語 が だ いぶ 上 下 に な っ た が 、 ま だ 通訳 を する だ け の 力 は な い 。 


1. 今回 の 選挙 で 当 汰 火 と 店 われ て いた だ け に 、 革 属 の ショ ッ ク は 大 
きか っ た 。 
2 大 切な 試験 の 前 だ け に 、 健 康 に は 十分 注意 し な けれ ば な ら な い 。 


3. この アパ ー ト は 駅 か ら 近く て 安い だ け に 、 人 り た いと いう 人 が 多い 。 


だ たけ で な くる ES が で な 

1. あの 事件 は 、 国 内 の みな ら ず 海外 で も 大 い に 話 題 に な っ た 。 

2 私 は 自分 の 多 哲 を 、 父 と し て の みな ら ず 、 - 人 の 人 間 と し て も 唱 才 
Ca? 

3. 学力 が 催 れ て いる の みな ら ず スポ ー ツ マン で も ある 彼 は 、 常 に クラ 

ご っ た 。 


は 、 ひ と り わ が 回 の みな ら ず 、 世 界 全体 の 問題 で ある 。 
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第 2 章 「 さ え 、 こそ 、 まで 、 ほど 、 の み --」 を 使っ た 言 


ゃ た だ ~ の み 


だ は 


83 1 全力 を くし た 。 後 は た だ 神 に 成功 を 白 る の み だ 。 
2. テレ ビ 電 語 シ ステム を 投 氷 に 衝 入 し で いる の は 、 現 企 た だ 炎 校 の 
み で ある 。 


『 挟 習 問題 (解答 は 別冊 3 ペー ジ ) 


① 彼 は 他人 の 心 を つか なの が う まい 。 心理 学 を 勉強 し た は ある 。 


②④ その 庄 集 が 正しい と 思っ て いる の は 、 た だ それ を 計っ た 本 人 だ 。 

も うほ と ん ど あ きら め て いた 、 合 格 の 知ら せ を 聞い て 飛び 上がる ほど う 
れ し か っ た 。 

④ 東南 アジ ア で 発生 し た その 伝染 導 は 、 ア ジア 世界 中 で 流 行 し た 。 

⑧ 作文 の テス ト で は 、 虹 も 必要 だ 。 革 ける 若い た 方 が いい 。 

⑥ 戦争 が 終わ っ た 。 後 に 残っ た の は 、 た だ 送れ 果て た 同士 と 傷つい た 人 々 
だ っ た 。 

の で きる の こと は や っ た 。 後 は た だ 結果 を 待つ s 

⑧ きす が 教師 を 20 年 続け て いる 、 教 え 方 が うま いで すね 。 

⑨ 彼 久 に も ら っ た 大 切な 叶 計 だ っ た 、 な くし て し まっ て 本 当 に 悲し い 。 

⑩ 地元 の 試合 で は 、 周 時 の 期待 が 大 きい 、 負 けら れ な いと いう プレ ッ シ ャ 
ー も 大 きい 。 

⑪ この 仕事 で は ぜいたく は で き な い が 、 何 と か 食べ て いけ る 生 清 費 を 稼ぐ 
こと は で きる 。 


「 の み 」 は 「 だ け 」 に 鹿 き か える こと が で きま す 。 た だ し 、「 だ け 」 より も 改まっ た 文 で 使わ 
れ ま す 。 
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用 まで 、- と ころ 


HUUHUHUUIUIUUIHIIUIIUUIIUIHIUUIHIUHIUUIUIIIIUIHIUIHIUIUIUIIIUIIIUIIIIIHIIII 山 | 


上 | 7 る し た だ け だ (それ M 外 に 特別 な こと / も の は な い ) 


ゃ ~ ま で も な い 


* ご な いま で も 
1 綱 


癌 1 


ゃ こま で し て 


ゃ ~ て まで 


1. ここ に 設け と 言わ れ た か ら 置 いた まで で す 。 な ぜ だ か わか り ま せん 。 
2.「 上 司 に 強制 され て や っ た まで だ 」 と いう 言説 を よく 開く 。 
3. と に か く や っ て みよ う 。 だ め だ っ た ら や め る まで の こと だ 。 


る 


1. 駅 まで それ ほど 吉 く な いか ら 、 タ クシ ー に 乗る まで も な い 。 

2. 図書 館 で 借り れ ば いい の だ か ら 、 わ ざわ ざ 買 うま で も な い 。 

8. 先生 か ら 話 を 閉 くま で も な く 、 学 生 は この 事件 を よく 知っ て いた 。 

CE 「 言 うま で も な い ] (も ちろ ん ) 

・ 就 職 す る 時 、 英語 が 話せ れ ば 有利 な こ と は 言う まで も な い 。 

・ 都 心 に 近い 所 は 言う まで も な く 、 苑 外 で も 土地 を 足 う の は 大 変 だ 。 

へ は 無理 で も (それ に 近い こと を 要求 し た り 望ん だ りす る ) 

1. 化 勝 は で き な い まで も 、 せ め て 3 位 ぐ らい に は 入り た い 。 

2 親友 が 人 院 し て いる の だ か ら 、 病 院 に は 行け な いま で も お 見 状 い の 
は が きぐ らい は 書 こ う 。 


3. 5 時 と は 言わ な いま で も 、 せ め て 6 時 まで に は 仕事 を 終え た い 。 
*~ ご ば それ まで | 一 と いう 場合 に は 、 も うそ れ で 終わ り だ 


1. 立派 な 金庫 が あっ て も 、 中 身 が 入っ て いな けれ ば それ まで だ 。 

2. こん な に お 金 を た め て も 、 死 ん で し まえ ば それ まで だ 。 

3. どう し て こん な に 成績 が 悪い ん だ ろう う 。 頭 が 問い と 言っ て し まえ ば 
それ まで だ が 。 


て の よう な 普通 以上 の こと も し て 


1. 以前 は 正月 の た め に 、 主 婦 が 徹夜 まで し て 料理 を 作っ て いた 。 
2 . 留学 まで し て 身 に つけ た 英語 だ っ た が 、 使 わな い の で 忘れ て し まっ 
7 だ 8 


の よう な 普通 以上 の こと も し て ( 示 定 、 拭 き 、 非難 を 含む こと が 多い ) 
1. 試験 は 大 切 だ けど 、 徹 夜 し て まで 勉強 し ょ うと は 思わ な い 。 
2. いく ら お いし いと いっ て も 、 1 時 間 待 っ て まで ラー メン を 食べ よう 


と する 日 本 人 に 、 と て も 驚い た 。 


42 


90 


91 


第 2 章 「 さ え 、 こそ 、 まで 、 ほど 、 の み …] を 使っ た 言 


ー の よう な 程度 で は な く 、 も っ と 客 
、1000 円 貸し て ほし いと 言わ れ て も 、 今 1000 円 どこ ろか 100 円 も な い 
ん で す 。 

。「 彼 は ヨー ロッ パ に 行っ た こと が ある ん で すか 。」 

「 ヨ ー ロ ッ パ どこ ろか 、 ア フリ カ の 幅 地 まで も 行っ た そう で す よ 。] 
、 某 子 の 子供 を な ぐ き め よ うと し た ら 、 泣 き や む どこ ろか も っ と ひど 
く 潤 き 出し た 。 

。 こ の 薬 は よく 効く と 言わ れ て 飲ん で みた が 、 効 くど ころ か も っ と 悪 
く な っ て し まっ た 。 


ゃ どこ ろか 


な い 1. 旅行 する 予定 だ っ た が 、 仕 事 が 忙し く て それ どこ ろ で は な い 。 
2 . 母 が 病気 だ と 聞い て 、 短 強 ど ころ で は な く な っ て し まっ た 。 
3.「 映 画 見 に いか な い ? ] 
隊 半 「 あ し た 試験 な の よ 。 映画 を 見 に 行く どこ ろ じ ゃ な い ゎ 。」 
自明 動い いみ を 衣 び な きい 。 (解答 は 別 穫 3 ペー ジ ) 
① その まま の 服装 で けっ こう で す 。 わ ざわ ざ 着 替え る あり ませ ん 。 
② 7 割引 き と は (言う / 言 わな い ) 、3 割引 きく らい に は な ら な いか な あ 。 
⑧「 尼 、 崩 折 し た そう で すね 。 も う 歩 ける ん で すか 。」 
[歩け る 、 毎 朝 ジ ョ ギン グ し て いま す よ 。」 
④ ワン マン 会 社 で は 、 社 員 が 何 を 決め て も 社長 に 反対 され れ ば だ 。 


5 滑 を や め よ うと -- 度 決め た が 、 こ の ご ろ ス トレ ス が 重なっ て 、( や め る / ズ や め な い ) 
さら に 消 量 が 増え た 。 

⑯「 食 事 に 行か な い ? 」 

ちょ っ と 、 今 忙し く て 食事 に 行く じゃ な いよ 。」 

の 家 を 買う 予定 だ っ た が 、 不 況 で 収 入 が 大 きく 減り 、 そ れ な く な っ た 。 

な せ ぜ 不 正 な 献金 な ん か し た の で すか 。」 

政治 家 に 頼ま れ た か らし た で す 。 ほ か に 理由 は あり ませ ん 。] 

⑬ 自国 に いて も 外国 語 の 勉強 は 十分 で きる 。 お 金 を 使っ て 海外 に 行く な い 。 

⑩「 あ の 政治 家 、 な ん だ か 頼り な さそ う ね 。」 

いえ いえ 、 頼 りな い 、 座 で は か な り の 実力 者 らし いで す よ 。」 

⑩ 今 の 仕事 を や め 画家 の 勉強 を 始め る な ん て 、 よ ほど 絵 が 好き な ん で すね 。 
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7 ば か り 、 な ん か 、 な ど 、 な ん て 、 て と は 、 
中 ひら で は 


HMI 


* ゃ ば か りか | 一 だ け で な く 


92 | ? て ぽか り で な | 」 . 泥棒 に 入ら れ 、 現 金 や バス ポー ト ば か りか パソ コン まで 傘 ま れ た 。 
< 2 日本 で は 漫画 を 読む 人 が 多い 。 子 供 ば か りか 大 人 まで 、 電 車 の 中 で 
漫画 を 読ん を で いる 。 


3. この 梨 物 は 、 味 が いい ぽか り で な く 深 小 価 も と て も 高い 。 
* ご ば が り に | た っ た 一 つの ~ が 原因 で … (悪い 結果 に な り 、 後略 し て いる ノ 残念 に 感 


| じ て い る ) 
93 1. うち を 出る の が わずか 1 、 2 分 遅かっ た ば か り に 、 い つも の 電車 に 
乗れ な か っ た 。 
2. 私 が ミス を し た ば か り に 、 会 社 は 大 きい 損害 を 受け る 結果 に な っ て 
し まっ た 。 


3. お 金 が な い ば か り に 、 子 供 に 二分 な 教育 を 受け させ て や れ な い 。 
* ご ば か り だ a 最後 に を する だ け だ 


94 . 人 荷物 の 準備 も 戸締り も すみ 、 も う 肌 発する ば か り だ 。 
2. テス ト 用 紙 を 提出 する ば か り に な っ た と 思っ た ら 、 名 前 を 書い て い 


な いこ と に 気がつい た 。 


よ 
* こん ば か り だ | 今にも し そう な 様子 だ まる で 一 よう だ 


gs 1? て と ぽか り に | 」 作 が 行方 森重 に な っ た と 聞い た 庄 親 は 、 気 も 郊 わ ん ば か だ 


2. 久しぶり に 親友 に 会 えた て 、 う れ し く て 抱き つか ん ば か り だ っ た 。 
3. 外 に 出る と どこ も か も 禁煙 、 た ば こ を 吸う 人 は 外出 する な と 言わ ん 
ば か り だ 。 


4. 思 く 方 れ と (言わ ん ) ぽ か り に 、 ウ ゥ エー トレ ス は 客 の 削 の 食器 を 
づけ 始め た 。 (※「 庄 わん] は 省略 され る こ と も ある ) 
。 そ の 歌 下 が 登場 する と 、 待 っ て まし た と ば か り に 育 下 が 走 こ っ た 。 


* ご な ん て | と いう よう な こと も の ン 人 は ※ 感 情 や 価値 判断 を 込め て 


96 |* ~ な ん か ・ 今 の 力 で は 、 合 格 な ん て と て る も 無理 だ 。 
* ゃ ~ な ど 2. 人 学 試験 が も うす ぐ あ る か ら 、 遊 ん で な ん か いら れ な い 。 
3。 今 は 子育て が 大 変 だ か ら 、 用 分 の こ と な ど ぢ えて いら れ な い 。 


ゃ てこ な ん て ー と いう よう な こと は 人 
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第 2 章 「 さ え 、 こそ 、 まで 、 ほど 、 の み …」 を 使っ た 言 


2. オリ ン ピ ッ ク で 金メダル を 取る な ん て 、 普 通 の 力 で は で き な い 。 
3.「 ひ どい じゃ な い 、 1 時 間 も 遅 れる な ん て ……。」 
「 ご めん 、 ご めん 。] 


20 に ER 
1. 1 年 し か 勉強 し て いな い の に 、 合格 し た と は すご い 。 
2. 国内 旅行 の 方 が 海外 旅行 より 高く つく と は 、 どう いう こと な ん だ ろ 
う 。 


3. あの 彼 が 、 今 度 の テス ト で 100 点 を 取っ た と は ! 
* こ な ら で は | ~ で な けれ ば (… な い ) 
※ー の 特徴 が 現れ て いる こと を 示す 文 で よく 使わ れる 
1 、 こ の よう な 優し い 必 注い は 、 本 当 に 女性 な ら で は で すね 。 
2 。 彼 の 体験 談 は 具体 了 で 、 妊 験 者 な ら で は の も の だ っ た 。 
3。 卒業 生か ら 手 紙 が 来る の は 、 教 帥 ならでは 得 ら れ な い 紀 び だ 。 


『 練習 問題 パ (解答 は 別冊 3 ペ 
⑪ あの 日 、 い つも と 遮 う 電 車 に 乗っ た 、 大 変 な 事件 に まき こま れ た 。 
⑫ この 旅館 で は 、 こ の 地方 の 卿 料理 が 楽し め ま す 。 
⑬ 彼女 は 僕 の 部 屋 に 来 て 、 食 事 を 作っ て くれ た 洗濯 まで し て くれ た 。 
④ 落 生日 の プレ ゼン ト を も ら っ た 彼女 は 、 飛 び 上 が らん 癌 ん だ 。 
⑧ 彼 は 、 大 濾 災 で 財産 を 失っ た 、 家 族 に も 死な れ て し まっ た 。 
⑯⑥ 子供 た ち に は 、 パ ソコ ン の ゲー ム や めき させ て 、 外 で 遊ば せま し ょ う 。 
⑦ あの お と な し か っ た 彼 が 今や 企業 の 社長 に な っ た 、 敬 いた 。 
⑧ 規 が 子供 を 殺し て 保険 金 を 取る 、 今 の 世の中 は どう な っ て いる の か 。 
@ 逢 日 革 術 館 へ 行っ た 注 貞 を 見 た り と 、 都 会 の 充実 し た 日 々 を 送っ て いま す 。 
⑩「 あ な た に リー ダー を お 願い し た い の で す が 。]」 

「 い いえ 、 私 に は と て も 務 ま り ま せん 。] 


「 な ん て 」「 な ん か ] は 同じ よう に 使わ れ ま す が 、 以 下 に は 注意 し て くだ さい 。 

「 な ん て 」 だ け を 合う : 名 詞 に 付く 場合 「 委 員 長 な ん て 大 任 」 [先生 な ん て 仕事 ] 
「 死 の うな ん て 考え 」 

[な ん か 」 だけ を 使う : 後に 助詞 が 来る 場合 「 彼 な ん か に あげ な い 」 

「 私 な ん か が 行っ て も ……」 
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ニー キィ 


第 2 草 まとめ の 問題 


計 へ 


⑪① 役 正門 な 田 は いな い 。 自 分 に 不利 な こと で も 決し て 隠 き な い 。 
1. こそ 2. < らい 3. ばかり 4. まで 
⑫⑰ 仕事 より 家 旋 の が 大 切 だ 。 家 族 を 秋 に し て 働く つも り は な い 。 
1. こそ 2. きえ 3. まで 4. ば か り 
(3 恋 な ん て 、 も うし た く な い 。 位 つ く だ か ら 。 
すま 7 で 2. ほど 3. きり 4. だ け 
(⑭⑰ 5 キロ だ れ で も 歩け る よ 。 な ん で も な いき 。 
1. くら い 2. ほど 3. だけ 4. まで 
(5) で きる こと は 全部 や っ た 。 あ と は 、 た だ 神 に 祈る だ 。 
1、 な ど 2. の み ド Fe 4. ほど 
(6) 子供 ほど 大 切な も の は な い 。 今 が ん ば れる の も 、 子 供 が いる だ 。 
1. の みな ら ず 2、 と ば か り に 3. どこ ろか 4. か ら こ そ 
⑦ 初め て の スピ ー チ 大 会 な の で 心配 し た が 、 思 っ た 緊 須 し な か っ た 。 
1. ほど 2. く らい 3. だけ 4. まで 
(8 どん な に 労力 し て も 、 途 中 で それ まで な ん だ か ら 、 最 後 ま で が ん ば ろう 。 
1. や め て も 2. や め ず に 3、 やめて 4. や め れ ば 
(⑨ ここ は 、 バ イク ぐらい なら 思 け て も 、 自 動車 を 溝 く スペ ー ス は な きそう だ 。 
1. だけ の 2. どこ ろ の 3. ば か り の 4. の み の 
(10) あの ガイ ド さ ん 、 ベ テラ ン の こと は ある よね 。 よ く 気 が つく し 。 
1. だ け 2. ほど 3. ば か り 4. まで 
(11) 彼女 は 、 そ の 事件 を も う 知 っ て いる か ら 、 わ ざわ ぎ 知 ら せ る な い 。 
1. どこ ろ で は 2. まで も 3. ほど も 4. きり 
(12) 外周 に さえ すれ ば 外国 語 が 話せ る よう に な る と いう の は 、 問 違い だ 。 
1. 行っ て 2. 行く 3. 行き 4. 行こ う 
(3) 宝くじ を 買っ た 。 1 億 円 と は 言わ な い 、1000 亡 円 くら い 当 た ら な いか な あ 。 
1. ば か りか 2. どこ ろか 3. まで も 4. か ら こ そ 


(14) ジョ ギン グ を 始め る 時 は 気 を つけ た 方 が いい 。 や りす ぎる と 、 健 康 に な る 
心臓 を 悪く する 場合 が ある 。 


1. ば か りか 2. どこ ろか 3. な ん で 4 だ け に 
(15) 日 本 人 難し い 敬 話 を 外国 人 が 勉強 する な ん て 、 大変 だ ろう 。 
1. で きえ Rs さま: 4. ほど 
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第 2 章 「 さ え 、 こそ 、 まで 、 ほど と 、 の み …」 を 使っ た 言 


() 「 や っ と 引っ 越し が 芝 わ っ た ね 。 門 れ た で し ょ う 。] 


「 あ な た 、 療 れ た ん じゃ な いで すか 。 き の うか ら 働 き 続 け て いる か ら 。] 
1. きえ 2. こそ 3. な ど 4. ほど 
(17) 「 あ な た の 意見 に は 反対 だ | は っ きり し た 言い 方 は 、 日 本 人 は あま り し な 
い 。 
1. と は 2. な ど 3. な ん か 4. な ん て 
(8) で キャ ンプ を し た り 川 で 泳い だ り 、 由 企 の 生活 を 楽し ん だ 。 
1.、 ならでは 2. な ど 3. だけ 4. こそ 
(19) まだ 日 本 諸 の 勉強 を 始め て 半年 な ん だ か ら 、 能 力 試 験 の 1 級 と て も 無理 
だ 。 
1. くら い 2. どこ ろか 3. な ん て 4. な ら で は 
(20) 「 あ の 学生 は 、 上 本 語 で 卓 常 会 語 く らい は で きま すか 。| 
「H 党 会 放 、 大 学 の 講義 を 聞い た り 討 論 し た りす る こと も で きま す よ 。」 
1. ならでは 2. どこ ろか 3. ばかり に 4. だ け に 
(21) 借金 買っ た 新車 な の に 、 も う 傷 つけ て し まっ た 。 
1. し た だ け あ っ て 2. する まで も な く 
3. せん ば か り に 4. し て まで 
(22) きす が に 海 の そ ば で 育っ た 。 本 1 に 泳ぎ が うま いね 。 
1. だ け の こと は ある 2. どこ ろ で は な い 
93. ほど だ 4、 か ら こ そ だ 
(23) 授業 中 に 急 に お な か が 痛く な っ て し まっ て 、 勉 強 i 
1。 だ け の こと は あっ た 2. どこ ろ で は な か っ た 
3. ほど の こと は な か っ た 4. する まで も な か っ た 
(24) パソ コン な ん て 、 合 が 教え て や る よ 。 わ ざわ ざ バ パソ コン 教室 に 通う よ 。 
1、 だ け の こと は な い 2. どこ ろ じ ゃ な い 
3. まで も な い 4. くら い だ 
(25) 私 は 部 と し て 、 上 可 の 命令 に 。 これが 始 幡 に つなが る な ん て 、 思 いも 
し な か っ た 。 
1. 従っ た まで も な い 2 従っ た まで だ 
9. 従っ た と は 4. 従え ば こそ だ 
(26) 話し 合い で は 白 分 の 意見 を 何 も 言 わな いで いて 、 後 で 文句 を あき れ た 。 
1 言う どこ ろか 2. 言う ば か り に 
3. 言う と は 4 . 言わ な いま で も 
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基本 文法 自動 
( ) の 動詞 の 適当 な 方 を 選ん で 、 


1. (見 つけ る ・ 見 つか る ) 
A いい アバ ー ト が 


A そう で すか 。_ 
2. (始め る ・ 始 まる ) 
A IB さ ん 、 会 議 が 
B : すみ ませ ん が 、 先 に 
A わか り ま し た 。 
3. (開け る ・ 開 く ) 


みて くだ さい 。 
は ほ はい 、 


DB: え え … 


、 か ば ん に 


A じゃ 、 こ っ ちの バッ グ に 
A 今度 、 消 費 税 が ーー 


: むし ろ 


に と wr 


ほし いで す よ ね 。 


B : ええ 、 お か げき まで 。 で も 、 な か な か 
達 が いろ いろ 探し て 、 


じゃ 、 先 に 


A : こ の びん の ふた 、 ど うし て も 


A・ あ 、 ほ ん と だ 。 あ り が と う 


よ 。 


5. (上 げ る ・ 上 が る ・ 下 げ る ・ 下 が る ) 


よ 。 
ご ぎ い ま す 。 
> 
の 、 忘 れ て た 。…… うー ん 、 か ば ん が も うい っ ぱ 
どう し よう 
- て あげ る よ 。 か し て 。 
ん で すっ て ね 。 


: まっ た く 、M り まし た ね 。 給 科 は ぜん ぜん 
。 て いる ん じゃ な いで すか 。 不 芝 
: 牙 府 も 、 始 済 の 請 性 化 が で き な い の な ら 、 せ め て 税金 ぐら い 


mn 


_ に 正しい 形 に し て 入れ て くだ さい 。 


か 。 


ませ ん で し た 。 友 
くれ た ん で す 。 
て 、 よ か っ た で すね 。 


ーー よっ 早く 行き まし ょ う 。 
いた だ け ま せん か 。 す ぐ 行 きま す の で 。 
いま す 。 


ん で すか ら ね 。 


だ か ら 。 


解答 

1. 見 つか り ま し た 見 つか り 

3. 開か な い 開け て 開き まし た 
5. 上 が る 上 が ら な い 下がっ 
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見 つけ て 見 つか っ 


2. 始ま り ま す 始め て 始め て 


4. 入れ た 入れ る 入ら な い 入れ 


下げ て 


100 


101 


102 


103 上 


105 


104 ド 


必 . 「- た ら す ぐ 」 と いう 意味 を 表す 言葉 


ITI ITS EATTT TTT TTT OT OOD TITTIES ODE TI TVG A 


ー と 次 の 時 間 
ー た ら 、 も う … 


※ 次 へ の 変化 が 早い と 感じ た 時 使う 


昔 が し た か と 思う と 、 9 は 火 に 包ま れ て いた 。 


2 . 息子 は 学校 か ら 帰っ て きた と 映っ た ら 、 も う 外 で 遊ん で いる 。 
3. 彼 は 忙し い 。 先週 は アメ リカ に 行っ た が か と 思う と 、 今 週 は 中 国 だ 。 
4、 早 いも の だ ね 。 この間 入学 し た か と 思っ た ら 、 も う 卒 業 だ 。 


と 次 の 瞬間 … (低く よう な こと が 起き た ) 


1 中 か ら 獲 が 飛び 出し て きた 。 

2 。 その 小 旬 は 、 評 が 開け た と た ん 爆発 し た ん で す 。 

3. 大 学 に 人 る まで は 一 生 抄 全角 強 す る が 、 入 っ た と た ん に 間 強 し な く 
な る 学生 が 多い 。 

cf 彼 は いつ も 先生 の 悪口 を 言っ て いる が 、 先 生 が 教室 に 入っ て くる と 、 
と た ん に 先生 と 笑 月 で 許し 始め る 。 


が 間 題 を 言い 終わ る が 終わ ら な いか の うち に 、 生 徒 た ち は 答え 
を 書き 始め た 。 
2. パー ゲン 会 場 の 入り が 開く か 開か な いか の うち に 、 和 客 が いっ せい 
に 入ろう と し 、 負 作者 が 出 た 。 


1 、 殺 人 人 事件 発生 と 聞く が 早い か 、 記 者 た ち は 部 屋 を 飛び 出し て いっ た 。 


・2。 け ん か を し て いた 男 た ち は 、 警 窒 の 次 を 見 る が 早い か 光 げ 出し た 。 


ー と 、 そ の まま すぐ 
1 . 選 了 は ゴー ルイ ン す る 門 り 、 ば っ た り 飼 れ て し まっ た 。 
2 彼女 は 大 の 戦死 の 知ら せ を 聞く な り 、 そ の 場 に 泣き 崩れ た 。 


、 電 車 の 中 で 、 席 に 座る 名 番 也 携 浴 電 話 で 
よく 見 か ける 。 
2. その 歌 下 は デビ ュー する や 、CD を 600 万 枚 も 売っ て 世間 を 驚か せ た 。 


打ち 始め る 若者 を 
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第 3 章 時 を 表す 言葉 


ぐ … ( 奄 志 、 命 令 、 依 頼 、 勧 謗 な ど ) 
(ニュ ー ス で ) 今 、 関 東 地方 に 思 寺 が あり まし た 。 
次 第 、 お 知ら せい た し ます 。 

。 みな さん 、 准 備 が で き 次 第 集合 し て くだ きい 。 

。 天 が や み 次 第 出かけ まし ょ う 。 


Li ※ 正 し い 方 を 選び な さい 。 (は 列 人 3 ペー ジ ) 


詳し い 情報 が 人 


の スケ ジュ ー ル が (決ま る な り ン 決ま り 次 第 ) 連絡 し て くだ さい 。 
ま 彼女 は 疲れ て いた らし く 、 席 に 着く (や 合 や > と た ん ) 居眠り を 始め た 。 


(お コップ の 中 の 飲み も の を 飲む (が 早い か な り )、 彼 は 意識 を 失っ て 例 れ た 。 
⑧⑬「 サ ル が 株 の 中 か ら 飛 び 出 し て き て 、 私 の お に ぎり を 取る (か と 思っ た ら . が 早い か ) 
逃げ て いっ た ん で す 。」 
⑯ 結婚 する まで は や さき し か っ た 彼女 が 、 結 婚 し た (と た ん に 次 第 ) 冷た く な り ま し た 。 
⑦ 先生 が 「 で は 、 終 わり ます 」 と 言う (と 思っ た ら / か 言わ な いか の うち に )、 学 生 た ち 
は 帰り MMP 
i 社長 が が ふる か 戻ら な いか の うち に 戻り 次 第 ) 会 識 を 始め ます 。 
⑨ 学校 か ら (帰っ た と た ん 放り 次 第 ) 電話 を くだ きい 。 
⑩ 出発 する と き は 苗 っ て いま し た が 、 怖 に に (着き 次 第 / 着 いた と た ん ) 室 の 切れ 問 か 
ら 大 陽 が の ぞ き 始め まし た 。 
⑪ 入学 式 で 、 校 長 が あい きつ を し て いる 時 、 - 人 の 学生 が 獲 台 に 駆け 上 が る な り 、 
a 大 声 で 歌い 始め た 
b 校長 は 驚い た 。 
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107 
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110 


111 


112 
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.. うち に 、 際 、 最 中 、 以来 な ど 


TTI TTT ne TITTIES ls OID TTT TOITE TO TTT Te TT TT 


2. 両 規 が 元気 な うち に 、 親 叉 行 し て お こう 。 
3 制 の うち に 勉強 し て し まお う 。 


ゃ て て いる うち 」 


(変化 が 起こ る )  ※ 否 定 の 形 は 「 こ な いう ち に 」 _ 

| 本 を 読ん で いる うち に 也 - ぅ て し まっ て 、 

2. あの 講 状 は 、 初 め は 難し く て わか ら な か っ た が 、 半 いそ いる うち に 
だ ん だ ん わか っ て きた 。 

3. この 洋服 は 、-- 度 も 葵 な がい うち に た っ て 苦 ら れ な く な っ て し まっ た 。 

cf 大 人 に な る に つれ て 、 知 ら ず 知ら ず の うち に 閲 と 同じ よう な こと を 
すう よう に な る 


1 。 図書 錠 の 利用 に 際 し て は 、 学 生 歪 帳 の 「 図 赤 節 利用 に つい て の 注 貢 | 


を よく 読ん で くだ さい 。 
2 . 座 業 に 際 し て 、 先 年 や お 世 世 に な っ た 方々 に お 礼 の 品 を 剛 っ た 。 
「 TS Ak< 
* ご た ぜ ( に ) | する 機会 が あめ る と いつ も  ※ 習 慣 的 な 反復 に は 使わ な い 
| 1 この アル バム を 見 る た びに 、 な つか し い 子 供 の ころ を 思い 出す 。 


2.、 テ スト の た びに 、 も っ と 勉強 し てこ おけ ば よかっ た と 投 老 する 。 


ゃ ー[ 先立っ て 


て の 前 に ~~ する 前 に 


1. 試 介 に 先立っ て 、 大 会 大 遇 が ルー ル に つい て 説 角 し た 

2 12 月 に 行わ れる 能力 試験 に 先立ち 、 当 校 で は 11] 初 科 に 栓 撫 試 験 
が 行わ れる 

8、 喘 画 の 公開 に 先立つ 試写 会 に は 、 多 く の 人 有名 人 が 訪れ た 。 


て が 進行 し て いる と き  ※ 進 行 を 止め る よう な こと が 起き ぎる と き 使 う 


1. お 風 叶 に 入っ て いる 野 中 に 、 何 度 も 電話 が か か っ て きた 
2. テレ ビ で サッ カー の 試合 を 見 て いる 最 中 に 新聞 の 集 例 が 来 て 
と ころ を 見 民 し て し まっ た 。 


いい 
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第 3 章 時 を 表す 言葉 


を ーー て 以来 
3 
cf ハワイ に 行く の は 、 尊 尋 行 以来 だ 。 
( 新 籍 旅行 で ハワイ に 行っ て か ら ず っ と 行っ て いな い が 、 今度 行く ) 
* こ て か ら と い 
1i5| 3 も の 1 計 が に く な っ て か ら と いう も の 、 父 は すっ か り 元気 を な くし て し ま 
” っ た 。 
2 。 先 本 に ほめ られ で か ら と いう も の 、 そ の 子 は と て も 積 的 に な っ た 。 
ゃ こと こと いう が 続い て いる ) 
(06| も の | 1. ここ 1 週 四 と いう も の 、 人 忙し く で 、 ち ゃ ん と 食事 を し て いな い 。 
| | 2 ここ 10 年 間 と いう も の 、 株 価 は ド が る - 方 だ 。 
* ご そば が ら . | する と 、 そ の 場 で 次 々 と 
科 ド 、 |T。 その 人 気 商品 は 、 記 員 が 並べ る そば か ら 飛 ぶよ うに 売れ て いっ た 。 
. 2 年 の せい か 、 最 近 、 人 の 名 前 を 聞い た そば か ら 忘 れ て で し まう 。 


1 ドミ 答 正しい 方 を 選び な さい 。 (解答 は 別冊 3 ペー ジ ) 


④ 同時 通訳 と いう の は すご い 。 話す (に 先立っ て ^ そ ば か ら ) どん どん 訳し て いく 。 
@ 彼 を 、 初 め は 変 な 人 だ と 思っ た が 、 何 回 か 会 っ て いる ( 際 に うち に ) 好き に な っ た 。 
⑱ 上 南 が 痛い の か 。 ひ どく (な い ノ なら な い ) うち に 歯医者 きん に 行っ た 方 が いい よ 。 


④: あの 人 に (会 っ て いる > 会 う ) た びに 、 明 る い 気 持ち に な る 。 

車 の 中 内 アナ ウン ス : (お 降り の ノ 隆 り て いる ) 際 は 、 傘 の 忘れ 物 に ご 注意 くだ さい 。 
⑥ お 河 を (やめる た びに ノ や めで か ら と いう も の ) すっ か り 侍 康 に な っ た 。 

学 彼 は 、 交 日 の 決勝 (以来 ・ に 先立っ て ) 行わ れ た 予選 を 、 ト ッ プ の 成 紋 で 通過 し た 。 
⑱ ここ 1 年 間 (以来 と いう も の ) いろ いろ な 間 題 が 起き て 、 落 ち 着く 時 が な か っ た 。 

a 定員 は 50 人 で す 。 

h 身分 証明 革 が 必要 と な り ま す 。 
時 | 話し か け な い で くだ きい 。 

b 少し 休み ませ ん か > 

a と て も 感動 し た の で また 読み た い 。 
b 人 生 に つい て 考え させ られ る 拓 日 だ 。 


⑳ スポ ーッ ツク ラブ の 人 会 に 際 し て は 、 | 


由 あ の 本 を 読ん で 以来 | 


53 


(1) 試合 の 


が 鳴っ て 、 


臣 の 両 が 降り 呈し た 。 


1. と た ん 2. 先 ぶ っ て 3. 最 中 に 4. 際 し て 
(2) 調 相 の 結果 が 次 第 、 連 絡 いた し ます 。 
1. わか っ て 2. わか り 3. わか る 4. わ か っ た 
(3) 新曲 が 発売 きれ る こと に な り 、 そ れ プロ モー ショ ン ビ デオ が 公開 され た 。 
1. に 先立ち 2. 次 第 3. な り 4. が 早い か 
(④ 子ども は 学校 か ら な り 、 ラ ンド セル を 投げ つけ て 泣き 出し た 。 
1. 帰っ てき 2. 放 っ て き て 3. 帰っ て くる 4. 帰っ て きた 
(5) 彼 は よほど 急い で いた らし く 、 エ レベ ー タ ー の ドア が 閉 く 外 に 飛び 出し た 。 
1. か と 思う と 2. うち に 3. と た ん 4。 や 益 や 
6 今 の 会 社 に 就 職 、 自 分 の 時 間 が ほとん ど な く な っ て し まっ た 。 
1. する が 早い か 2. し 次 第 3. し て いる うち に 4. し て か ら と いう も の 
(の ⑦ 立ち 上 が っ た 、 め まい が し て 個 れ て し まっ た 。 
1. と た ん 2 の.。 や 合 や 3. な り 4. 次 第 


(8) 彼 は ポテ ト フ ライ が 好き で 、 揚 げ る どん どん 食べ て し まう ん で す 。 


1. うち に 2. に 先立っ て 3. そば か ら 4. か と 思う と 
9 彼 は 高校 を 卒業 うち に 自分 の 会 社 を 作っ た と いう 青年 実 家 だ 。 
1. し た か の 2 し て いる か の 3. し て いる 4. する か し な いか の 
(10) ご 来 電 有 難 う ご ざい まし た 。 お 帰り の 受付 に て 格 品 を お 受け 取り くだ きい 。 
1. 際 に 2 . た びに 3. 最 中 に 4. うち に 
(11) 赤ちゃん は 、 今 泣い て いた も う 笑 っ て いる 。 
1. と 思い な が ら 2. と 思っ て 3、 か と 思い 4. か と 思っ た ら 
(12) この 映画 は 、 何 度 見 て も 見 る 感動 きせ られ る 。 
1. た びに 2. うち に 3. 際 に 4. 最 中 に 
(13) 彼 は 5 年 前 に 事故 を 起こ し て 以来 、 ; 
1. これ か ら も 運転 する つも り だ 2. 度 と 運転 し な い だ ろ う 
3. 一 度 も 運転 し て いな い 4 . 一 度 運 転 し た 
(14) この 仕事 は 、 最 初 は つま ら な いと 思っ た が 、 や っ て いる うち に 。 
1. お も し ろ い だ ろう 2. お も し ろく な っ て きた 
3. お も し ろか っ た 4. お も し ろ い と 思う 
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.4. わけ 、 こ と (1) 


IIIHIIIIIIIIIIIUEEIIEIIIUIEIIUIIIIIERIEIUIIHIEEIWIIIBI| 
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ーー と いう こと は 考え られ な い 


1. 水 な し で 1 カ月 も 生き られ る わけ が な い 。 
親 が 子ども の 玉 福 を 脂 わ な いわ け は な い 。 


119[ 
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て と いう 結論 に な る  ※「 ご こと いう わけ だ 」 の 形 も 多い 。 

| !. 100 グ ラム 200 円 な ら 、1000 円 で 500 ダ ラム 買え る わけ だ 。 

。 彼 は 、 人 業 式 で 皆 得 賞 を も ら っ た 。 つ まり 一 日 も 休ま な か っ た と 
いう わけ だ 。 

。 卓 分 が 将来 何 が し た い の か よく わか ら ず 、 肉 親 や 友達 と 視 談 し た 結 
巣 、 昌 本 に 留学 する こと に な っ た わけ で す 。 


| - と いう こと が 商 得 で きる 


。「 電 再 が 遅れ て いる らし い 。」「 そ れ で みん な 米 て いな いわ け だ 。」 
2,「 こ れ は 上 級 者 向き の 間 題 で す 。」「 ど うり で 、 苑 し いわ け だ 。」 


-「 そ の 番組 、 お も し ろ い 
あり ませ ん が 、 ほ か に 上 兄 る も の が な い の で ……。 
2. 結婚 し た く な いわ け で も な い が 、 も う 少 し 叙 身 生活 を 楽し みた い 。 


も し ろ い わけ で は 


SN % じ て で き な い 状況 か ら 見 て ご は 許さ れ な がい 
。 胃 中 は テス ト だ か ら 、 酒 を 飲む わけ に は いか な い 。 
。 先生 が 作っ て くだ きっ た 料理 だ が から 、 お な か は すい て いな いけ れ ど 、 


食べ な いわ け に も いか な いで す よ ね 。 


練習 問題 (解答 は 別冊 3 ペー ジ ) 


a 


催 が みん な 残業 を し て いる と き に 、 日 介 一 人 だ け 廊 る 


古い コン ビ ピュー ター だ ね 。 買 いか えな い の ? 」 


「 そ ん な こと 、 で きる だ る う 。 こ ん な 安い 給料 で 。 
大 学 に は 合格 し た の ? 」「 大 学 へ 行く だ けが 人 生じ ゃ な いき 。」 
つま り 、 落 ち た と いう ね 。」 


④①「 彼 女 は 16 歳 まで アメ リカ に 住ん で いた そう で す 。」 
「 あ あ 、 ど うり で 英語 が 上 手 な ね <。1 


5 


> 私 は - 人 で いる こと が 多い けれ ど 、 け っ し て 友達 が いな い 
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第 4 章 「 わ け 、 こ と 、 も の 、 と て ころ] を 使っ た 


間 


ゃ へー こ と だ . | こと を 勧め る こと が 必要 だ 

123 1 いい 到 績 を と り た いな ら 、 : 生 共生 強 する こと だ よ 。 
2 売れ る 商品 を 作る に は 、 消 電導 の ニー ズ を 知る と と だ 。 
* ど ん な に / ど れ | と て も ー だ 何 回 も ー し た 

124 | ほど / な た ル と /| 1 あの 人 と 粘 話 で きた ら 、 ど ん な に うれ し いこ と か 。 ー 
回 較 こ と と か | 2. あの 学生 に 、 教科書 を 持っ て くる よう に 、 何 回 注意 し た こと が 。 
ゃ と と が か ら | と いう 理由 で 

125 に この 火事 は 火 の 気 の な い 場 所 か ら 出 火 し て いる こと か ら 、 功 察 は 


放火 と 見 て 提 春 を 開始 し た 。 
2。 この 通り は 、 ラ ー メ ン 屋 が た くさ ん ある こと か ら 「 ラ ー メ ン 横 」」 
と 呼ば れ て いる 。 


s この こと だ か が ・ (こと 3 i 

126| 5 1 。 まじ め な 彼女 の こと だ か ら 、 を 守る だ ろう 。 

8 る と も 妊 き の 彼 の と と で すか ら 、 SN 
*… こ と な く | ~ な い 
127 ゃ ここ と な し に | 」 


の 勧め で 、 ぶ うこ と な く こ の 学校 を 選び まし た 。 

代 細 | 2、 後 は 、 等 価 肌 に 気づか れる こと と な し に 、 そ の ビル に 伝 人 する こと 

PS に 成功 し た 。 

練習 問題 (解答 は 別冊 3 ペー ジ ) 
や 族 修 で 休ん で いる 人 が 多い 、 31「 間 学級 閉鎖 を する こと に な っ た 。 
あの きび し い 先 生 の 、 算 休み に は 福 題 を た くさ ん 出す だ ろう 。 
3 彼女 の 手紙 を どん な に 待っ て いた っ > 
の 時 則 ど お り に 来 た こと が な い 彼 の 、 き っ と また 注 刻 だ ろう 。 
ここ まで 来 た ん で すか ら 、 最 後 ま で あき ら め る 頑張 っ て くだ さい 。 
だ れ も 住 ん で いな い の に 、 と きど き 変 な 声 が 開 こ える 、 あ の 家 な は 剛 香 屋 

戦 と 呼ば ぎれ て いる 。 
の 相手 の 気持 ち を 属 つ ける 前 る に は どう し た らい い の だ ろう か . 
⑧ いや な こと は 、 な る べく 早く 忘れ る 2 


⑨ オリ ン ピ ッ ク に 出る まで に 、 何 回 マラ ソン を や め よ うと 思っ た 
⑩ や せ た い な ら 食 べ な い 8 
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5 こと (82) 


HEI OTE TOIT TTT TTT TOTTI ETON OO TT ITT a TIT a i 


は と て も へ だ ※ 感 情 を 表す 言葉 に 付く 

1 残念 な こと に 、 コ ン サ ー ト の 劉 符 は 売り 切れ た そう だ 。 ーー 
2。 敬い た こと に 、 犯 人 は 符 代 告 だ っ た 。 

ー と いう こと が 決ま っ て いる 
1. 彼 は 大 学 を 座 業 し た ら 、 和 父親 の 会 社 で 働く こと に な っ て いる 。 
この 学校 で は 毎月 、 出 席 率 の 計算 を する と と に な っ て いる 。 
ー 必 要 は な い な く て も いい 

1. 者 は 何 も る 悪 いこ と を し て いな いん だ か ら 、 許 る こと は な い 。 

明 2。 この 機械 、 ま だ 「 分 使え ます よ 。 あ ん な セー ルス マン の 言う こと を 
その まま 聞い て 、 買 うこ と は あり ませ ん よ 。 
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1. 天気 了 拉 に よる と 、 週 末 は よく 哨 れ で 呈 く な る と いう こと だ 。 
2.「 あ な た が 受け る 大 学 は 、 英 語 の 試験 は な いん で すか 。] 

「 は い 、 な いと いう こと で す 。」 

| | こと いう 結論 に な る ※「ー と いう こと は … と いう こと だ 」 の 形 が 多い 
132 た と いう こと だ ろう 。 
2、 辞書 に 肌 て いな いと いう こと は 、 正 式 な 言葉 で は な いと いう こと だ 。 
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いく 何 か 食べ な いこ と に は 、 お な か が すい て 何 も で き な い 。 
ま に 品 物 を 見 な いこ と に は 、 思 うか 買わ な いか 決め られ な い 。 
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・「 旅 行 に 行か な いん で すか 。 せ っ か くだ か ら 、 行 け ば いい の に 。」 
「 行 け な い こと は な いん で す が 、 ち ょ っ と 体調 が 悪い の で 。」 

2. | ちょ っ と お 人 金 を 貸し て くれ な い ? 」 

「 ど うし て も と 言わ れれ ば 貸 き な いこ と も な いけ ど 、 必 ず 返 し て 
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の こと と て 、 何 も ご もち そう は あり ませ ん が どう そ 台 し 上 が っ て 
くだ さい 。 
。 不景気 の こと と て 、 菅 職 先 を さがす の は 容易 で は あり ませ ん 。 
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第 4 章 「 わ け 、 こ と 、 も の 、 と ころ 」 を 使っ た 言 


(解答 は 別 昌 3 ペー ジ ) 

ュー ス に よる と 、 新 幹線 は 二 の た め 止 まっ て いる 

変 な 、 今 週 : つ も 試験 が ある 。 

単 な 手 術 で すか ら 、 心 配 す る ょ 。 

SD「 こ の 人 と つき あっ て みな い ? 」 と 写真 を 見 せら れ て も 、 会 っ て み 何と 
も 言え な い 。 

③ 彼 は まだ 乏 て いる 。 と いう こと は 学校 を 休む だ ろう 。 

⑯ すみ ませ ん 、 こ こ で は くつ を 腕 い で いた だ く ん で す が 。 

②④ 同 へ 帰っ た ら 、 す ぐ 結 妊 す る の で 、 忙 し い 。 

⑧ 両 太 の 世 を 間 、 ど ちら が 寺 い の か 措 断 で き な い 。 

8 、 電 気 料金 が 舘 ド げ さ れる そう だ 。 

ゝ ヽ いろ いろ ご 指導 いた だ きた く 、 よ ろ し く お 願 いい た し ます 。 

人 ⑪ この 説明 で も 理解 で き が 、 も う 少 し くわ し い 方 が いい 。 

⑫ テス ト の 点数 が 虹 か っ た ぐら いで が っ か りす る ょ 。 

届 彼 の 意見 る も わからない けれ ど 、 ち ょ っ と 極端 じゃ な いで し ょ うか 。 


「 一 こと は な い 」 と 「 一 まで も な い 」(p.42 参 照 ) は 筒 方 と も 「 一 必要 は な いと いう 言葉 
に 眉 き か える こと が で きま す が 、 次 の よう に 使い 分 ける こと も あり ます 。 
1 )「 有 中 さん を 請 わ な い の ? 」 


a「 誘 うと と は な いよ 。」 田中 きん に は 来 て ほし く な い 。 
b「 謗 うま で も な いよ 。」 田中 さん は 読 わ な く て も 必ず 来る 。 
2 ) a 買う こと は な い 。 (そん な つま ら な いも の ) 買う 必要 は な い 。 
b 買う まで も な い 。 (借り れ ば いい か ら ) 買う こと まで し な く て も いい 。 
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137 


138 


139 


140 


141 


142 


143 
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.6. も の 1) 


TTITTIT TOD TOIT GO TOIT TOT OE TOOT OO TTT oO TOIT ET TT 


| 本当に ~ だ な あ 


を 、 恋 人 と 歩い て みた いも の だ な あぁ 。 
2. も う 1 年 た っ た の か 。 早い も の だ 。 


「~ た も の だ 」 の 形 で 使わ れる 


2。 子供 の ころ 、 い た ずら ば か り し て 先生 を 困ら せ た も の だ 。 
ー が 一 般 的 な 常識 だ 。 ※ 人 に 対し て 注意 する 時 に よく 使わ れる 
| 1 交 東 を し た ら 、 き ちん と 守る も の だ 。 。。。 。 
: | 2. 名 前 を 呼ば れ た ら 、 す ぐ 返 事 を する も の で す よ ょ 。 
* ご も の で は な て は 常識 に 反する か らし て は いけ な い 
ゆい 
ゃ こと いう も の 
失い SE 


1,. 曲 


1. 母 の 内 合 が 思い も の で すか ら 、 1 局 間 ほど 回 へ 帰っ て きま す 。 
2. 遅く な っ て ご めん な さい 。 和 電 再 が 遅れ た も ん だ か ら 。 

ーー と いう 理由 が ある の だ か ら (甘え 、 訴 えな どの 気持 ち が 入る ) 
※「~ ん だ も の 」 の 形 が 多い 

の 通じ な い 国 へ - 人 で 行く ん だ も の 。 不安 に な る の は 当然 だ よ 。 
2.「 ど うし て 来 な か っ た の ? 」「 だ っ て 、 起 きら れ な か っ た ん だ も ん 。」 


・ ご も の が ある | 感じ させ る 要素 が ある 


1、 彼 の 作品 に は 、 人 の 心 を 打つ も の が ある 。 
2. これ だ け の 給料 で 生活 する の は 、 ち ょ っ と きび し いも の が ある 。 
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ゃ こも の が 絶対 に て な い 

145 1. こん な サー ビス の 悪い 店 1 
来 て し まっ た 。 

2. プレ ッ シ ャ ー な ん か に 負け る も の か が 、 と いう 気持 ち で 電信 り ま し た 。 

3. 戦場 に な っ た こと の な い 国 に 、 了 戦争 の 本 当 の 苫 し き が わか る も の か 。 


* ゃ こも の の ー と いう 事実 は ある けれ ども … (その 事実 に 合わ な い 状 況 が ある ) 


二度と 来る も の が と 思っ た の に 、 ま た 


[ 事 を 中 き 受 けた も の の 、 で きる か どう か 円 
、 熱 は ド が っ た も の の 、 企 欲 が な く て 元気 が 出 な い 。 
。 給料 は か な り ド が っ た も の の 、 毎 日 の 生活 に は 困っ て いな い 、 


Em に 王 N %( 。 ) は 正しい 方 を 選び な さい 。 (解答 は 別 刑 3 ペー ジ ) 
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届 唆 日 、 国 か ら 友 達 が 来 た 、 試 験 勘 強 が 全然 で きま せん で し た 。 
め お 人 金 が あれ ば 幸せ に な れる 、 ゅ 
③ 山 は や ん だ グラ ウン ド が か な り ぬ れ て いる の で 、 試 合 は 中 止 する こと に 


じ た な 。 

パソ コン に 携帯 電話 。 世 の 中 、 ず いぶ ん 使 利 に な っ た 

5 高校 生 の ころ 、 学 校 を さき ぼっ て 友達 と よく 映 末 を 見 に (行く “行っ た ) も の だ 

@⑧ 人 が まじ め に 話し て いる 時 に 、 あ く び を し た りす る 9 

の 2 時間 も か か っ て 作っ た 料理 を 、 た っ た 10 分 で 食べ て し まっ た の か 。 っ と 圧し い 
ね 。 

彼女 は 人 に 軸 ん で お いて 、 そ の 粘 果 を すぐ 批判 する 。 も う 脇 力 な ん か する 

仙 「 ま た 、 カ ッ プ ラー メン 食べ て る の ? 」「 だ っ て 、 お 人 金 が な いん だ oJ 

⑩ 最近 月 が 加 く な っ た 、 新 聞 を 読む の が 面倒くさ い 。 

1 人 が 多けれ ば 仕事 が 早く 終わ る 

人 頭 が よく な る 克 が あっ た ら 飲 みた い 


i 


仙骨 題 集 を 買っ た 、 難し く て 全然 で き な い 。 
* 借 り た も の を 返し た こと が な いや つ に 、 だ れ が 人 金 な ん か 代 す ゥ 


記 彼 の 革 動 に は 、 周 囲 の 人 を 不安 に きせ る ; 
0 女 だ か ら 、 と いう 昔 田 だ け で 就 生 試験 を 受け る こと も で き な い ん で すか 。 そ れ は 、 不 


人 6 
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.7 も の (2)、 と ころ 


IIMIUTUEIIUWIIMIIIIIIIIIIIBIIIIIUWIIB 間 W 昌 III 上 


絶対 に こし な いと いう の で は な い 

。 危険 な 仕事 だ に よっ て は 引き 受け な いも の で も な い 。 
。 導 動 の 最 痛 に 攻 同 で きれ ば 、 協 力 し な いも の で も な い 。 
だ っ た ら ) この に  ※ 実 際 は ー で な く て 残念 だ と いう 気持 ち 
もう少し せく この 発 が で き て いた ら 、 多 く の 人 が 且 か っ た も の を 。 
2. 雨 の 中 を 大 変 だ っ た で し ょ う 。 電話 を くれ れ ば 迎え に 行っ た に も の を 。 
ーー を 全然 問題 に し な いで 


・ 備 は 、 39 度 の 高熱 を も の と も せ ず 
侯 を も の と も せ ず に 
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148 


試合 に 出場 し て 、 優勝 し た 。 
助 隊 は 遺 難 吉 の 提 近 に 同 か っ た 。 
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150 。 到 し か っ た 子供 の ころ に 、 戻 れる も の な 戻り た い 。 

2. これ は 50 キ ロ は あり ます よ 。 持 て る も の な ら 持 っ て みな さい 。 

も | も し こよ うな こと を し た ら -… (大 変 な こと に な る ) 

| 」 うち の 美 に 文人 を 詩 お う も の な ら 、 ご 稚 を 作っ て も ら え な く な る 。 
を 教え よう も の な ら 、 す ぐみ ん な に 知ら れ て し まう 。 
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電話 で 問い 合わ せ た と ころ 、 休 館 昌 は 月 曜日 だ と いう こと だ 。 
2. 先生 に 進学 相談 を 申し 込ん だ と ころ 、 今週 の 金曜 日 に 決ま っ た 。 
希望 どおり に は な ら な い だ ろ う ) 

いで 行 
| 2. 私 の 実 カ で は 、 ど ん な に 


153| 


154 | 


155 1 SEE あり が と う ご ざ いま す 。 


| 2、 お 3 急 き の と ころ お 引き 止め し 、 中 し わけ ご ざい ませ ん 。 
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< と いう 産 度 だ 。。 。 
1.「 あ と どの くら いで で きま すか 。]「 ま あ 30 分 と いう と ころ で すね 。」 
| 2?. この 近 り の 家 代 は 、 ワ ン ル ー ム で 6 7 万 と いっ た と ころ だ 。 
3.「 彼 の 城 練 は どう で すか 。] 
「 そ う で すね 。 能力 試験 2 毅 な ら 合格 、 と いつ た と ころ で し ょ うか 。」 


| 内 。b は 正しい 方 を 選び な さい 。 (解答 は 別冊 4 ページ) 


必 「 熱 が ある な ら 、 休 め ば よ か っ た 、 ど うし て 無理 し て 来 た ん で すか 。」! 

「 休 め る 休み た いん で す が 、 仕 事 が た くき ん た まっ て いる の で ……。」 
の 彼 の 前 で 彼女 の 奄 出 を 、 何 を きれ る か わか ら な いよ 。 
彼 は AN 作 民 の 安全 を 守る た め に 戦 っ た 。 | 
も 先 音 に 相談 し 、 ア ル パ バイ ト は 週 に 3 日 ぐら い に し ろ と 言わ れ た < | 
@ 私 は 200 キ ロ も ある ん だ よ 。 倒 せる 倒し て ご らん 。 
かみ ん な が 協力 し て くれ る な ら 、 委 員 を 引き 受け a 


め 今 か ら 急 に 勉強 し 、 試験 に 合格 する の は 翼 理 だ ろう 。 
% 符 疾 圭 は 、 成 上 人 港 か ら 国外 へ 逃げ ば よう と し た 党 却 され た 。 
⑧「 あ と どの ぐら いで 迅 院 で きま すか 。] 


「 そ う で すね 。 あ と 2 3 週間 ね 。」 
9 公団 の ベン チ で 膨 展 り を し て いる と どこから か ボー ル が 葉 ん で きた 。 
中 お 忙し い 、 い ろ い ろ 教 えて いた だ き あ り が と う ご ざ いま し た 。 


a 彼女 が 許し て くれ る と は 思え な い 。 

b 彼女 は 許し て くれ な いも の で も な い だ ろ う 。 

a 尽 で な けれ ば 無理 で し ょ う 。 

b 今 す ぐに で も あの 人 の と ころ へ 行き た い 。 
a な か な か 外 へ 出 よ うと し な い 。 

b 入力 豚 に 働い て いる 。 

a と て も 喜ん で くれ る よ 。 

b 何時 間 も 歌 を 聞か され る よ 。 


届い まさ ら 主 っ た と ころ で 、 | 


位 海 を 越え て 飛ん で 行け る も の な ら 


⑭ 彼女 は 隆 走 の 隊 稚 を も の と も せ ず に 、 | 


3⑬ 彼 の 歌 を は ほめ よう も の な ら 、 | 
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(1 私 が 料理 を 作れ る が な いで し ょ う 。 コ ー ヒ ー も 入れ た こと が な い の に 。 
も の 2. わけ 3. こと 4. と ころ 
⑫ 敏 を 傷つけ た こと が そん な に 気 に な る の な ら 、 早 く 謝っ て し まう だ 。 
1. わけ 2. も の 3. と ころ 4. こと 
③ 多数 の 人 中 二 思 閉 が 則 た 、 学 校 給 食 は し ば らく 中 止 と な っ た 。 
。 こ と に は 2. こと だ か ら 3. こと か ら 4. こと な く 
(4) この 成績 で 国立 大 学 に 合格 する の は 、 ち ょ っ と きび し い が ある 
. も の 2. こと 4. と ころ 
5) 彼 の 門 元 に 度 は 擬 度 し た で き な い と ころ が ある 。 
1. こと が 2. も の の 3. も の が 4. こと に 
(@) 随 っ た 、 大 活 な 書類 を タク シー の 中 に 忘れ て で し まっ た 。 
1. も の に 2. も の を 3. こと に 4. こと が 
⑦ 訓 い 次 料 を 調べ た 、 こ の 地方 に その よう な 措 習 が あっ た こと が わか っ た 。 
1、 も の の の だ に 3. わけ が 4. と ころ 
8) や れ ば も な いと は 思い ます が 、 か な り 大変 で す よ 。 
1. で き な い も の 2. で きる も の 3. で き な い こと 4. で きる こ 


⑨ NH らい で 、 あ きら め る 


・ も の か 2. も の を 3. も の だ 4. と いう も の だ 


ls 受け て こと に は 、 実 が わか ら な いで し ょ う 。 
1. みる 2. みな い 3、 み た 4. みて 

(11) 寿 が と て も 楽し そう に 飲む だ か ら 、 つ いつ き あ っ て 飲み 過ぎ ちゃ っ た よ 。 
1. こと 2、 わ け 3. と ころ 4. も の 

(12) 急い で 行っ た で 、 ど う せ みん な 遅れ て くる ん だ か ら 、 あ わ て な く て も い 
いよ 。 
1. も の 2 と どろ 3720 こと 4. わけ 

(13) が ん ば りや の 披 女 の だ か ら 、 き っ と 徹夜 で 完成 させ た ん で し ょ う 。 
1 Ya 2. も の 3. わけ 4. と ころ 

(44) あな た と 別れ て か ら 、 ど ん な に 泣い た 
1。 ご と だ 2. わけ だ 3. こと か 4. も の か 

(15) 何 か 世 いも の が 食べ た いと 思っ て いる 、 友 達 が ケー キ を 買っ て き て くれ 
た 。 
1. と ころ が 2. と ころ へ 3. と ころ を 4. と ころ で 


第 4 章 「 わ け 、 こと 、 も の 、 ところ] を 使っ た 言 


(16) 彼 は 世間 の 批判 を と る せ ず に 、 則 分 の 信念 を 通し た 。 
の まっ 2. も の 3、 と ころ 4. わけ 
(19) 各 済 力 が あれ ば 、 わ ざわ ぎ 光 倒 な 結婚 な どす る な いと 思っ て いる 女性 は 
た くさ ん いる > 
ss は 2. も の は 3. こと で は 4. わけ で は 
(18) きっ き と プ ロボ ポーズ すれ ば いい 、 ぐ ず ぐ ず し て いる か ら 逃 げ ら れ た ん だ 
ks 
a 4 2. こと を 3. も の を 4. と ころ に 
(19) あい つ 、 新 大 社 肌 の くせ に 舘 度 が 悪 すぎ る 。 殴 れる 殴っ て や り た いよ 。 
1. こと に は 2. も の な ら 3. こと な て 4. も の だ か ら 
(20) 彼ら は - 和 の 冬 牲 者 も 出す 6 賀 を 無事 に 救 出し た 。 
1. わけ 2. も の 4. こと 
(21) 家 の 中 に いて 世界 中 の で き ご と が わか る な ん て 、 便 利 に な っ た な あ 。 
1. も の な ら 2. も の だ か ら 3. も の だ 4. も の を 
(22) 「 あ いつ 、 彼 女 を 3 時間 も 待 た せ た ん だ っ て 。 | 
「 そ れ じ ゃ 、 人 彼女 、 色 る だ よ 。] 
1. も の 2: こと 3. わけ 4. と ころ 
(23) も う 何 回 も 借り て いる か ら 、 ま た お 金 を 貸し て くれ 
1. と いう わけ に は いか な い 2. と いう も の で も な い 
3. と いわ な いわ け で は な い 4. と いわ な いも の で も な い 
(24)「 こ の 犬 、 人 間 で 言う と 何 蔵 や らい で すか 。」 
1 そう で すね 、10 歳 。」 
1. と いう わけ で すね 2. と いっ た と ころ で すね 
3. と いう も の で すね 4. と いう こと に な っ て いま すね 
(25) 「 そ の 料理 、 ど う ?」 
[うー ん 、 お いし く な い けど 、 ち ょ っ と 味 が 潤い な あ 。」 
1. わけ に は いか な い 2. も の で は な い 
3. わけ じゃ な い 4. も の が ある 
(26) 長い 時 間 勉 強 す れ ば 、 い い 点 が と れる 
1、 と いえ な いわ け で も な い 2. と いっ た と ころ だ 
3. と いう こと な し だ 4. と いう も の で も な い 
(99) うち の 子 、 消 防 車 が 大 好き な ん で す 。 消 防 証 の 音 が 聞こ え 、 食 事 の 最 中 


で も 飛び 出し て いき ます 。 
1. る も の な ら 2. た も の な ら 3. て いる も の な ら 4. よう も の な ら 
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「 こ た ら す ぐ 」 と いう 意味 を 表す 言葉 の つづ き 計 二 徒 3 


1. 接続 (前 に 来る 形 ) に 注意 し よう 。 


て る が 早い か る ン / た か ー な いか の うち に | | - た (か ) と 思う と / 思 っ た ら 


ー る な り 
て る や ン や 否や | ※「 一 る ] は 辞書 形 を 表し ます 


ー ま す 形 + 次 第 


2 . 文末 ( 文 の 終わ り の 表現 ) に 注意 し よう 。 


ー た と た ん 


/ |、 投 来 が 終わ っ た が 終わ ら な いか の うち に 、 学 生 た ち は 誕 り 始 め た 。 
授業 が 乾 わ っ た が 終わ ちな いか の うち に =ー 志 ら な いで て だ さい ー 
2. うち に 帰っ た と た ん 、 雨 が 降り 出し た 。 


ちせ 帰っ た と た ん 、 宿 時 を し な さい 。 


1. 彼 は 固 へ 帰っ た た か と 思っ た ら 、 ま た すぐ オー スト ラリ ア に 留学 し た 。 
放っ か 用 っ 寺 ら ー 結 婚 す る も り で す = 
。 そ の 男 は 財布 を と る が 早い が 、 走 っ て 逃げ た 。 


Si 


ココ 2 } o 
6 その子 は 私 の 顔 を 兄 る な り 泣き 出し た 。 
N_ Es ノ 


1. 国 へ 帰り 次 第 、 就 職 す る つも り で す 。 
2. 品物 が そろ い 次 第 、 発 送 し て く た 6 
3. 向こう に つき 次 第 、 写 真 撮影 と いう こと に し まし ょ う 。 


1 
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.18. ~ー よ う 、~ ベ べき まき 、~ ご と まき 、~ た る 者 


HUTT TT ETSI TIT TOOT TE TA TE To TTT TIT TT INTE TT Tl TT TT TI 


ー な る こと を 期待 し て 
1. 希望 の 大 学 に 入れ る よう に 、 居 張っ て 勉強 し よう 。 
ーー と お り ※ 後 ろ に 説明 が 続く 


157 E 
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命令 ・ 
1 、 体 ん で いる 人 に 、 今 週 中 に 宿 相 を 提出 する よう に 伝え て くだ さい 。 
何 か に 例え る 時 に 使う 

1 あの 人 は 、 コ ンピュータ ー の よう に 計算 が 速い 。 。 
代表 的 な も の を 言え ば 

1. 東京 の よう に 茶 し 暑い と ころ は 世界 で も めずらし い だ ろ う 

を 習慣 的 に 心がけ る 

1. 制 語 い 仕事 な の で 、 伯 は な る べく 早く 疲 る まう に し て いる 。 
2. 遅刻 し な いよ うに 、 胃 日 か ら 5 分 早く 家 を 出る よう に し ます 。 

| (実際 は 違う の に ) ~ よ うに 見 える 

1 . 彼 は 、 お 酒 で も 飲ん だ か の よう な 赤い 顔 を し て いる 。 

2. 彼女 は 人 か ら 聞 いた 話 を 、 ま る で 品 分 が 見 て きた か の よう に 放す 。 
へ 方 法 が な い 

1 . 何 度 電 話 を か け て も 用 な い 。 こ れ で は 連絡 の と り よ う が な い 。 
2. なんとなく 好 き な だ け だ か ら 、 理 巾 を 開か れ で も 答え よう が な い 。 
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160 ド 


161| 


162 3 
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ー す る の が 当然 義務 適当 だ 

上 寺 を か けた の な ら 、 き ちん と 属 る べき だ 。 
2. 着い 私 に は 、 経験 す ( る ) べ きこ と が た くさ ん ある 。 
3. 中 が 痛い 。 も っ と 歩き や すい 祈 を は いて くる べき だ っ た 。 
ct 提 在 の 結果 、 人 区 く べき 事実 が 判 咽 し た 。 
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~ は 正しく な い 一 し て は いけ な い 
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le 
2 . 若い 人 は 電車 や バス の 優先 應 に は 座る べき で は な い 。 


ーー し て は いけ な い 。 : (メモ 参照 ) 


1. この 荷物 に は 「 人 危険 ! さち る べから と 書い て ある 。 
2. 双子 力 発電 所 の 事故 を 隠す と いう こと は 、 評 すべ か ら ざ る こと だ 。 
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1e9 [EE 
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第 5 音 [よう 、 こう / よ う 、 まい 、 べき 」 を 使っ た 言 


1. すでに みな さん ご 誠 知 の さと く 、 こ の 学校 は 来年 度 移転 する こと に 


な り ま し た 。 
: 2. その間 の 中 は 、 何 万 年 も 前 に 戻っ た か の 選 と く 和 神秘 隊 だ っ た 。 
た る 首 。 | と いう 立場 に ある 人 は … ( 我 務 、 要 情 


1. 医師 た る 著 、 正 し い 疹 断 が で 
2. 成 治 家 た る 者 、 国 民 の 声 を も っ と 聞く べき だ 。 


Es 位 *※( 。) は 正しい 方 を 選び な さい 。 (解答 は 別冊 4 ペー ジ ) 
宇 あの 人 は が 見 えな い の に 、 ま る で 見 えて いる 歩く 。 
② 今 に な っ て みる と 、 学 生 時 代 に も っ と 勉強 し て お く た 
お 生類 が どこ に ある か わか ら な く (な い プ なら な い ) よう に 、 き ちん と 整理 し て お こう 。 
④ 景 力 脇 箇 が 多い 番組 は 、 子 供 に 見 せる 5 
⑧ 話す 機会 が な いか ら 、 気 持ち を 伝え た く て も 5 
6: わ が チー ム は 、 今 年 こそ 優勝 する 、 毎 日 きび し い 練 習 を 重ね て いる 。 
ぶ ⑦ 宿 芽 は で きる だ け そ の 日 の うち に する くだ さい 。 
⑱ ここ に ゴミ を 捨て る 1 」 
教育 者 、 子供 の 可能 性 を 信じ な く て は いけ な い 。 
30 た また ま 事 件 出場 の 近く に いた だ け で 、 彼 は まる で 犯人 で ある 扱わ れ た 。 
か く の 事故 は 、 一 度 と 起こ し て は な ら な い 。 


1 べから ず 」 は て 特 板 な どの 注意 替 き に 使わ れ ま す 。 

2 『 こ べから ざる (名詞 の 前 に 付く 形 ) は 「 評 すべ か ら ぎ ざる 、 欠 くべ か ら ぎ る ] 
の ほか は あま り 使 われ ませ ん 。 

3 「 さ と く 、 ご と き 』 は 「 よ うに 、 よ うな ]」 の 占い 言 華 で 、 改 まっ た 場所 で の 
会 話 や 、 便 い 文 普 に 使わ れれ ます 。 


6 の 


ーー まい 、 一 う プ よう 、… で は ある まい し 、 
骨 y 削 ある まじ まき 


II 胡 画 I 山 前 II 較 II 前 EMIIIUIHRIBIIIIEIIIIIEIUIMIIIIIIIIWIIIBIEIIIUWIIIIIWI 由 | 


ーー ない だ ろう  ※ 否 定 の 推量 


1、 こ の 他 模 様 な ら 、 明 日 は 還 は 隆 る 
2. 人 の 悪い と ころ だ け 見 て いた ら 、 人 を 搾 する こと は で きま い 。 
- な いよ うに し よう  ※ 否 定 の 意志 

日 酔い の た びに 、 も う 一 度 と 酒 は 飲む まい 、 と 思う の た 
2 彼女 は 、 親 を 心配 きせ まい と し て 、 い つも 吸 る い 前 を し て いる 。 
※ 考 える 、 迷 う お な どの 内 容 を 表す の EN 
1. 夏休み を どう や っ て 過ごそ うか 、3 今 考 えて いる 。 
彼女 に いつ プロ ボー ズ し よう か が 、 迷 っ て いる 。 


う プ よう か 、 そ れ と も … の を や め よ うか 
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174 


175 
2 この 大 学 を 受け よう か が 受け まい か 、 考 えて いる と ころ だ 。 
も し ~ て も 


・ た と えみ ん な に 反対 され て も 、 私 は 止 し いと 上 思っ こと を する 4 
2. た と え 拓 敗 し て も 、 目 的 の た め に 労力 し た こと は 無駄 に な ら な い 。 


疑問 詞 プ た と えー て も 


1. だ れ と 結婚 し まう が 、 あ な た の 白山 で す 。 

2. た と え 10 年 か か ろう が 、 中 的 を 達成 する まで は 国 へ は 帰ら な い 。 
3. 彼女 が 作っ た 料理 な ら 、 た と えま ず か ろう と 無理 し て 食べ る よ 。 
4. あん な 自分 勝手 な 人 、 ど こ へ 行こ うと 私 に は 関係 な い 。 


176 


177 


ーー て も 、 そ うじ ゃ な く て も 


じ よ う が 信 じまい が 、 こ れ は 事実 な の で す 。 
2. 酒 を 飲も うと 飲む まい と あな た の 上 月 由 で すけ ど 、 医 者 と し て 責任 は 
持て ませ ん 。 
台風 が 来 よ うと 来 ま いと 、 了 予定 ど お りり 発する 。 
(いっ し ょ に ) ラプ よう 
相手 、 ある い は 多く の 人 に 呼び か ける 時 に 使う 
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1. みな さん 、 地 居 の 彼 炎 地 に 数 援 物資 を 送 ろ う で は あり ませ ん が 。 
2 今日 は 大 い に 飲も うじ ゃ な いか が 。 
3、 行 か な いな ん て 言わ な いで 、 い っ し ょ に 行っ て みよ うじ ゃ な い 。 
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第 5 章 「 よ う 、ー う / よ う 、 まい 、 べ き 」 を 使っ た 言 


ーー よう と 思っ て も … で き な い 

1. 勉強 し て いな い の で 、 答 え を 書 こ うに も 下 け な い 。 

道路 に 人 が あふ れ て いて 、 前 へ 着 も うに も 進め な い 。 

ーー な ら そ うい うこ と も ある か も し れ な い が ) 一 で は な い の だ か ら 

- 人 旅 と いっ て も 言葉 が 話せ な いわ け で は ある まい し 、 そ ん な に 心 

配 す る こと は な い 。 
子供 じゃ ある まい し 、 ミ ッ キ ー マ ウ ス の 帆 子 を か ぶる の は は ず か し 
い 。 
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立場 の 人 に あっ て は な ら な い 一 立場 の 人 は し て は いけ な い 


1. 他人 の 文 潤 を 許 ん で 書く と は 、 プ ロ の 作家 に ある まじ きわ 放 だ 。 
2. 生徒 を 傷つけ る よう な こと を 言う と は 、 教 師 と し て ある まじ きこ と だ 。 
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EE 天 ※( ) は 正しい 方 を 選び な さい 。 (解答 は 別冊 4 ペー ジ ) 
④ どこ で お 硫 ご 飯 を (食べ よう が 食べ よう か ) と 、 み ん な で 放談 中 で す 。 
② 邊 分 の 稼い だ お 金 で 何 を (し よう と ノ し よう か ) 自由 だ 、 と は 言え な い 。 


⑧③ 彼女 に 本 当 の こと を 言 お うか 、 迷 っ て いる 。 

の ④ 狐 人 か ら 崎 路 を も ら う な ど 、 警 穴 宮 に 行為 だ 。 

③ 窒 題 を し まい と 自由 だ けれ ど 、 後 で 困る の は 本 人 だ 。 

⑯ 大 地震 で 両 村 が いな く な っ て 泣い て いた 子供 の 姿 は 、 忘 れ よ うに も 8 

の 後 か ら ク ラス に 入っ た 彼 は 、 み ん な に (遅れ る 逗 れ まい ) と し て 、 一 生 懸命 問 張 っ 


て いる 。 


、 そ ん な 水着 の よう な 服 で 学校 へ 米 な いで くだ きい 。 
た と え あ の 人 の 命 が あ と 半年 で (ある と あろ うと)、 あ の 人 と 結婚 し た い 。 


3⑩ まさ か 彼 が 失敗 する よう な こと は ある と 思っ て いた の だ が ……。 
3⑪ 両手 に 荷物 を 持っ て いる の で 、 健 を させ な い 。 
3 彼 に も 言い た いこ と が ある ん だ ろう か ら 、 と りあ え ず それ を 聞 e 


シオ / 


第 5 章 まとめ の 問題 関 識 縛 凍 叶 昌和 旧 


9 


(1) 基 検 を 上 分 に し て いれ ば 、 こ ん な 花 惨 な 事 夏 は 起こ ちな か っ た の で は か 
1. ある べき 2. ある まい 3. あろ う 4. ある まじ き 

(② 甘 な が ら の 町 普 み を ボ い て いる と 、 ま る で タイ ム ス リ ッ プ で も し た 気 が す る 。 
a 2. よう に 3. よう が 4. か の よう な 

(3) 中 も で き な い くら い の 満 條 電車 の 中 で は 、 落 と し た 急 符 を に も 拾え な い 。 
1、 拾う まい 2. 拾う よう 3. 拾 お う 4. 拾う べく 

(4 学生 に 、 明 日 は プリ ント を 持っ て に 伝え て くだ きい 。 
1. くる よう 2. くる べく 3. くる まい 4. こよ う 

(5) ボ ん 坊 を 是 に 導 か せ た ま ま 、 バ パチン コ に 夢中 に な っ て いる と は 、 且 親 に 姿 だ 。 
1. ある べく 2. ある べから ず 3. ある まじ き 4. ある まい し 

(@) 受 除 し た 大 学 が すべ て 不 合格 だ っ た 彼 婦 は 、 な ぐさ きめ ほど 落ち 込ん で いる 。 
1. べき で は な い 2. べ き 3. な いか の よう な 4. よう が な い 


(⑦ 侯 の 人 生 な の だ か ら 、 会 社 を や め よ う が が 侯 の 峰 巴 
1. や めまい 2、 や め よ う 3. や め る べき 4、 や め る べから ざる 
(8) プレ ゼン ト を も ら う の は 、 た と え 忠 身 が 何で うれ し いも の だ 。 
1 ある まい と 2. ある べき 3. あろ うと 4. あろ うに も 
(@) 多 親 、 誠 9 を 持っ て 自分 の 生き 方 を 子ども に 見 せる べき だ 。 
1. で は ある まい し 2. た る 者 3. ご と き 4. よう な 
(10) お 相撲 さん 、 こ ん な に た くさ ん と て も 食べ られ ませ ん 。 
1. じゃ ある まじ き 2. で ある べく 3. か の よう に 4. じゃ ある まい し 
(11) みな さま ご 沙 知 の 、 わ が 社 は ここ 3 年 間 、 岩 調 に 績 を 仲 ば し て お り ま す 
1. ご と く 2. ご と き 3. よう な 4. か の よう に 
(⑫ 別れ の 日 、 彼 は 涙 を こぼす と し て 、 上 を 向い て いた 。 
1. べく 2. まい 3. よう 4、 べ き 
(3 [工事 中 に つき 、 入 る 」 っ て 青い て あり ます よ 。 
1. まい 2. ま じき 3. べから ぎる 4. べから ず 
(14) 会 社 の 経営 を 立て 直す 、 提 横 を 縮小 し リス トラ を 突 施 する こと に し た 。 
1. べく 2. こと く 3. まい と 4. よう と 
(15) この 会 社 に 就職 し よう 、 す る まい 迷っ て いる 。 
1. と ・ と 2. か ・ か 3. が ・ が 4. に ・ に 
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| て か ら 言 うと 、 こ か らし て 、~ こ て か ら で な いと 、 
時 47 肖 ご に し て は 、 わり に な ど 


IIUIIIIUIIUIIIUIIIUUIHIIUIIIUIIIIUIIIIUIIHIIIIUIIIIIIIIIIUIIUIIUIUIUIHIHIIIIU 


| 1. 今 の 会 社 の 経営 状態 か ら 言う と 、 い つ 倒産 し て も お か し く な い 。 
2. 現代 社会 の 状 況 か ら 言 えば 、 少子 化 は ます ます 進む だ ろう 。 
3. けが の 状態 か ら 言っ て 、 彼 が 明日 の 試合 に 出る の は 無理 で し ょ う 。 


志望 大 学 の 合格 は まち が いな い だ ろ う 。 
も うし いい 析 環 な が 、 米 を 作る 農家 か ら す れ ば 必要 な も の だ 。 


; 宿題 を 出す けれ ど 、 学 生 に し た ら 大 変 な ん で す 。 
| 2. 励ま し の 言葉 も 、 言 われ る 本 人 に すれ ば 負担 に な る こと も ある 。 


・ きす が に 一 流 レ スト ラン だ 。 し て 高級 品 が そろ えて ある 。 
2. 彼女 は 元 ト ッ プ モデ ル だ っ た だ け あ っ て 、 歩 き 方 か らし て 美しい 。 
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・ どの 大 学 を 受け る か は 、 両 親 と 相談 し て か ら で な いと 決め られ な い 。 
| 2. 仕事 を 依頼 され た が 、 詳し い 話 を 閉 い て か ら で な いと 返事 で き な い 。 


. この 辺り は 、 都 心 に し て は 静か だ 。 
| 2. よく 遅刻 する 彼 に し て は 、 今 日 は ずい ぶん 早く 来 て いる 。 
.・ イギリス に 留学 し て いた に し て は 、 彼 の 英語 は あま り 上 手 で は な い 。 
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1. あの レス トラ ン は 安い わり に 
2 . 彼女 は よく 食べ る わり に は 、 や せ て いる 。 
3. 彼 は お 金持ち の わり に は 、 質 素 な 生活 を し て いる 。 
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第 5 章 接続 の 言葉 一 その 1 


練習 問題 で 0 科 ま き は 1 (解答 は 別冊 4 ページ ) 


に し て は 
員 小 きい 子供 の いる 家庭 は 楽し そう で す 。 で も お 母さん 大 変 で し ょ う ね 。 
に し た ら 
E に し て は _ 
②③ 彼 は 新入 社員 * 仕事 が で きる 。 
か ら 見 て 
し て か ら で な いと 
よく 検討 結論 は 出せ な いと 思い ます 。 
する に し た ら 
と に し て は 
④③ 彼女 は 60 歳 と いう 年 齢 の | 若 々 し い 。 
わり に は 
回 hk か らし て 
③ 最近 の 若者 は 礼儀 と いう も の を 知ら な いよ うだ 。 あ いき つ 
か ら す る と 
きち ん と で き な い 。 
rr 。 {から すれ ば 
⑯ 事件 現場 の 状況 犯人 は 窓 か ら 逃 げ ば た こと に な る が ……。 
に すれ ば 
り に 
⑦ 彼 の 現在 の 収入 1000 方 円 の 借金 を 返す の は 無理 だ 。 
か ら 言 うと 


⑱「 私 の 病気 は 何 な の で し ょ うか 。] 
見 て か ら で な いと 


「 そ れ は 、 検 査 結果 を | Ne は っ きり し た こと は わか り ま せん 。]」 
兄 て か ら さ うと 


ら か らし て 
あめ あん な か っ こ 悪 い 才 で も 、 私 最愛 の 大 な ん で す 。 
に すれ ば 
上 か ら 見 て 
WRF | Ab た ぶん 旅行 は 楽し か っ た ん だ ろう 。 
こ に したら 
か らし て 
針 第 女 は 個性 的 だ 。 着 て いる も の | は ふつ う の 人 と は ちょ っ と 培う 。 
こし て 
に し て は 
9 この 作文 、 子 供 が 書い た | 夢 が な いで すね 。 
に し た ら 
か らし て 
人 10 万 円 ぐら いす ぐ 払 える で し ょ うと 言わ も れ た けれ ど 、 貧 し い 私 に し た ら 大 金 で す 。 
ー er: 
に し た っ て 
⑬ 彼 女 は 女性 | 背 が 高い 。 
に し て は 
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1 ~ー と し た ら 、~ と し て も 、~ に し て も 、 
第 に | ー に し ろ 、 ーー に せよ 、 ー で あれ な ど 


HIT IIIT UE III EOL TNL 


1s っ た と し た ら 、 あ な た は ど 

| 2. この 絵 が 本 物 だ と し た ら 、 2000 万 貼 は する そう だ 。 
3. 学費 は 120 カ 円 で ちい で す が 、 30 多 の 減免 が ある と すれ ば 、 90 万 目 
約 に な り ま すね 。 


191 


* で と し て も | と 仮定 し て も 。 も し ~ て も 

192 |* で と し た つて | 」、 これ か ら 毎 昌 10 時 問 勉強 し た と し て も 、 東 大 合 描 は 翼 理 だ ろう 

細 に 2. 今 は 仕事 が 楽し い の で 、 結 婚 す る と し て も か な り 先 に な る だ ろう 。 
「『 い っ し ょ に 海外 旅行 に で も 行か な い ? 

今 と て も 忙し いか ら 、 行 ける と し た っ て 3 、4 1 だ よ 。」 


ゃ ご に し て も | 一 の 立場 場合 で も 

193 * ご に し た っ て 1 学生 の 日 本 店 が 赴 す る こと は 、 教 飾 に し て も うれ し いこ と だ 。 

2. この 部 屋 は 夜 う る さく て 自ら れ な い 。 引っ 越す に し て も 、 今 お 金 が 
0 困っ て いる 

3、「 こ の 会 社 、 給 科 が 上 が ら な いな あ 。| 

「 ほ か の 会 社 に し た っ て で きっ と 同じ だ よ 。] 


の 立場 場合 で も (期待 を し て も し か た が な い ) 


、 選手 に けが 人 が 続出 し て チー ム は な か な か 勝て な い 
に し た と ころ で 、 勝 つた め の 秘 策 が ある わけ で は な い 。 

受験 の た め の 勉 強 な ん て 、 救 師 に し た と ころ で 、 別 に や り た いわ け 
で は な い 。 

て で も (どの 場合 も …) 

どの 大 学 を 受け る に し る ろ 、 貞 校 の 卒業 誠 天 は 必 妥 

2. 何 を 専攻 する に せよ 、 5 ちがい い 。 

談 に せよ 、 人 を 傷つけ る よう な こと を 言う も の で は な い 。 
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195 


。 試験 を 受け る に し ろ 受 け な い に し ろ 、 疾 午 だ け は も ら っ て お こう 。 

。 サッ カー に し ろ 、 パ バスケットボール に し る ろ 、1| 本 は まだ 世界 の トッ 
プレ ベル に 達し て いな い > 

3。 ゴミ 開 題 に せよ 、 排 ガス 問題 に せよ 、 文 叩 社 会 か ら は 切り 離せ な い 。 
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Es 
197 ト 


、 た と え 人 隆 が 子供 で あれ 、 き ちん と 説明 する べき だ 。 
. いか に 困難 で あれ 、 日 的 を 達成 する まで は 挑戦 を 続け る 。 
ー で ある 場合 も … で ある 場合 も 


4 、 料 理 は で きる よう に し て お いた 方 が いい 。 
2. な の の だ か ら 、 好 き で あれ 嫌い で あれ し な けれ ば な ら な い 。 


| 語 王 正しい 方 を 選び な さい 。 (解答 は 別 氏 4 ページ) 


や [私 の 勤め て いる 会 社 は 中 小 企業 な の で 、 い つ 例 産 す る か と 心配 で す よ 。] 


に し た と ころ で 
「 そ れ は 、 大 企業 同じ で す よ 。! 
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と し た ら 
に に し た と ころ で 
②③ 1 時 間 で 3 個 作れ る 8 時 間 で 24 個 作れ る わけ で すね 。 
と し た ら 
e 6 と し た ら 
③ 国費 錯 学 生 と し て 羨 学 金 が も ら え る “Le 海外 留学 に は お 人 金 が か か る 。 


光 A: 今 日 は 遅く まで 働い た か ら 、 食 事 が 出る で し ょ うか 。 
で あれ 
B: そう で すね 。 出 る ラー メン ぐら いで し ょ う 。 
と し た っ て 
沿 期 11 の パー ティ ー は どう し ます か 。 出席 する に し ろ 、 し な い に し ろ 、 
eit り ま せん ね 。 
行き た く あ り ま せん ね 。 


a に せよ 
AM a 部 下 の ミ ス に 対し て は 門 作 が ある 。 
Ws し 


_ に すれ ば 
の 1 カ月 に 5 万 円 ずつ 貯金 し た | 1 年 で 60 万 円 で すね 。 学費 に は ちょ っ と 上 足 
と し て も 
り ま せん 。 
で あれ 3 
③, 彼 は 、 机 手 が だ れ 誠意 を 持っ て 接する 人 だ 。 
に じ た と ころ で 


2 ~ か ら に は 、 一 以上 、~ と も な る と 、~ に ひ 
きか え 、~ も さる こと な が ら 、 な くし て 


TT TA TT TOT TT OUTTA OOO 


る 
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引き 受け た か ら は 、 Ra 
3. 医者 が あん な に 勧め る か ら に は 、 きっ と よく 効く 薬 な ん だ ろう 。 
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も う 遅刻 は し な いと BY 
。 試合 出る と 決め た 上 上 は 、 全 力 を 尽く す つ も り だ 。 

4。 ガン で あと 下 年 し か 生き られ な い 、 と 議 財 され た 。 こ うな っ た 上 は 
心 を 決め て 、 あ と 年 を 精 本 生き る し か な い 。 


ー と いう 特定 の 状況 に な る と 
ト 級 と も な る と 、 ず いぶ ん 難し い 洪 字 を 習う ん で すね 。 
ーー ラー ts 
2. CD を 何 百 枚 売る 験 手 も も な る と 、 綱 め る 税金 も 大変 な 衝 だ 。 
3. OE シー ズン と も な れ ば ぼ 視 光 客 で い 
っ ぱい に な り 、 と て も に ぎ や か に な り ま す 。 


て と は 対照 的 に 


. 勉 張 家 の 兄 に ひき か え 、 弟 の 私 は 本 も 読ま ず に 外 で 遊ん で ば か り い 
まし た 。 

、 駅 の 南側 は 商店 街 が 続き 、 に ぎ や か な の に ひき が え 、 北 側 は 店 が 一 
軒 も な く ひ っ そり と し て いる 。 

、 と な り の ご 主人 は どん どん 近世 す る 。 そ れ に ひき か え 、 私 の 大 は 

いつ まで た っ て ゃ 平 を 
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、 こ の アニ メ は 、 映 像 の 甘 し きも さる こと な が ら 、 ス トー リー も な か 
な か 感動 的 だ 。 

2。 彼 が 記録 を 達成 で きた の は 、 本 人 の 即 力 も さる こと な が ら 、 周 卵 の 
人 た ちの 協力 に よる と ころ が 大 きい 。 
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吸 器 の 助け な くし て は 一 日 も 生き られ 郊 い 体 だ 。 
、 みな さん の 応援 な くし て 、 優 勝 は な か っ た と 確信 いた し ます 


4. それ は 、 決 な くし て は 兄 ら れ な い 感 和 的 な 映画 だ っ た 。 


店 に 王 箇 :: ab は 正しい も の を 選び な さい 。 (解答 は 別 穫 4 ページ) 


a 私 の 貯金 も ほとん ど な く な っ て し まう 。 
b いい も の を 買い た い = 
② 苦し い 練 習 試合 に 勝つ こと は で き な い の だ 。 


向い お 金 を 出し て 買う 以上 、 | 


この 車 は 、 デ ザイ ン 、 柏 能 も 折 故 だ 。 

④ 結婚 生活 30 年 の 天 婦 、 だ まっ て いて も 柚子 の 必 え て いる こと が わか る ら 
し い 。 

: 今回 の マラ ソン 大 会 は 、 女子 が 頑張 っ た の 、 男子 は さん ざん な 戒 績 だ っ た 

a 私 は 相当 驚い た 。 

b 彼女 は 相当 ひど いこ と を 台 っ た ん だ ろう 。 


Ss 


:⑯ あの 優し い 彼 が 般 る か ら に は 、 | 


の 和服 次 は あま り 見 な く な っ た が 、 成 人 式 と も な る と 、 
a や は り 女 性 の 和服 姿 は いい も の だ 。 
【 和 「 服 姿 の 女性 で いっ ぱい に な る 。 
⑧ 21 世紀 は 、 環 境 問題 も きる こと な が ら 、 
。 民 府 や 宗教 の 対立 も 深刻 化 する だ 
【 その な か で も ゴミ 問題 が 深刻 化す る だ ろう 。 
"a 人 生 の 喜び を 知る こと は で き な い 。 
め 悲 し みな くし て 
lp 人 生 は 喜び に 満ち て いた 。 


I 


a 以上 、 
⑩ 選挙 の と き 、 清 費 税 の 値上げ は し な いと 約束 し た 1b の に ひき か え 、 
c の も さる こと な が ら 、 


値上げ する わけ に は いか な い 。 


a の に ひき か ぇ 
違 柚 屋 が 毎 1 元気 に 外出 する 1 bp の も さる こと な が ら 視 父 は 家 に 引き こも っ て いる 。 
c と も な る と 
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髄 の 肘 


.27 「 限 り 」 の つく 言葉 


TT TITTIES OTT IIIIIIIIE TOTTI HI TH TTT III II 


、 半額 サー ビス は 、 今 週 限り で 終わ ら せ て で い 
。 家 寿 の 事情 で 、 今 月 限り で 帰 回 する こと に 
て を 最後 に し て 
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1. 本 日 を 限り に 吉洋 する こと に な り ま し た 。 
2 . 今年 度 を 限り に 、 当 工場 は 閉 希 する こと に な り ま し た 。 
cf 声 を 限り に (出せ る 限界 まで 声 を 出し て ) 

・ 析 回 の チー ム を 声 を 限り に 応援 し た 。 
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207 1 に いる 限り 安全 だ 。 

2. そん を 不 愉 央 な 生活 を し て いる 眼 り 、 体 は よく な ら な いよ 。 

3. その 町 は 治安 が 悪い と 言わ れ て いる が 、 夜 一 人 で 歩か な い 限 り 大 丈 
大 だ そう だ 。 

南 が 降ら な い 限 り 、 水 不 地 は 多 消さ れ な い 。 


、 私 の 知る 限り で は 、 彼 は まじ め な 青年 だ 。 
。 グラ フ で 兄 る 限り で は 、 わ が 社 の 売上 げ は 伸び て いる 。 
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209 に 限っ て 、 カ ン ニ ング な どす る は ず は な い 。 

。 わが 社 の 製品 に 限っ て 、 そ ん な に 簡単 に 壊れ る こと は な いと 思い ま 
す 。 

に 合わ せる よう に … ( 不 部 合 な こと が 起き る ) 

1 . 習 守 の と き に 限っ て 、 荷 物 が 届く 。 

・ 急い で いる と き に 限っ て 、 タ クシ ー が つか ま ら な い 。 
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・ 成 納 優 秀 者 に 限り 学費 が 免除 きれ ます 。 
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第 6 章 接続 の 言葉 一 その 1 


こけ で な く 


最近 は 、 コ ン ビ 
で いる 。 


2 . 授業 持 間 に 限ら ず 、 い つ で も 質問 に 来 て くだ さい 。 


練習 問題 T0200 (解答 は 別冊 4 ペー ジ ) 


限り 
① 酒 を や め な い | 病気 は よく な ら な い 。 
限り で は 


12 ニ に 限ら ず レ スト ラン で も 、2 時 間 営 業 の 店 が 増え 


限り で 
限り に 
を 限り に 
に 限っ て 


② 今 月 を 


彼女 は 芸能 界 を 引 師 する そう だ 。 


な ど し な いと 信じ て いる 。 


5 し て いる 限り i 
第 日 ゲー ムセン ター 周 い を お 金 は すぐ な く な っ ちゃ う よ 。 
し な い 限 り 


人 S 


に 限っ 


1 < 限り で 

⑤ 仕 送り も 今回 | 終わ り だ と 父 に 言わ れ て し まっ た 。 

; に 限ら ず > 。 

光 ) 最近 は 、 AT ご 了 供 に も スト レス が 増え て いる と いう こと だ 。 
『ー 人 


UG に 限り 。 いし: 
誠 し た と き 人 人身 事 束 や 莉 際 で 電車 が 遅れ る 
に 限っ て で 


限り で egos ks 
8 いろ いろ 事情 が ある よう で すか ら 、 今 | 学 旨 章 入 の 人 期 を 認め ます 。 
や め な い 5 
DR 限り 、 こ の 会 社 の 経営 は 変わ ら な い だ ろ う 。 
や め る 
_ に 限っ て 3 Ei 
⑩ 良心 的 な あの 店 。 こん な 財 い 品物 は 売ら な い は ず な ん だ が 。 
に 限ら ず 


ブ プレゼ ント を 荒し 上 げ ま す 。 


いう に 限ら ず 
W 夫 Ou に あたり 、 OE の 

限り で は 

せ の 和 を は | 


この 違 跡 は 3000 年 前 の も の と 思わ れる 。 
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第 6 章 


(1 彼 が そこ まで は っ きり 言う 
1、 か ら 言 えば 2. か ら 見 て 
(⑫) 後 は 、 日 本 に 来 て まだ 半年 


問題 


、 よ ほど 自信 が ある の だ ろう 。 


3. か らし て 4. か ら に は 


日 本 の 生活 に と け こ ん で いる 。 


1. と いっ て も 2. と いう と 3. に し て は 4. に すれ ば 
(3) 彼 の 現在 の 健康 状態 長期 の 旅行 は 無理 だ ろう 。 

1. と し た ら 2. か ら 言 っ て 3. に し て は 4. も きる こと な が ら 
(④ 絹 詞 は 苦 地 で す 。 あ の に お い どう も ね え 。 

1、 か ら は 2、 と いう と 3. か らし て 4. に し た ら 
(5⑧ そん な 大 金銀 行 強 災 で も 限り 払え ませ ん よ 。 

1. する 2. すれ ば 3. し な い 4. し よう 
(6) 狼 を 遠い 外国 へ 留学 きせ る の は 、 親 本 当 に 心配 な こと だ ろう 。 

1. に し た ら 2. に し て は 3. な くし て 4. に ひき か え 
(の 新曲 は 、 発 売 初日 の 売れ 行き 大 ヒッ ト ま ちがい な し だ ろう 。 

1. と し た ら 2. と いう と 3. か ら に は 4. か ら 見 て 
MP 。 


・ 全面 的 に は まかせ られ な い 
私 に と っ て うれ し いこ と だ 


(9) 「 彼 は また 歩け る よう に な る で し ょ うか 。」 
「 そ う で すね 、 し ば らく 様子 を 見 て か ら で な いと 、 結 論 


2. 全 画 的 に まかせ る べき だ 
4. 私 に と っ て 困る こと に な る 


| 


1. を 出し まし ょ う 2. が 出せ ます 3. は 出せ ませ ん 4. が 出る で し ょ う 
(10) 毎日 は 無理 1 週間 に 1 向 で らい は 深 話 を し て ほし い 。 
1. に と っ て 2. に し ろ 3. に し て 4. に し た ら 
(11⑪ 年 を と る と 骨 が 装 く な る と 言わ れ て いる が 、 最 近 は 老人 子供 も 骨 が 明 く 
な っ て いる らし い 。 
1. に 限っ て 2. に 限ら ず 3. を 限り に 4. に 限り 
(12) 也 い 切っ て 田舎 に 絢 っ 越す こと に し た 。 子供 その 方 が いい だ ろう 。 
1. に し た っ て 2. に し て は 3. の わり に 4. か ら に は 
(13) A チー ム が 勝ち 続け て いる の B チー ム は 全く 元気 が な い 。 
1. に ひき か え 2. に し て も 3. に し た っ て 4. も さる こと な が ら 
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第 6 章 接続 の 言葉 一 その 1 


(⑳) プラ ンド 品 、 中 古 品 で も 高い ん で すね 。 
1. に せよ 2. に すれ ば 3. と いっ て も 4.、 と も な る と 
(5) 買 買 、 値 段 は 調べ て お こう 。 
1. お うと 、 お うと 2. お うか 、 う まい か 
3. う で あれ 、 わ な いで あれ 4. うに せよ 、 わ な い に せ よ 
(6) この 小説 は スト ー リ ー の お も し ろ き も きる こと な が ら 、 6 
1 . 長 すぎ て 途中 で あき て し まう 2. 主人公 に も あま り 区 力 が な い 
3 海外 で も 大 評判 だ と いう こと だ 4. 主人 人 の キャ ラク ター が 見 力 航 だ 
(⑰) どん な 日 的 、 そ れ に 向かっ て 燈 力 し て いる 時 が 一 番 楽 し い 。 
1. に 限ら ず 2. と も な る と 3. と し た っ て 4. で あれ 
(18) 私 が 見 た 、 彼 の けが は それ ほど ひど く あ り ま せん 。 
1、 限 っ て は 2. に 限ら ず 3. 限り で は 4. 限り に 
(19) この 子 は 病院 が 休み の 日 震 を 出す ん だ か ら …c 
1. に 限っ て 。。 2. 限り で は 。 3. を 限り に 4. 限り で 
(20) 今 、 と て も 忙し いん で す よ 。 休 み が と れる 、 せ い ぜ い 2 、3 日 で すね 。 
1.、 か ら 言 えば 2. に し て は 3. と し て も 4. に すれ ば 
@1) 分 回 の チ テスト は 、 問 題 が 難し か っ た みな きん よく で き で いま し た よ 。 
1. と し て も 2. に し た ら 3. わり に は 4. か ら に は 
(22) この 不況 か ら 、 い つ に な っ た ら 抜 け 出せ る の だ ろう か 。 総理 大 経済 の 


こと は 専門 外 だ と いう こと だ し ……。 
1、 に し て は 。 2. と し た ら 3. に し た と ころ で 4. と も な れ ば 
(23) いか に お 金 が あろ うと 、 有 ぜ て る 者 の 愛情 丁 供 は 放せ に な る こと が で き な 
い 。 
1. の わり に 。 2. な くし て 3. に ひき か え 4. と し て も 
(24) 彼 に 限っ て 。 親友 の 私 が 保証 し ます 。 
1. お 人 金 を 次 ん だ りす る で し ょ う 2. お 企 を 盗む か も し れ ま せん 
3. お金 を 盗ん だ りす る は ず が あり ませ ん 4. お 金 を 次 まな いか も し れ ま せん 
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基本 文法 や る 、 あ げ る 、 も ら う 、 く れる 


正しい も の を 選ん で くだ さい 。 一 つ だ け と は 限り ませ ん 。 
1. 川田 きん 、 旅 行 の パン フレ ッ ト が な いん で すか 。 じ ゃ あ 、 中 山 さ ん が 持っ て いま 
a 見 せ て あげ て くだ きい 。 


すか ら 、 
b 見 せ で も ら っ て くだ きい 。 


a 見 せ て あげ て くだ きい 。 
申 山 き ん 、 川 皿 き ん に 旅行 の パン フレ ッ ト を 5 

b 見 せ で も ら っ て くだ きい 。 
a くれ ます よ 。 
b も らい ます よ 。 


を 買う と 、 ショ ッ セッ バッ ク を ] 


a 届け て あげ る 
3. この スー パー の 会 員 に な る と 、 買 っ た 物 を 家 ま で 1b 届け て くれ る そう で す よ 。 
c 届け て も ら え る 


、 中田 き ん 、 実 は ちょ っ と お 願い が ある ん で すけ ど …… うち の 息子 に 数 学 を 
a 教え て や っ て いた だ け な い で し ょ うか 。 
b 教え て いた だ いて も ら え な いで し ょ うか 。 
c 教え て あげ て いた だ か な いで し ょ うか 。 


fa も ら っ て くれ る 
b あげ て も ら う 人 が いな く て で 、 化 を 枯らし て し まい まし た 。 
c や っ て くれ る 


5. 旅行 中 、 人 花 に 水 を 


、 鈴木: カタ ログ を 見 な いと 、 何 を 注文 すれ ば いい の か 、 わ か り ま せん ね 。 
a も ら っ て き て くれ ます よ 。 
山中 : じゃ 、 僕 が b も ら っ て き て あげ ば ます よ 。 あそこ に 置い て あり まし た か ら 。 
c あげ て で て き て くれ ます よ 。 
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上 、 上 で 、… た 未 、 あ げ く 、 


前 ご と いう と 、ー と いえ ば 、 と いつ っ たら 


TIT TTS TT IIT TTT SETI TUE STE TT TOT IIT TT TT 


1. お 世話 に な っ た 上 、 駅 まで 送っ て いた だ いて 、 中 し 訳 あ り ま せん 
2. この 製品 は 、 値 段 が 安い 上 に 品質 も いい の で 、 消 費 者 に 


3 、 今 日 は 車 で 出かけ た ん で す が 、 道 が 込ん で いた 上 に 止め る 所 も な く 
て で て 大変 で し た 。 


。 隆 続 き の 如 類 は 、 必 要 事 項 を ご 記入 の 上 、 ご 返送 くだ さい 。 
2. その 作 に つき まし て は 、 上 司 と 相談 し た 上 で お 逝 事 いた し ます 。 
・ みん な で 分 話し 合っ た 上 の 結論 な の だ か ら 、 全 員 従 っ て ほし い 。 


に 関連 て 
1. ここ は 交通 は 便利 で は な い が 、 店 が 多い の で 人 生活 する 上 で 特に 困る 
こと は な い 。 

* の 上 で の 付き 合い だ け な の で 、 個 人 的 な こと は 知ら な い 。 
害 胡 は 、 新 商品 を 開発 する 上 で た い へ ん 役立つ 。 

cf 法律 上 は 無罪 に な っ て も 、 追 状 的 な 資 任 は 残る 。 


た 。 
. あの 国 は 、 本 国 と の 長い 戦い の 末 に 、 と うと う 独 立 を 勝ち 取っ た 。 
3. 一 人 は 大 恋愛 の 末 、 結 婚 し た 。 


ずっ と いろ いろ 大 変 な こと を し て き て 、 最 後に … 


殺 も 買わ ず に 店 を 出 て き で し まっ た 。 
結局 、 最 初 に 日 に つい た 物 を 層 ん だ 。 
2 、 親 に 心配 を か けた あげ く 、 家 出 を する と は 何と いう 填 不 学 だ 。 
3. ペッ トシ ョ ッ プ で 買っ た ワニ が 大 きく な りす ぎ 、 処 紅 に 困っ た あげ 
く 、 公 園 の 季 に 捨て た らし い 。 


相手 の 言葉 を 問い 返す 時 に 使う 
-「 和 勉強 と いう の は 、 学 間 だ け じ ゃ な いと 
「 と いう と 、 大 体 的 に は どん な こと で すみか 。] 


第 7 重 接続 の 言葉 一 その ? 


最近 いろ いろ な 問題 が あっ て 困っ て いる ん で す 。1 

「 韻 題 と いう と 、 どん な こと で すか 。] 

「 東 京 の 近く で 、 どこ か いい 温泉 は あり ませ ん か っ ! 

「 東 京 の 近 近く の 温 入 と いう と 、 箱 根 か | 光 で し ょ うか 。] 


相手 計 葉 か ら 連 坦 し た 別 の 話題 を 出す 時 に 使う 


[暑く な る と ビー ル が 飲み た く な り ます ね 。] 

「 ビ ー ル と いえ ば 、 最近 また 新 製品 が 発売 され ま し た ね 。」 
.「 き っ き 、 駅 で 山田 きん に 会 いま し た よ ょ 。」 

[I 軸 きん と いえ ば 、 最近 結婚 し た そう で すね 。」 

_「 田 中 きん 、 北 海道 の 出身 だ っ て っ て いま し た 。] 

「 北 海道 と いえ ば ぼ 、 今 ご ろ は カニ が お いし いで し ょ うれ ね 。] 
906 [と いっ た ら な い ] 参照 
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ー の 程度 の 大 き さ は 

1. 償 の 線 史 の すご まとい っ た ら 、 と て も * できない ほど で す 。 
= 

2. 初め て 害 を を 見 た 時 の 感激 と いっ た ら 、 も う 言 葉 で は 言い 表せ な い は ほ 

ど で し た 。 

3。 援 業 中 の 彼 の 怒 度 と そい つた ら 、 本 当 に ひど いも の で す 。 
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練習 問題 


※ab は 正しい 方 を 選び な さい 。 (解答 は 別冊 5 ペー ジ ) 


Q① コロ ンプ ス は 長く 皆 し い 航海 の 
③ 最近 の 若者 の 敬語 
④ この アル バイ ト は 、 将 料 が 安い 


私 た ち 夫 名 は 、 私 生活 だ け で な く 仕 事 の 
[私 は 員 和 30 年 の 生ま れ な ん で す <] 「 昭 和 30 年 


に 、 西 イン ド 諸 島 に た どり 着い た 。 

、 本 当 に めちゃ くち ゃ で あき れ て し まい ます 。 
仕事 も 大 変 な の で 、 早 く や め た い ゆい < 

も 良き パー トナ ー で す 。 
、 1953 年 で すね 。」 


了 約 時 間 を ご 確認 の 


⑦ お 金 を 貸し て くれ と 
® [ 同 窟 会 に は 山中 先生 も いら っ し ゃ る そう で す 。] 


「 山 中 先生 
⑮「 今 度 の 講演 会 


[今度 の 講演 会 と いう と 、 | 


、 ご 米 店 くだ 


所 達 に 頼ま れ 、 き ん ぎん 人 悦 ん だ 新 り の 手紙 を 娠 いた 。 


この 問 本 を 出 き れ た そう で すね 。] 


いら っ し ゃ いま すか 。] 


。 15 軸 の 山 印 先生 の お 話 の こと で すか 。] 
b 15 日 に も お も し ろ そ うな 講演 会 が あり ます よ 。] 


⑯ 交渉 を うま く 進 め る 上 で 、 


お N 敬 芋 の 勉強 を し まし た 。 
b や は り 敬 語 は 大 切 で す 。 
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の 。 


~ か ら と いっ て 、~ と いっ て も 、~ と は い 


IIURMTIITIIIIIIITIIHIIEIIHBIUEHIMMIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIBIIIIIIIIWHIIBI 
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1. きら い だ が か ら と いっ て 野 共 を 食べ な い の は 、 体 に 良く な い 。 

2. お 金持ち だ がら と いっ て 、 圭 せ と は 限ら な い 。 

き . 日本 に 住ん を で いる か ら と いっ て 、 日 本 語 が 上 子 に 話せ る わけ で は な 
い 。 
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言っ た けれ ども … (の 実情 は 想像 され る ほど の も の で は な い ) 
て E に た と いっ て も 、 わ ず か 1000 由 で す 。 

私 は 登山 が 好き で す 。 中 と いつ て も 低い 山 に し か 登り ませ ん が 。 
彼 は 、 会 と いっ て も 名 ば か り で 、 経 営 に は 全く 関係 し て いま せん 。 


w mw — 
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で は ある けれ ども 


運転 発 許 を 持っ て いる と は いえ 、 企 私 運 杖 し て いな い , 
2. 磨 の 上 で は 秋 と は いえ 、 まだ まだ 同 い 日 が 続い て いま す 。 
3. 不況 と は いえ 、 わ が 社 は わずか な が ら も 利益 を あげ て いる 。 
>| で あっ て も それ ほど の で あっ て も 


1 教師 と いえ ども 、 や は り 人 回 。 間違う こと だ 。 
2.。 今 の 時 代 、 大 企業 と いえ ども 倒産 の 可能 人 性 が な いわ け で は な い 。 

3、 た と え 大 統領 と いえ ども 、 国 の 法 往 を 勝 導 に 変え る こと は で き な い 。 
ー (で ある) の に 


1. 彼 は 本 当 の こと を 知っ て いな が ら 、 私 に は 何 も 話し て くれ な か っ た 。 

2. 近く まで 行っ て いな が ら 、 革 天候 の た め 教 還 で き な か っ た 。 

3. すばらし いす 能 を 持っ て いな が ら 、 発 探す る チャ ンス に 邊 まれ な い 
人 も いる 。 
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ー け れ ど も 
1. 彼 は 高齢 な が ら 、 社 会 の 第 … 線 で 活躍 し て いる 。 
2 小さ いな が ら も 一 声 建 て の 家 が 買え て 、 こ ん な うれ し いこ と は な い 。 
3. 周り の 人 た ちか ら 及 対 さ れ な が ら も 、 彼 は 初志 を 貫い た 。 

[ 残 訪 な が ら 、 今 回 は 受賞 に 値する 作品 は あり ませ ん で し た 。 
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第 7 草 接続 の 言葉 その 2 
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229 
上 | 2 先生 に 隆 紙 を 書か な く て は と 思い つつ も 、 信 し く て な か な か 書け な 


い 。 
| 3. 食事 の 後 信 付 け を し な けれ ば と 思い つつ も 、 疲 れ て し まっ て 体 が 動 
か な い 。 


練習 問題 (解答 は 別冊 5 ペー ジ ) 


員 係 の 豆 ぶ 上 前 を 思い 淳 か べ 、 放 生日 の プレ ゼン ト を 選ん だ 。 

る ② 実力 世界 一 と 言わ れ た A 選考 や は り 年 に は 腔 て な か っ た 。 

マン ショ ン に 引っ 越し まし た 。 マ ンション 狭く て アパ ー ト と 言っ た 方 が 
ぴっ た りな ん で すけ ど 。 

ゆこ ん な こと は さ う べき で は な いと 思い 、 つ い 言 わ ず に は いら れ な く な る 。 


ー ナ ス が 川 まし た 。 で も 、 出 た た っ た 10 万 円 な ん で すけ ど 。 

⑥ 資格 を 取っ た 、 い い 仕 事 を 見 つけ る の は や は り 雌 し い 

の 彼 は お 金 を 有り 余る ほど 持っ て い 、 視 会 の た め に それ を 使 お うと し な い 。 
め 忙 しい ちゃ ん と 食事 を 取ら な い の は 、 体 に 悪い 。 

⑨⑲ あの 子 は 、 子供 し っ か り と し た 意見 を 持っ て いま す 。 

0 絶対 骸 権力 を 持つ 復 上 長者 、 何 か 尉 点 は ある は ず だ 。 

中 受験 生 だ 毎 是 勉 強 ば か り し て いる の は 、 問 題 だ 


「- と は いえ 」 と 「ー と いえ ども 』 
・ ( 彼 は ) 大 統領 と は いえ 、 実 権 は 操 っ て いな い 。 
| ・ た と を 大 統領 と いえ ども 、 一 人 で 財 を 動か すこ と は で き な い 。 
・( 彼 は ) 蔽 重 犯 と は いえ 、 心 の 旗 か ら の 朱 人 で は な い 。 
| ・ ど ん な 陸 悪 礼 と いえ ども 、 炉 判 を 受け る 権利 が ある 。 
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ー を 問わ ず 、 て に か か わら ず 、 こ に も か か わら ず 、 
と 思い き や 、~ た が 最後 、~ た まり 、 ~ に つき 


IGT TT CLO TC TT COT TTIITTTTITTLTTIITTTITTTTG TITIAN 


て を 問題 に し な いで  ~ は 関係 な く 
1. わっ て いる 。 
2 ト は 、 ywp れ で も 応 墓 で きる 。 


230 


還る 


231 
若 で も 社宅 に 入る こと が で きる 。 
上 隆子 に は か か わり な く 、 コ ン テ スト 参加 者 全員 に 参加 賞 が 贈ら 
れ ま す 。 


. 大雨 に も かかわ ら ず 、 パ バー ゲン 会 場 は 大 変 な 泥 弘 だ 

2 法律 で 禁止 され て いる に も か か わら ず 、 林 成年 者 の 前 幸 は 増え る ば 
か り だ 。 

今日 は 休日 に も か か わら ず 、 市 勤 せ ざる を えな く な っ た 。 

た と ころ 意外 に 

合 は A ナー ム の 案 勝 か と 思い き や 、 最 後に B ナ ー ム が 

し を お さめ た 。 

この 災 流 は 難航 する だ ろう と 思い き や 、 評 外 に 仙 単 に 医 が つい た 。 

3. 今度 こそ うま くい く と 思い き や 、 ま た 新た な 前 題 が で て き て し まっ 


っ た 。 
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いっ た ん ーー したら … ( 元 の 状態 に 所 れい) 
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・ 麻薬 は 、 一 度 手 を 出し た が 最後 、 な か な か や め ら れ な い 。 


。 仙 欄 は 、 昨 上 の は に 軍 新 を し て きた きり 、 消 記 を 絡 っ て いる 。 
2。、 皿 中 笠 に は 4 年 前 、 同 窓 会 で 会 っ た きり だ 。( そ の 後 は ずっ と 会 っ 
て いな い ) 

3. 彼 は 、「 じ ゃ あ 」 と 言っ て 出 て 行っ た きり 、 戻 っ て こ な か っ た 。 
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第 7 章 接続 の 言葉 その 2 


に 通知 する 時 に 使わ れる (貼り紙 な ど ) 
。 本 日 は 定休 昌 に つき 、 休 ませ て いた だ きま す 。 ま た の ご 来店 を お 
待ち 牙 し て お り ま す 

2.「 工 事 中 に つき 、 立 ち 入 り 装 上 」 


徐 案 役 安 旅行 中 に つき 、 伯 時 体 業 きせ て いた だ きま す 。 
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練習 R (解答 は 別冊 5 ペー ジ ) 
付近 の 住民 が 捧 成 する し な い 、 こ の 工事 は 進め られ る だ ろう 。 
> この 映画 は ハッ ピー エン ド か 、 悲 し い 結 本 と な っ た 。 


> あの カラ オケ 好き の 彼 に マイ ク を 持た せ た 、 い つま で も 歌い 続け て いる 。 
④ 航空 便 の 葉 革 は 、 地 域 一 定 料金 で ある 。 

⑤ 昨日 の 夜 ラ ー メ ン を 食べ た 何 も 食 べ て いな い の で 、 お な か が べ こ べ こ だ 。 
⑥⑮「 冷 房 中 、 ド ア は 閉め て くだ さい 。] 


> 失敗 の 可能 性 が か な りあ る 、 彼 は 計画 を 実行 し た 。 
⑧ 私 は 、 給 料 の 高い 低い 好き な 仕事 が や り た いと 皿 っ て いま す 。 


「~ を 問わ ず 」 と 「~ に か か わら ず す 」 

経験 部 験 の ある な し 

天 人 天気 が 良い 超 い 

国 矯 どこ の 同 の 人 で ある か 


性 別 男 か 女 か に か か わら ず 


に 地位 の 高い 技 い 
な ど 行 ぐ 行 か な い 
な ど 


レル 


237 ド 
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241 


299| 


242 ド は 


一 方 、 反面 、 て と も な く 、ー ん が た め 、 
~ を よそ に 、~ も か まわ ず 


TIT IIIT TTT TTT OOO OT OTE OO TOI 


へ 同時 に (反対 の 面 も ある) 。 他 の 面 で は 
肌 生 率 の 低 ド を くい 止め よう と し て いる 国 が ある 一 方 、 人 | 1 の 党 
AN 
。 彼 は 小説 家 と し て する 一 方 で 
残し て いる 。 
3. 交通 則 関 が 発達 し 、 楽 に 旅行 が で きる よう に な っ た 。 し か し 、 一 方 
] で は 計 の よう に 旅情 を 味わう と いう こと は あま り で き な く な っ た 。 


医者 と し て も 素晴らし い 功 病 を 


も う 一 方 の 面 で は 。 ~ と は 反対 に 
1. この 系 は よく 効く 反面 、 訓 作 川 が 出 て くる 場合 も ある 。 
| 2。 彼 女 は 気 が 強い 半面 、 浜 も ろ い と ころ も ある 。 


3. 新しい 上 地 で の 生活 は 、 楽 し み で も あり 、 ま た その 反面 心配 も 多い 。 


ー~ は 特定 で き を ない が ※ 疑 問 詞 と と も に 使わ れる こと が 多い 


だ れ か ら と も な く 、 み ん な で 人 滞 十 出 へ 行こ うと いう 
どこ か ら と も な く 、 ビ アノ の 音 が 聞こ え で くる 。 
その 巨人 は 、 毎 川 何 を する と も な く 、 た だ ば ん や り と 公園 の ベン チ 

に 座っ て いる 。 


こ な っ た 。 


so te 一 


に | こと いう 意図 は な く 


※「 見 る 」 聞く] な ど と 共に 使わ れる こと が 多い 


1. 聞く と も な し に 後ろ の 座席 の 人 た ちの 話 を 聞い て いた ら 、 う ちの 部 
長 の こと だ っ た 

2. あの 事故 が 起こ っ た の は 、 見 る と も な し に 窓 の 外 を 見 て いた 時 だ っ 
た 。 

て し よう と いう 目的 で … (どん な こと で も する ) 


息子 を ・ 流 校 に 入れ ん が た め に は 何で も する だ ろう 。 
ト げ ん が た め と は いっ て も 、 あ まり 低俗 な 番 旭 は 骨 題 だ 。 
。 彼 は 選挙 で 当選 せん が た め に 、 不 止 な 手段 を 使っ た 。 


ー は 自分 と は 関係 が な いこ と の よう うに 


] 、 親 の 心配 を よそ に 、 あ の 本 は 悪い 仲間 と 遊ん で ば か り い る 。 
2 . 国民 の 反対 の 声 を よそ に 、 政 府 は 増税 に 踏み 切っ た 。 
3 彼 は 医者 の 忠告 を を よそ に 、 奨 人 間 食 を 続け て いる 。 


の 2 
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第 7 章 接続 の 言葉 一 その 2 


ー な ど 気 に し な いで を 無視 し て 


1. あの カメ ラマ ン は 、 
. 母 が 先 を だ と いう 知ら せ を 聞い た 父 は 、 私 が 兄 て いる の も か まわ ず 
大 店 で 泣き 出し た 。 

、 彼女 は 、 親 が 反対 する の も か まわ ず 、 恋 人 を 飼 っ て 家 を 出 て 行っ た 。 


( 劉 答 は 別 民 5 ページ ) 
市 の 財 下 悪化 、 市 長 は 交 派 な 市 舎 を 建て た 。 
この 仕事 は 、 大 変 な 、 や り が い は ある 。 
③ あの 会 社 は 、 高 速 道路 建設 の 仕事 を 受注 に 、 政 治 家 に 嘆 諸 を 渡し た 。 
> どこから お いし そう な に お い が し て きた 。 


⑧ この 仕事 を 期日 まで に 完 、 み ん な 徹夜 を し て いる 。 
⑯ 子供 が 嫌がる の 、 母 箱 は 歯医者 に 連れ で 行っ た 。 
⑦ 見 る テレ ビ を 見 て いた ら 、 知 人 の 顔 が 映し 出さ れ び ぴっ くり し な た 。 


: 物 が 豊か で 人 口 の 平 分 以上 が 取 席 と いう 同 が ある で 、 食 相 不 足 に 蛋 


む 国 も ある 。 
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へ ~ に つけ て 、 ~ に つけ … に つけ 、 て も … ば … も 、 て や ら … や 
5、 ~ と いい … と いい 、 へ ~ な り … な り 、 < つ … う 、 < て は 


RIIRRIIIIIIIMIIIUEIUIEEIIEEIIIIIIIIIIIIIIIIIIIRIIIIIIOIIEIIRIIIEIEEIIIIURIIIEUUIIUIBIIIU 反 


の 、 み ん な に 嫌 わ れる の 

2。 テ レビ で 世界 各地 の 紛争 の 様子 を 見 る に つけ 、 平 和 の あり が た さき を 
し み じ み と 感じ る 。 

3 会社 の 個 産 の ニュ ー ス を 聞く に つけ 、 う ちの 会 社 は 大 丈夫 だ ろう か 
と 心配 に な る 。 

ー も … も どちら の 場合 も 。 の 時 も … の 時 も … (思い 出す ) 

1. いい に つけ 、 記 い に つ け 、 人 彼 は よく 話題 に の ぼる 人 だ 。 

2、 うれ し い に つ け 、 赤 し い に つ け 、 亡 く な っ た わが 子 を 思い 出す 。 

ー も … も (何で も ある いる ノ / す る で きる ) 

( 何 も な い プ いな いし な い プ で き な い ) 

。 こ の 回 地 に は 、 学 校 も あれ ば 病院 や 図 震 館 な どの 施設 も ある 。 

2. この 辺 は 、 交 通 も 便利 な ら 物 価 も 災 く 、 と て も 生活 し や すい 。 

3。 こ の 家 に は 何 も な い 。 テ ー プ ル も な けれ ば 、 冷 成 庫 も な い 。 

cf 何と 行 供 の 基 い 子 だ ろう と 和志 っ た ら 、 親 も ひど い 。 親 も 親 な ら 子 
も 子 だ 。 

ー た り … た り で 。 ~ や … や 

※ あ れこ れ と 並べ あげ 損 洲 な こと を 示す 

1 . 先月 の 地震 の 時 は 、 子 供 た ち が 泣く や ら 騒 ぐ や ら で 教 室 は パニ ッ ク 

状態 だ っ た 。 

子供 の 服 の ポケ ッ ト か ら は 、 テ メド やや ら 小 征 や ら 、 い ろ い ろ な 物 が 

出 て きた 。 ni の 

3 考 回 前 に は 、 荷 造り や らい ろ い ろ な 王 続き や ら で 本 当 に 忙し か っ た 。 


244 


245 
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くり だ 。 

2 、 あ の 旅館 は 、 料 理 と いい サー ビス と いい 、 最 低 だ 。 

3. 彼 は 実績 と いい 経歴 と いい 、 わ が 社 の 取締 役 と し て 迎え る に 貼 し 
分 な い 。 
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私 が 呼び に 来る まで 
いて くだ さい 。 

も し わか ら な いこ と が あれ ば 、 先 状 な り 先 生 意 り に 聞い て くだ さい 。 
ピール 六 り ワ イン な り 、 好 き な 物 を 飲ん で くだ さい 。 

ー と … を 繰り 返し な が ら  ※ 以 下 の 表現 で 使わ れる 

1. 優勝 候 袖 の 両省 は 、 ゴ ー ル 直前 で 抜き つ 抜か れつ の 接戦 と な っ た 。 
2 . 彼女 の 家 の 前 を 行き つ 天 りつ し な が ら 、 プ ロ ポ ー ズ の 語 葉 を 考え た 。 
2 種類 の 動作 が 連動 し て 繰り 返さ れる こと を 示す 
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251 - 耳 供 の ころ は 、 上 兄弟 げん か を し て は は に し か られ た も の だ 。 
彼女 は 買い 物 が 好き で 、 バ ー ゲ ン に 行っ て は 要ら な い 物 まで 買っ て 
くる 。 

青い て は 消し 、 計 いて は 消し し て いる うち に 、 原 征 用 紙 が 真っ 黒 に 


な っ て し まっ た 。 


練習 問題 (解答 は 別冊 5 ペー ジ ) 
① 災 き 区 し き 習 棋 と いう も の は そう 簡単 に は 変え られ な い 。 
め 星 日 は 近く の ビル で 火事 が あっ て 、 数 急 車 が 来る 消防 車 が 来る 

で 天職 きだ っ た 。 


③ 何 か 革 し か っ た あの ころ を 思い 出す 。 


の まま 休み 、 歩 休み 、 と いっ た 調子 な の で 、 な か な か 旧称 地 
に 着 か な い 。 

⑤ 昨日 の 映画 は 、 追い 追わ れ の カー チェ イス が お も し ろか っ 
た 。 

⑮ この アパ ー ト は 、 家賃 が 災い こと 駅 に 近い こと 私 に は ちょ 
うど いい 。 

の 彼女 は 、 医 者 と し て 和孝 、 母 条 と し て も すばらし い 。 

⑧ 彼 は コン パ バビ に 行 新しい 彼女 を 見 つけ て くる 。 で も 、 付 き 合 い 始 
別れ る 、 と いう 調子 で 、 ち っ と も 長続き し な い 。 

そ ん な に 最 な ら 、 本 を 読む チレ ビ を 見 る し た ら ど う で すか 。 


や る 気 も 。 つく づく 自分 が いや に な る 。 
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(⑪ 甘い エア コン を つけ っ ぱな し で 立て し まう と 、 風 邪 を ひき ます よ 。 
1. と いっ た ら 。 2. の も か まわ ず 3. に か か わら ず 4。 から と いっ て 


(2) 統 審 な 市 場 調 食 を し た 、 ど こ に 支店 を 出す か 決め る つも り だ 。 
1. 最後 2. 上 で 3. あぁ あげく 4. 

③ | 今度 、 大 阪 支店 に 転 葵 に な っ た ん で す 。! 
[大 阪 支店 に 転勤 今度 は 支店 長 で すか 。」 
1. と いう と 2. と いっ て も 3. と は いえ 4、 と いい 

④ 内 語 は 世界 の 共通 語 と 言わ れる が 、 数 は 中 回 語 を 財 問 語 と する 人 の 方 が 
多い 。 
1. の 一 方 で 2. に つけ て 3. と も な く 4. の 上 で 

(5) あの 人 の 仕事 ぶり と まさ に 超 人 的 。 と で も 他 の 人 に は 真似 が で き な い 。 
1. いっ て も 2. いい 3. いっ た ら 4. いえ ども 

⑯) 薄 来 どん な 道 に 進 ち もう か と 悩ん だ 、 結 局 、 親 の 化 事 を 継ぐ こと に し た 。 
1. 反 画 2. ぁ げ く 4. 

(7) 登 符 は 事 体 の 日 吹 首 を 的 す 8 交友 関係 に つい て も 調べ て いる 。 
1. 方 2. 反面 3. 上 4、 最後 

(8 彼 は 新しい か さ を どこ か に 鹿 き 忘れ て くる 。 本 当 に 忘れ っ ぱい な あ 。 
1. 買っ た きり 2. 買っ た あげ く 3. 買う に つけ で 4. 買っ て は 

⑲ 王 術 の 後 、 順 調 に 同 復 し て いる 、 い つま た 再発 する か わか ら な い 。 
1. と は いえ 2. と いえ ば 3. と いっ た ら 4. と いう と 

(10) リゾ ー ト ホテ ル 和 建設 計画 は 、 周 男 の 景 観 を を 大 、 准 し 進め られ て いる 。 
1. を よそ に 2. に つき 3. せん が た め 4. し っ っ 

(11) A 市 は 、 こ の 地方 一 番 の 者 会 だ と 、 人 上 I わずか 30 万 の 小 都 市 で ある 。 
1. いい 2. いっ て も 3、 い うと 4、 い っ た ら 

(12) あの 人 は 事業 で 城 功 が た め に 、 相 当 加 いこ と も や っ て きた よう だ 。 
1. せん 2. し ょ う 3. する 4. で きる 

(13) 理由 、 遅 若 し た 学生 は 試験 が 受け られ ませ ん 。 
1. と も な く 2 も か まわ ず 3. を 問わ ず 4. に も か か わら ず 

(1⑭ 信用 と いう も の は 、 - 度 失っ た 、 な か な か 取り 戻せ る も の で は な い 。 
1. が 最後 2. ぁ あげく 3. ネ 4. き 9 

(15) 彼 は 巣 刑事 と 芝 れ られ て いる が 、 そ の 、 と で も 人 情 に 族 い と ころ も ある 。 
1. 本 に 2. 最後 3. 上 で 4. 反面 
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(16) この 街 は 、 真夜 昼間 の よう な 明る きだ 。 
1。 と も な く 2. を 問わ ず 3. だ か ら と いっ て 4. に も か か わら ず 
(9) 後 は 、 何 年 に も わた る 裁判 の 、 と う 
1. 末 2. 最後 3. 上 4. 
(18) [エレ ベー ター は た だ いま 点検 中 、 磨 段 を ご 利用 くだ さい 。] 
1. と は いえ 2. な が ら 3. に つけ 4. に つき 
(19) 成 毅 の いい 宮 い 、 ま しめ な 学生 に は 獣 学 條 が も ら え たる チャ ンス が あり ま 
す 。 
1、 に か か わら ず 2. か ら と いっ て 3. を よそ に 4. と いっ て も 
(20) この 休み は 、 部 屋 探 し 入試 の 旭 強 で 、 ゆ っ くり 体 む こと は 
で き な か っ た 。 
1. っ っ 2. や ら ・ や ら 3. な り ・ な り 4. に つけ ・ に つけ 
(21) 准 牧 電話 と いう の は 保利 な も の で すね 。 主計 機能 ビデ オカ メラ の 機能 も 
持っ て いる ん で すか ら 。 
1. が ある と 2. が あっ た ら 3. も あれ ば 4. も あれ 
(22) 彼 は 人 気 実 カ 、 こ の チー ム で は - 番 の 選考 だ 。 
1. つけ ・ つ け 2. や ら ・ や ら 3. なり ・ な り 4. と いい ・ と いい 
(23) くわ し いこ と が 決ま っ た ら フ ァ ッ クス メー ル で 知ら せ て く 
だ きい 。 


1. な り ・ な り 2. や ら ・ や ら 3. と いい ・ と いい 4. に つけ ・ に つけ 
A 


(24) 彼 は 、 こ の 計画 に は か な り の 危険 が 住 う こと を 承 知 し な が ら も 、 資 金 援助 を 


1. し な か っ た 2. し て くれ た 3. し て ほし い 4. し な い だ ろ う 


(25) スキ ー は 学生 の 時 に し た きり な の で 、 < 
1. 今 で も 曰 信 が ある 2. 以前 は 折 信 を 持っ て いた 
3. 今 は で きる か どう か わか ら な い 4. 今 で も 毎年 スキ ー に 行っ て いる 

(26) どん な に 古 能 な 弄 護 上 と いえ ども 、 あ の 区 悪 犯 を 
1. 無罪 に する こと は で き な い 2 . 焦 罪 に する こと が で きる か も し れ な い 
3 . 無 界 は むり で も 刑 は 軽く で きる 4. 無 四 に する 必要 は な い 

(27) パン フレ ッ ト の 写真 を 見 て 、 ど ん な に いい ホテ ル か と 思い き や 、 2 
1. ぜひ 行っ て みた いと 思っ た 2. 実際 は ひど いと ころ だ っ た 
3. 行っ て みな けれ ば わか ら な い 4、 思 っ た と お り と て も よかっ た 
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基本 文法 受身 、 使 役 、 使 役 受身 


「ー ( さ ) れる 、… ( さ ) せる 、~ ( さ ) せら れる 」 の 練習 で す 。 正 し いも の を 選ん で 

くだ さい 。 

1 電車 が 洋 れ て 、 友 達 を 30 分 も [ 待っ て ノ 待 た せ て 待た され て ] し まい まし た 。 

2. 町 が 巻 央 [ する され る ノ さ せる ] に つれ て 、 生 活 も 貢 か に な っ て きた 。 

3. 役 は 計 、 誤 学 天 器 の 研究 を [ し て ・ さ れ て ・ さ せら れ て いた らし 
いっ 

4. 高速 道路 が 開通 「 し て ノ さ れ て ン さ せら れ て ] この 辺り は と て も 便利 に な っ た 。 

5. 電気 が 発明 [ し て ノ さ れ て ノ / さ せ て ] 人 問 の 生活 は すっ か り 変 わっ た 。 

6. 最近 の 若草 に 関す る ニュ ー ス を 開い て いる と 、 | 考え られ る ノ 考 えさ せる ノ 考 
えさ せら れる ] こと が 多い 。 

7. 動物 の 親子 の 特集 番組 を 見 て いて 、 い ろ い ろ と [ 教え た ノ 教 えら れ た ノ 教 えさ 
せ た ]。 

B. この 小説 を 読ん で 、 と て も [ 感動 し た ン 感 動 さ れ た ノ 感 動 させ た ]。 

9. 了 供 の ころ 謝 の 苦 て いた 洋服 を [ 汗 ら れる ノ 着 させ る ノ 消 させ られ る ] の が と 
て も いや だ っ た 。 

10. 人 人 好き な パッ グ を 祭 に [ 取っ て ノ 取 られ て ノ 取 ら せ て ] し まっ た 。 

11. お は きん が 、 赤 ちゃ ん に ミル ク を [ 飲ん で ノ 飲 まれ て 飲ま せ て ] いる 。 

12. 彼 の 不用 意 な 発 訓 は 、 そ の 場 の 空気 を 皿 く [ し た ノン され た ノ / さ せら れ た ]。 

13. その 政治 家 は 、 疑 短 が 発 党 し 、 矢 任 を 余 代 な く [ され た ノ / さ せ た ]。 

14。、 燃 惑 の 発覚 は 、 そ の 政治 家 に 矢作 を 余 供 な く [ され た ノ さ せ た ]。 

15. まだ 実家 に いて 、 親 に 貢 べ させ られ で いる の で 、 ぜ いた く は で き な い 。 

食べ させ て も ら っ て 
16. 予定 が は っ きり し た ら 、[ 知ら せ て ノ 知 られ て ノ 知 っ て ] くだ さい 。 


1 待た せ て 2. す る 3. さ せら れ て 4. し て 5. さ れ て 6. 考え させ られ る 
7. 教え られ た 8. 感 動 し た 9. 着 させ られ る 10. 取ら れ て 11. 飲ま せ て 
12. し た 13. され た 14. させ た 15. 食べ させ て も ら っ て 16. 知ら せ て 
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252 


253 


254 


255 


256 


257 


こざ る を 得 な い 、 し か な い 、 ほか な い 、 に すぎ な い 、 
ー こ て し ょ う が な い 、 こ て た ま ら な い 、 こ て な ら な い 


IIIIIIBIIIIIEETIIIIIIUIIIUIBIEIIIIIIIIIIHIIIIWIIIIIIIIIEEHWIIIIIIIIIIIEERIIMIIMII 


ーー し た く な い が … し な けれ ば な ら な い 
1. 今 の 仕事 だ け で も 

2 自分 は 反対 で も 、 多 数 
3. 体 の 具合 は 意 い が 、 次 作者 と し て 会 合 に は 出席 


決ま っ た こと に は 従わ ざる を 得 な い 。 
ざる を 得 な い 。 


て 以外 の こと は で き な い 以外 の 方 法 は な い 


。 資金 が 集まら な いな ら 、 こ の 計画 は あき ら め る し か な い 。 
枝光 中 交通 機関 は すべ て 止ま っ て いて 、 歩 いて 行く し か な 


3. 国家 試験 に 合格 する た め に は 、 と に か く 和 勉強 する し か な い 。 


て 以外 に 万 法 が な い 


20 る と バス が な く な る の で 、 タク シー で 帰る ほぼ かない 。 

に も 就 職 で き な か っ た ら 、 ア ル バ イ ト を 探す より ほぼ か な い 。 
探し て も 見 つか ら な い の だ か ら 、 あ きら め る ほか し か た が 
な い だ ろ う 。 


以上 の も の で は な い 


1 女性 答 理 職 が 多く な っ た と は いえ 、 実 際 に は まだ 全体 の 1 割 入 度 に 
すぎ な い 。 

2. 社長 が 交代 する な ど と 

3、 英 語 が で きる と いっ て 


oo to ー 


いう こと は 、 単 な る うわ さき に すぎ な い 。 
も 、 簡 単 な 会 話 が で きる に すぎ ませ ん 。 


ひど く ~ だ 最高 


1. この ご ろ 食 事 制 限 を し て いる の で 、 お な か が すい て し ょ う が な い 。 
2. 1 年 ぶり に 周 に 煽る こと に な り 、 う れ し く て し ょ う が な い 。 
8. この辺 は 暴走 族 が 多い か ら 、 う る さく て し ょ う が な い 。 


ひど くだ 我慢 で き な い ほど だ 。 - 
1 あん な に 練習 し た の に 負け て し まっ て 、 く や し く て た ま ら な い 。 
2 . 私 は 歌 が 下手 な の で 、 み ん な の 前 で 歌う の が いや で た ま ら な い 
3 す 。 


私 の 部 屋 は 、 エ アコ ン が 壇 れ て いる の で 、 替 く て た ま ら な い 。 
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第 8 章 主 に 文 示 に 使わ れる 言葉 


| の e<ー ー だ と て も ~ 気 持ち が する 

手 の 心 情 を 表す 言葉 に 付く こと が 多い 

な つか し く て な ら な い 。 

思い 出さ れ て な ら な い 。 

。 ちょ っ と し た 失言 が も と で 両国 の 関係 が 悪く な っ て し まっ た の は 

残念 で な り ま せん 。 

・ い つも 境 軍 な 人 彼 が どう し て こん な 失敗 を し た の か 、 不 息 議 で な わり 
ませ ん 。 


258 - 年 を と っ た せい か 、 子 供 の ころ の こと が 


(解答 は 別冊 5 ペー ジ ) 


て 、 国 に いる 彼女 に 会 いた く な る 。 

め 普 は 月 由 に 恋愛 が で き な か っ た か ら 、 委 の 決め た 相手 と 結婚 する 5 

③ この 飲 見 は 、 容 験 の 失敗 の 結果 で 、 単 な る 儲 然 

お 僕 は 人 っ 了 で 、 兄 弟 が た くさ ん いる 友達 が うら ゃ まし く て で た 。 

せっ か く 旅行 の 子 定 を すず て た の に 、 行 け な く な っ て 、 残 全 

⑩ これ 以上 借地 を 色 ら せる と 、 取 引 に 影響 する 。 こ こ は 必 る より 

の これ だ け の 事 改 を 起こ し た の だ か ら 、 責 作者 は 評 任 せ だ ろう 。 

⑱ 捨て られ で いる 犬 や 獲 を 見 る と 、 か わい そう 5 

⑧ 昔 は た だ の 溢 柱 の 此 界 こと が 、 ど ん どん 深 前 し て いる 

故 今 は イン ター ネッ ト で 澤 べ る こと も で きる が 、 以 前 は 何 か 調 べた いこ と が あっ た ら 
図書 館 に 行く た 。 

⑬ ほか に 行け る 人 が いな いな ら 、 私 が 行か で し ょ う 。 

⑫ 私 に は 彼 が うそ を つい て いる よう に 思え て ん で す が 。 
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25 


261 


262 


263 


9 


限り だ 、 一 に 決ま っ て いる 、 
肖 に 相違 な い 、 一 に 違い な い な ど 


TTT TI TTT TET EIT OOD TUT STOTT TOOT OT TIE TTT A TA 


※ 感 情 を 表す 形容 


相 中 さん の 家 は いつ も 楽し そう で 、 一 人 暮らし の 僕 に は うら や まし 
い 限 り で す 。 

初め て の 海外 旅行 も 、 経 験 か な 山川 さん が いっ し ょ な ら 心強い 限 
bE だ 。 

小学 生 に も 葉酸 麟 が 広がっ て いる と は 、 没 ろ し い 限 り だ 。 


詞 に 付く 


. いじ め は 子供 の 世界 に 限っ た こと で は な い 。 大 人 の 世界 に も ある 。 
請 が 正しく 使え な い の は 、 若 者 に 限っ た こと で は な い 。 も っ と 上 
の 世代 に も 使え な い 人 は た くさ ん いる 。 
独 発 が 増 えて いる の は 、 な に も 人 都市 に 限っ た こと で は な い 。 地 方 
痢 市 も 同様 で ある 。 


。 世の中 が 便利 に な れ ば 、 人 々 が 幸せ に な る と は 限ら な い 。 
2 日 本 人 は 勘 穏 だ た いわ れる が 、 み ん な が 働き 者 と は 限ら な い 。 
3、 有 名 大 学 を 卒業 し た か ら と いっ て 、 店 菩 で きる と は 限ら な い 。 
可能 性 が ある  「100%- な い 」 と は 言え な い 


1. 交通 事故 に あわ な いと も 限ら な いか ら 、 保 険 に 入っ て お こう 。 
2 、 電 是 が 科 れ な いと も 限ら ちら な いか ら 、 少 し 叶 め に 家 を 出 ま し ょ う 。 
3. 地震 の あと は 注 小 の 可能 性 が な いと も 限ら な いか ら 注 意 が 必要 だ 。 


必ず プン も ちろ ん 一 だ ろう 一 と いう 結果 に な る の は 当然 だ 


。 あん な いい 加減 な や り 方 で は 、 失 敗 す る 決ま っ て いる 。 

。 これ か ら 競 職 する な ら 、 パ ソコ ン が で きた 方 が いい に 決ま っ て いる 。 
3.「 今 、 一 番 ほ し いも の は 、 何 で すか 。」 

「 そ れ は お 人 金 に 決ま っ て いる で し ょ う 。] 


702 


第 8 章 主 に 文 未 に 使わ れる 言葉 


きっ と ~ だ 一 は まち が いな い 


1. 社 胡 が 新 製品 発売 を 貯 念 し た の は 、 上 場 か ら の 反対 が あっ た か ら に 

相違 な い 。 

2. 化 古 か ら 判 断 す る と 、 晶 本 列島 と 中 同 大 隆 は 昔 は 陸続き だ っ た に 相 
違 な い 。 

. (証明 書 )「 上記 に 相違 な いこ と を ここ に 証明 する 。」 


1. 2 年 前 の 事件 が な けれ ば 、 彼 は も う 課 長 に な っ て いた に 違い な い 。 
。 彼 の 実力 な ら 、 ど ん な 学校 を 受け て も 合格 する に 違い な い 。 
.。 こん な いた ずら を し た の は 、 あ の 子 に 違い な い 。 


(解答 は 別 局 5 ペー ジ ) 
④「 宝 くじ な ん て 、 当 た る わけ な い だ ろ う 。」 
「 で も 当たら か ら 、 - 応 買 っ て み ま し ょ う 。」 

⑱ この 話 を 開い て も 、 彼 は 笹 か な か っ 
③) 知ら な い 填 也 で 一 人 で 生活 する の は 、 
や この 土 員 は 、 形 状 か ら 見 て 、 紀 元 前 3 世紀 ご ろ の も の 
® ey か っ た か ら と いっ て 、 社 会 で 成功 する 
⑯「 ご めん 、 遅 く な っ て 。 毅 っ て る ? 」 


「 怒 っ て る で し ょ 。 1 時 間 も 待 た きれ た の よ 。] 
の 最近 の 子供 は 木 を 読ま な く な ょ っ て きた と 言わ れる が 、 こ れ は 了 供 っ 
)「 そ ろ そ ろ 捜 索 を 打ち 切り まし ょ うか 。] 


「 で も 、 ま だ 生存 者 が いな い か ら 、 も う 少 し 続け まし ょ う :] 
⑲ 現場 の 状況 か ら 見 て 、 犯 人 は 内 部 の 事情 を よく 知っ て いる 者 s 
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以前 か ら こ の こと を 知っ て いた ¥ 


弓 e 音 


へ に は ほかなら な い 、 < で な く て な ん だ 2 ろう 、 ~ す に は いら れい 、 
へ すず に は お か な い 、 ~ す に は すま な い 、 こっ け 、 ~ っ こない 


TUT OO TO TUT OS TUTTO TUTUTOTTND) 
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1. 遊び 感 常 で 万 | き を する 本 供 が いる が 、 こ れ は 犯罪 に ほか な ら な い 。 

2. パレ ンタ イン デー に チョ コレ ー ト を 贈る 習 償 は 、 お 梨子 の 会 社 が 作 
り 出し た も の に ほか な ら な い 

3. 彼 が 増 拉 に 反対 し た の は 、 選 挙 に 勝ち も た か っ た か ら に ほか な ら な い 。 
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役人 が 自分 の 地位 を 利用 し て お 金 
で な く て な ん だ ろう 。 

ー 人 の 男の子 を クラ ス 全 具 が 無視 し て いた 。 こ れ が いじ めで な く て 
な ん だ ろう 。 

女子 学 緒 の 就職 難 は 箇 子 学生 より ひど い 。 こ れ が 志 別 で な く て な ん 
だ ろう 。 


を も ら っ た ん だ か ら 、 これが 


| 1. 南 の 由 で 鳴い て いる 狂 を 見 て 、 家 に 速 れ て 帰ら な いで は いら れ な 
か っ た 。 

2 . 消 は 戻 攻 に は 止め られ て いる が 、 仕 事 が 終わ る と 飲ま ず に は いら れ 
な い 。 


この 喘 画 を 見 た らち 、 ど ん な 人 で も 感動 せ て ず に は いら れ な い だ ろ う 。 
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必ず ~ す る 一 し な い 状 態 で いる こと は 絶対 に な い 
広島 の 原 燃 ドー ム は 、 見 る 人 に 戦争 の 恐 価 と 韻 
お か な い 。 


。 万 -A 加 が B 国 に 攻め 込ん だ ら 、B 回 も 反撃 せ すず に は お か な い だ 


ろ 


事件 は 、 了 供 を 持つ 親 を 不安 に させ な いで は お か な 
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270 、 最 引 先 
は すま な い だ ろ う 。 

。 学校 の 先生 を な ぐっ た の だ か ら 、 何 か 視 を 受け な いで は すま な い だ 
ろう 。 

、 あ の 到 洛 家 は 長年 国選 を 居 き 続け た の だ か ら 、 小 捕 き れず に は すま 
な い だ ろ う 。 


※ は っ きり 思い 出せ な い 時 や 確認 し た い 時 に 使う 


「 今 は 何 日 だ っ つけ 。」「27 よ 。] 

2.「 昨 の 夜 、 何 を 企 べた つけ 。」「 も う 忘 れ た の 。 カ レー で し ょ 。] 
3.「 こ の 間 、 指 共 を 買っ て くれ る っ て 、 言 っ た わ よ ね 。| 

~ え っ 、 お れ 、 そ ん な こと 言っ た っ け 。」 
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これ 、 課 長 が 今日 中 に や っ て っ て 計っ て た よ 。] 

「 こ ん な に た くさ ん の 仕事 、 今 日 中 に な ん て で きっ こない よ 。」 
2.「 こ の マン ショ ン 、 い いで し ょ う 。 い か が で すか 。] 

「 1 億 由 の マン ショ ン な ん て 、 私 に 買え っ こと あり ませ ん よ 。」 

.「 宝 くじ を 買っ た ん だ 。 1 等 が 当たっ た ら 、 何 に 使 お うか な 。! 
「 1 等 な ん て 当たり っ こない よ 。」 
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練習 問題 (解答 は 別冊 5 ペー ジ ) 
彼 は 用 心 深く て 、 声 締まり を し た か どう か 何 度 も 確か め そう だ 。 
気力 な 若者 が 多い の は 、 将 来 に 希望 が 持て な いか ら 


諾 師 が 楽 を 間違え て 飲ま せ て し まっ た 。 こ れ が 医療 ミス 5 
④ あの 雪 師 は 度 も 生徒 を な ぐっ た の だ か ら 、 免 職 に な ら だ ろう 。 
⑧ あん な いい 加減 な 計画 の 立て 方 じゃ 、 う まく いき よ 。 


「 妖 、 い つ 国 へ 帰る ん だ 。|]「 あ きっ て よ 。] 
の ⑦ 英 ろ し い 仁 工 病 の 流行 は 、 我 々 に 設 怖 心 を 抱か せ 


「 こ っ こない 』 


は 記し 言葉 で 使い ます 。 
f~ っ け 」 名 : 
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剛 e 問 


り へ て や まな い 、 こと いい っ た 5 な い 、 て に は あたら な い 、 作 剛 は 
0 半 くさ れる 、 余 倍 な くさ せる 、~ を お いて な い 、 こつ つ ある 


IIIT TTT IIT OT TIT SUTTIIITTTITITT oOOO ATOTITGTTITTTT TO UTEOTTTT TTT EITIIT 


と て も 一 し て いる  ※ 願 う 、 祈 る 、 感 謝 す る な ど に よく 使う 


1. 地球 上 に は 今 も 戦争 を し て いる 国 が た くき ん ある 。 世界 中 が 平和 に 
な る こと を 祈っ て や まな い 。 

2 皆さん の ご 親切 に 、 感 証し て や み ま せん 。 

3. 大 統領 の 訪日 を 機 に 、 刺 団 氏 の 利 所 理解 が 深まる こと を 期待 し て や 
み ま せ ん 。 

大 変 て だ と て も だ 
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「ー と いっ た ら … な い ] 参 
さと いっ た ら な か っ 


274 な っ た 時 の 


た 。 
2、 こ ん な 番 紀 、 く だ ら な いと いっ た ら あ りゃ し な い 。 
8. 隣 の 人 が 授業 中 話し か け て くる 。 う る さい っ た ら あ りゃ し な い 。 


~ ほ ど で は な い 一 は 適当 で は な い 


1. 実力 の ある 彼 が 合格 し た か ら と いっ て 、 管 くに は あたり ませ ん 。 

2. 家庭 内 で 牧 語 を 耳 に せ ず に 育っ て きた 若者 が 炎 語 を 使え な く て でも 、 
電 燃 する に は あたら な いで し ょ う 。 

3. わが 国 が 設 然 と し た 迷 度 を と れ ば 、 あ の 国 の 簿 し は 恐れ る に あたら 

な い だ ろ う 。 
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276 1. 


2、 う ちの 店 は 、 今 まで は 何と か 値上げ を せ ず に や っ て きた が 、 こ この 
と ころ の 材料 費 の 値上がり な ど で 、 値 上 げ を 祭儀 な くさ れ た 。 


て と いう 苦し い 選 択 を させ る 


1 . 遺跡 の 発見 は 、 マ ンション の 建設 計 両 の 中 止 を 奈 位 な くさ せ た 。 
2. 自 の 電力 不 足 は 、 各 家庭 に 節電 を 奈 位 な くさ せ た 。 
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て 以外 に … な い 一 を 除い て … な い 


1. 党 を 代表 する 人 物 は 、 彼 を お いて ほか に は いな い 。 

2. 彼女 に プロ ポー ズ す る の は 、 こ の 機会 を お いて -- 皮 と な い だ ろ う 。 

3. この イベ ント を する の に 適し た 場所 と いえ ば 、 東 京 ド ー ム を お いて 
ほか に は あり ませ ん 。 

変化 の 過程 に ある こと を 表す 


1 この 団 の 経済 は 、 現 在 急 速 に 発 胡 し つつ ある 。 © 
2. 近代 化 が 進む 一 方 で 、 訓 い 伝 革 や 文化 は 失わ れつ つ あ る 。 
3. 考え 方 が 多様 化し 、 人 々 の 価 位 観 も 変わ りつ つ あ る 。 
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練習 問題 (解答 は 別冊 6 ペー ジ ) 


① 食費 も 出 き ず に 1 カ ヵ月 以上 も 他人 の テア パー ト で 生活 し て いる な ん て 、 ず うず うし い 


 ( 千 条 其 の あい きつ ) 「 お 二 人 の お 辛 せ と ご 本家 の 一 届 の ご 発 選 を 祈っ て | 

⑬: 失業 率 が ほん の わずか 低下 し た くら いで は 、 ま だ まだ 吉 ぶ で し ょ う 。 

④ この 役 に ぴ っ た り の 女 位 き さん は 、 あ な た ほか に は 。 ぜ ひ や 
っ て くだ きい 。 

⑧ 彼 は 私 の 考え た 企画 を 上 自 分 の アイ デア の よう に 発表 し た 。 僧 しい ; 

5 落し い 合 染 病 の 流行 は 、 そ の 地域 へ の 渡航 中 直 5 

⑦ 新しい クリ ー ン エネ ルギー と し て 、 風 力 発電 が 突 用 化 き れ a 

⑭ 今 の 時 代 、 新 し く 始 めで て 央 功 する 菜種 と いえ ば 、 こ れ ほか に は 
と 思い ます 。 

ぐ 火山 が 噴火 し 、 そ の 地域 の 人 々 は 家 を 離れ て 夢 全 活 3 

9 喘 画 は 一 時 すっ か り 不 況 に 陥っ て いた が 、 最 近 は また 人 気 を 固 復 し 6 


「 こ っ た ら あ りゃ し な い 」 は 話し 言葉 で 使い ます 。 
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(① 指導 の た め と は いっ て も 、 体 
1. あたら な い 2. ほか な い 3. ほか な ら な い 4. 決ま っ て いな い 


(2) 1 週間 で 10 キ ロ や せる と いう 薬 を 10 万 円 で 買わ せる な ん て 、 こ れ が # 
1. を お いて な い 2. に すぎ な い 
3. で あり っ こない 4. で な く て な ん だ ろう 
(3) その 選手 の すばらし い ジ ャ ンプ は 、 失 容 を 化 貴 き せ 
1. ず に は お か な か っ た 2. ず に は いら れ な か っ た 
3. な いで は すま な か っ た 4. る に は あたら な か っ た 
(4) 彼 は 、 別 に 恋人 じゃ あり ませ ん 。 童 な る 高校 の クラ ス メ ー ト に i 
1. すぎ ませ ん 2. た まり ませ ん 3. 限り ませ ん 4. し か あり ませ ん 
(5)「 見 な いで 1 | と 言わ れる と 、 よ けい に 見 な いで は な る 。 
1. 違い な く 2. いら れ な く 3、 や まな く 4. いっ た ら な く 


(6) 地震 が いつ 起こ ら な い か ら 、 水 と 食料 は いつ も 用 意 し て お こう 。 
1. で は すま な い 2. で は お か な い 3. と も 限ら な い 4. に 限っ た こと で は な い 
(の 火事 だ ! も う 逃 げ ば られ な い 。 こ うな っ た ら 訟 か ら 准 び 隆 り る p 


1. し か な い 2. っ こない 3. を お いて な い 4、 っ た ら な い 
8 馬 れ 際 に 潤い て いた 彼女 の こと が 、 気 に 
1、 な っ て や まな い 2. な っ て な ら な い 
3. な ら ず に お か な い 4. な る に すぎ な い 
(9) 「 た だ いま 。 遅く な っ ちゃ っ た 。 心配 し た ? 
「 こ ん な に 遅い ん だ ぞ 。 心配 し た に だ ろ 。」 
1. 決ま っ て いる 2. あたら な い 3. すま な い 4. 限ら な い 
(10) 彼 は いつ の 間 に か 私 の 貯金 を お ろ し て いる 。 本 当 に 信用 で き な い s 
1. と も 限ら な い 2. に 限っ た こと で は な い 
3. に 違い な い 4. っ た ら あ りゃ し な い 
(11) 家 の 建 て 直し を し て いる た め 、 不 使 な 生活 を っ 
1. 本位 な くさ せ て いる 2. せ ず に は いら れ な い 
3. 余儀 な くる きれ て いる 4. し な く て な ん だ ろう 
(12) 落選 し た か ら と 言っ て 、 悲 観 す る に は > また チャ ンス は ある の だ か ら 。 
1. ほか な ら な い 2. あたら な い 3. 相違 な い 4、 たまらない 
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(13) この 上 患 天 候 で は 、 工 事 は 延期 だ ろう 。 

1. し て や まな い 2. する に ほか な ら な い 

3. せ ぎ る を 得 な い 4. し な いで は お か な い 
(14) こん な に 赤字 を 出し て し まっ た ら 、 関 係 者 は 均 任 を 取ら きれ ず に は だ ろ 

う 。 

1. すま な い 2. いら れ な い 3. お か な い 4. や まな い 
(5) 後 が 人 か ら 借り た も の を な くし た の は 、 何 も 今回 < 

1. を お いて ほか に は な い 2. に 決ま っ て いる 

3. と も 限ら な い 4. に 限っ た こと で は な い 
(16) 「 あ れ 、 あ の 展覧 会 、 い つま で s」 

『 今 度 の 土曜 ]] まで よ 。」 

1、 だ っ け 2. っ け 3. する っ け 4. な の っ け 
(1⑲)「 今 度 の 休み に 、 旅 行 に 行か な い ? 」 


し みう 


「 旅 行 な ん で 、 よ 。 引 隊 活 動 し な くち ゃ な ら な いん だ か ら 。」 
1. 行く 限り だ 2. 行け っ こない 3. 行き つつ ある 4. 行く し か な い 
(18) この よう に 重要 な 任務 を 任せ る こと の で きる 人 物 は 、 彼 ほか に は いな い 
で し ょ う 。 
1. を お いて 2. に 決ま っ て 3. と いっ た ら 4. し か な い 
(19) いろ いろ な アイ デア を 持っ た 若者 た ち 、 彼 ら の 将来 に 期待 し て 有 


1. すみ ませ ん 2. や み ま せ ん 3. た まり ませ ん 4. しょう が あり ませ ん 
(20) 本 の 場合 、 社 会 で 活 中 し て いる 女性 が まだ まだ 少な いこ と は 事実 で す が 、 で も 少 

し ずつ 変わ りつ つ > 

1. あり ます 2、 い ます 3. いき ます 4. し ます 


(21) これ だ け 証 換 が ある の だ か ら 、 犯 人 は あの 人 に ; 

1.。 いっ た ら な い 2. ほか な い 3. 限ら ちら ない 4 、 條 い な い 
(22) 禁 痺 し よう と 心 に 決め た 。 吸 いた く て けど 、 表 租 し よう 。 

1. 相違 な い 2. あたら な い 3. し ょ う が な い 4、 や まな い 
(23) だ れ も や っ て くれ な いん だ か ら 、 私 が や る で し ょ う 。 

1. に すぎ な い 2. に 余儀 な い 3.、 ほ か な い 4、 に ほか な ら な い 
(24) 私 は 運動 が 苦手 で 、 学 校 で は 体育 の 時間 が いや で > 

1、 ほ か な か っ た 2. し か な か っ た 3. 限ら な か っ た 4. た ま ら な か っ た 
(25) 約束 を 守ら な いな ん て 、 無 兵 作 な い 。 

1、 と いっ た ら 2. を お いて 3. の ほか 4. で な く て 
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その 他 の 基本 文法 


次 の 問題 を し て み ま し ょ う 。 
1 新宿 まで 行く 、 電 上 に 30 分 も 乗ら な けれ ば な ら な い 。 
1 の は 2 と は 3 の が 4 に は 
2. デバ 地下 、 デ バート の 地下 食 笠 品 売り 場 の こと で ある 。 
1 と いっ て は 2 と いう の は 3 と いう に は 4 と いう こと は 
9. 家 く な る と 、 そ ろ そ ろ 帰 り ま す 。 


1 いけ な く て 2 いけ な い の で 3 いう と ころ を 4 いう ほど も な く 


8 4、2、2) 
みな きん 、 で きま し た か 。 上 記 の 問題 は 、 最 近 の 能力 試 験 に 出 た 問題 の 導 似 問題 で す 。 


基本 的 な 文法 を 復習 し て お きま し ょ う 。 
1 助詞 に 気 を つけ よう 
自転 車 は 、 近 所 ( ) 買い 物 ( ) 行く ( )( ) 便利 で す 。 (へ 、 に 、 の に ) 


新宿 ( ) 降り て 、 山 手 線 ( ) 乗り か えて くだ さい 。 (で 、 に ) 
③ この 道 ( ) まっ すぐ 行っ て 、 二 つ 目 の 角 ( ) 砂 ( ) 曲がっ て くだ さい 。 

(を 、 を 、 に ) 

④ 東京 ドー ム ( ) ( ) 試合 は 、3 対 1 ( ) 負け た 。 (で の 、 で ) 

( ) ( ) プレ ゼン ト は カシ ミア の マフ ラー で す 。 (へ の ) 

試験 ( ) 合格 する よう に 、 朝 食 ( ) カツ どん を 食べ た 。 (に 、 に ) 


(と ん カツ を 薄 て 、 ご は ん に 乗せ た も の ) 
2 と いう の は ーー の こと だ 
① 女 サ アナ と いう の は 、 女 性 の アナ ウン サー の こと だ 。 
② ゴミ の いう の は 、 ゴ ミ を 補導 別に 収集 する こと で ある 。 
③ 「 き ぼる 」 と いう の は 、 す る べき こと を し な いで 、 時 間 を 無駄 に 週 ご すこ と で ある 。 
3 こと いけ な い ノ ー と よく な い 一 「 こ な いよ うに 」 と 同じ よう に 使え る 
① 歯 が 痛い ん で す 。 ひ どく な る と いけ な い の で 、 叶 め に 歯医者 に 行こ うと 思い ます 。 
② 騰 れ る と いけ な い の で 、 タ タク シー で 行き ます 。 
の で 、 メ モ を し て お きま し た 。 (忘れ る と いけ な い ) 
④ 人 に の で 、 記 普 は 秘密 の 場所 に か くし て あり ます 。 

(見 られ る と いけ な い プ 読ま れる と いけ な い ) 
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9 隊 


III HH HL TOTTI TTT OC HHHHHHHHHHE 日 日 1 風 


ーー で きる プー で き な い 


8 々 は 考え 得る 最上 の 方法 を と っ た 。 
彼 は 、 犯 人 で な けれ は 絶対 に 知り 得 な いこ と を 知っ て いる 。 


は 、 場 合 に よっ て は 中 止 と いう こと も あり 得る 。 

この まま 不況 が 続い た ら 、 会 社 が 倒産 する こと も あり 得る 。 

大 隔 が 内 か ら 昇る な ど と いう こと は 、 絶 対 に あり 得 な い 。 

あの 人 が うそ を つい て いる な ん て 、 あ り 得 な い 。 

ー と いう (よく な い ) 傾向 が ある 

、 一 人 茶 ら し だ と 、 外 食 が 多く な り 栄 差 が 休 り がち だ 。 

。 雨 の 日 は 、 都 内 の バス は 遅れ が ち で す 。 

3. 都会 の サラ リー マン は 、 館 動 不足 に な り が ち で す 。 

の ホー ムステイ する こと に な っ た 女の子 は 、 税 不 が ち に ドア の 


る 気持 ち に な れ な い 


あの 訪 守 な 人 が 視 友 を 波切 る な ん て 、 2 
この 人 形 は ほろ ぼろ に な っ て し まっ た が 、 愛 著 が あっ て 捨て が た い 。 
出品 きれ た 作品 は どれ も すばらし く 、 侯 劣 つ けが た い 。 

9 ボラ ンティア 活動 に 行き 、 往 が た い 体 験 を し て きた 


ふし ~ の 様子 が ある 
。 今日 は 風 欧 気味 な の で 、 プ ブー ル に 行く の は や め て お きま す 。 
.・ いつ も 仕事 が 遅れ 気味 だ か ら 、 今 回 こそ 早め に や り 始 め よ う 。 


最近 、 食 べ 遂 ぎ で 少し た り 気 味 だ か ら 、 ダ イエ ッ ト し よう と 思う 。 


その よう な 様子 で (満足 げ 、 嬉 し げ 、 自 慢 げ 、 楽 し げ な ど ) 
は り 、 彼 は 以前 任 ん で いた 家 を 従 か し げ 
。 結 巡 式 で 会 っ た 牝 嫌 の 父 補 は 、 や は り 何 と な く 波 し げに 見 えた 。 
運動 会 で 1 等 に な っ た 子供 は 、 得 意 げ に 匠 を も ら っ て いた 
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ー 的 性 質 が ある 一 傾向 が 強い 


1. 彼女 は 、 年 の わり に は 考え 方 が 了 供 つぼ い 。 

0 彼 は 節 き っ ぽい 性 格 で 、 一 つの 仕事 を 長く 続け る こと が で き な い 
3 真 に な る と 、 明 る い 、 白 つぼ い 上 服 装 を する 人 が 多く な る 。 

ーー の よう な 感じ に な る 


286 


287 だ いぶ 春めい て きま す 。 


. PR RE みん な に 嬢 われ で いる 。 


練習 問題 (解答 は 別 型 6 ペー ジ ) 


① あれ 、 メ ガ ネ 、 ど こ に 置い た っ け 。 最 近 、 年 の せい か 忘 
③) 起こ り あら ゆる 災害 を 想定 し て 、 対 策 を 考え て お く 必要 が ある 。 
ずっ と 仕事 が 忙し か っ た の で 、 最 近 少 し 疲れ だ 。 ゆ っ くり 体 みた い 。 
④ 小 きい 子供 を 謎 拐 し て 殺す な ん て 、 放 し 犯 汗 だ 。 

め 父 は 年 を と っ て 気 が 矢 く な り 、 と て も 終り な っ て きま し た 。 

⑮⑧ あん な に 大 き な 会 社 が 倒産 する な ん で 、 こと だ と 思っ て いた 。 

② 案 き が 利 ら ぎ 、 在 くる と 、 何 と な く 気 持ち が 明る く な り ま す 。 

0 私 は 小さ いこ ろ 体 が 青く て 、 学 校 を 休み で し た 。 

め えっ 、 人 彼女 、 あ れ で 14 歳 ……、 ず いぶ ん 大 人 ね 。 

3⑩ 社長 は 沈 成 し た ビル を 自得 に 腕 め た 。 

⑪ 彼女 は 見 か け は 女らしい ん で す が 、 性 格 は 男 ん で す よ 。 

疹 人 生 と いう の は 、 予測 し こと が 起こ る か ら こ そお も し ろ い 。 


て 。 


・「~ 往 る 」『~ 得 な い 』 
「 導 える 」「 知 る 」「 予 想 す る 」「 巴 測 す る 』「 解 決する 」「 判 断 す る 」 
「 雷 解す る 」「 感 知 す る 」 な ど に つく 


[が た い 」 …… 


te 
*「ー に くい …… する の は 難し い が 、 で き な い わけ で は な い 。 
この 店 は 女性 客 ば か り で 入り に くい 。 
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4 ~ か ね る 、~ か ね な い 、~ き る 、 
ーー されない 、~ か ける 、~ か け だ 


TT ODETTE 


HU 


・ アバ ー ト を 二 つ 紹 介さ きれ 、 ど ちら に し た らい いか 決め か ね て いる 。 
。 テ アル バイ ト を 体 みた い が 、 こ ん な 忙し い 時 に と 思っ て 、 言 い 出 い ゅ 
ね て いる 。 

子供 は 、 お 父さん の 帰り を 待ち か ね て 、 寝 て し まっ た 。 
※ 願 客 な ど に 対し 、 丁 寧 に 否定 する 時 に よく 使う 
・ お っ し ゃ る こと は わか り ま す が 、 そ の 意見 に は 賛成 し か ね ます 。 
. この 仕事 、 明 日 まで と いう こと で し た ら 、 こ ちら で は お 引き 受け し 
か ね ます 。 

[ 新人 の 仕事 ぶり の あま り の 許 人 策 の 悪さ を 見 る に 見 か ね て 、 つ い 手 
を 出し て し まっ た 。 

と いう (悪い ) 可能 性 が ある 


288 | 


289 


290 

2. この ご ろ の 着い 社員 は 、 気 に 入ら な いこ と が ある と 会 社 を 辞め る な 
ど と 言い 出し か ね な い 。 

3.「 田 中 さん 、 昨 日 酔っ ぱら っ て 道 で 寝 ちゃ っ た ん で すっ て 。」 

「 あ あ 、 あ いつ な ら や りか ね な いな 。」 


291 


。 彼女 は ご 主人 に 頼り きっ て いる よう だ 。 
2 . 会 社 で も 家庭 内 で も いろ いろ と 問題 が あり 、 疲 れき っ て し まっ た 。 
3. 彼 を 信じ きっ て いる 彼女 に 、「 君 は だ まさ れ て いる 」 な ん て 、 僕 に 
は と て も 言え ませ ん よ 。 


292| 


全部 は ーー できない 完全 に は できない 


298| 1. 遠い 親 蔵 か ら 一 生か か っ て も 使い きれ な いよ うな 遺産 が 入っ て きた 。 
2 . あの 医者 の お か げ で 命 が 助 か っ た 人 は 、 数 えき れ な い ほ どい る 。 


3. 何 度 司法 試験 に 失敗 し て も 、 弁 護 士 に な る と いう 夢 は 捨て きれ な い 。 
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294 
っ て いる 。 

、 彼 は 、 休 か 沼 い か け て や め て し まっ た 。 い っ た い 何 を 言 お うと し た 
の だ ろう 。 

。 私 は 飽き っ ぽい の で 、 や りか け で て も 最後 まで や りき る こと は 、 あ ま 
りな い 。 


。 仕事 を や りか け で 出 て き て し まっ た の で 、 会 社 
な いん で す 。 

飲み か け の 告 コー ラ は 、 す っ か り 気 が 抜け て まず く な っ て 
3. 彼 の 部 屋 の テー プル に は 、 食 べ か が かけ の パン が 残さ れ て いた 。 


練習 問題 (解答 は 別冊 6 ペー ジ ) 


① ご 質問 の 件 で す が 、 こ ちら で は わか り の で 、 担 当 者 に お 開き いた だ け ま 
すか 。 

⑫「 こ の 本 、 お 借り し て も いい で すか 。]」 
「 あ っ 、 そ れ 、 ま だ 読み な ん で す 。] 

テレ ビ で あん な 涼 別 発 訓 を すれ ば 、 視 府 埋 か ら 非 難 さ れる の は わか り 


295 ら な けれ ば な ら 


力 が 強い の で 、 き ちん と 対処 し な いと 企 世界 に 広がり 


⑧ 彼 は 、 私 が 会 社 を クビ に な っ て 囚 り いた と ころ を 助け て くれ た 。 
⑱ 私 の ちょ っ と し た ミス で 、 ま た と な い 機 会 輝 し て し まっ た 。 今 さら 指 や ん で も し か 
た が な いと わか っ て いな が ら あ きら め 
② 長い 間 同 が 隆 ら ず 入 き 泰 は 、 い つ 由 火事 が 発生 し て も お か し く な い 状 態 だ 
⑳ 彼 は 、 記 者 団 を 前 に し て 、 こ の 事件 に は いっ きい 関 な し て いな いと 言い た 。 
よく 使わ れる 形 


売り 使い 読み 食べ 

信じ 頼り わか り 決ま り 疲れ 言い な ど 

食べ 使い 数 え 待ち あき ら め 言い 。 な ど + きれ な い 
cf 人気 の ある パン は すぐ 完 り きれ る 売り きれ (名 調 ) 
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297 EE 
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300 


301 


。0。 


IT TIT IIIT UOT SETI TOE OT ETI OE TIT OTE TTI TIT ETT TI 1 


~ー っ ぱな し 、~ ぬ く 、 向 き を 、 向 け 、 
だ ら け 、 ま みれ 、 ず くめ 


店 た その まま 
が ずっ と 続い て いる こと を 表す 


・f っ た も の は 出し っ ぱな し に し な いで 、 ち ゃ ん と 上 艇 付け な さい 。 
2. 記 間 の ドア が あけ っ ぱな し だ ょ 。 全く 入 川 心 だ な あ 。 
3. 萌 の 箇 車 は と て も 込ん で いる か ら 、 ず っ と 立ち っ ぱな し だ 。 


最後 まで する 


どん な に つら く て も 、 度 や る と 決め た こと で すか ら 、 や り ぬ くつ 
も り で す 。 

、 考え ぬい た 結果 、 今 の 会 社 を や め て 上 自分 で 事 を 始め る こと に し た 。 
、 高校 野球 は 、 最 後 まで 勝ち ぬい た チー ム が 優勝 する 。 


この 方 向 に 向い て いる 

1 。 この 部 屋 は 走向 寺 な の で 、 吸 る く て 暖か い 。 。。 
| 2 この 部 屋 は 東向 きだ か ら 、 章 昌 が 入っ て 気持 ちがい い 。 

ー に 週 し て いる 

1. この ゴル フ コ ー ス は 起伏 が 少な く て 初心 

| > 物語 は 、 婦 性 向き の 仕事 だ と 語 われ て いる 。 

5、 この レス トラ ン の 料理 は 安く て 紅 が 多い の で 、 若 い 男 性 向き だ 。 


1. この 貨物 は アメ リカ 向け だ 。 
泊 外 向け の 放送 は 、 世 界 各地 に 住む 日 本 人 の 情報 流 に な っ て いる 。 
・ この 市 は 周 内 向け で は な く て 、 輸 出川 で す 。 


・ これ は 衝 身 者 向け に 作ら れ た 部 尽 な の で 、 ゃ 
・「 ジ ャ パン タイ ムズ 』 は 日 本 に 住ん で いる 外国 人 向け の 新聞 だ 。 


302 記 


\ っ ぱい だ ※ あ まり 良く な いこ と に 使わ れる 


・ 町 の 中 、 公 賠 を 走っ た の で 、 赴 が 混 だ ら け に な っ て し まっ た 。 
。 彼 の 書い た 書類 は 誤 池 だ ら け で 、 こ の まま で は 上 上司 に 提出 で き な い 
. 彼 の 選 転 は 誠 時 だ か ら 、 買 っ た ば か り の 申 が も う 物 だ ら け だ 。 
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・ 選 子 た ち は 優 勝 に 向け 、 汁 まみ れ に な っ て 練習 し て いる 。 

2 交通 事 族 の 彼 富 者 が 自 ま あれ に な っ て 和合 れ て いた 。 

。 この ご ろ の 部会 の 子供 は 、 泥 まみ れ に な っ て 遊ぶ こと は ほとん ど な 
い だ ろ う 。 


何 か ら 何 ま で 一 ば か り 


303 


304 


2. 今日 の 彼女 は 、 セ ー タ ー も パン ツ も 全部 思 ず くめ だ 。 
3。 彼 は 最近 課長 に 界 進 し た し 、 結 婚 も 決ま っ た し 、 何 も か も いい こ 
と ずく め だ 。 


練習 問題 (解答 は 別冊 6 ペー ジ 
① この カレ ー は と て も 平 い で すね 。 う ちの 人 で す 。 
@: 何 年 も 上 付け て いな い 物 借 を 掃除 し た ら 、 体 中 ほこ り に な っ て し まっ た 。 
③④ アイ ロン を つけ で 肌 て 来 た よ うな 気 が し て 、 あ わ て て 家 に 戻っ た 。 
彼女 は 人 間 剛 係 で 悩み 、 と うと う ノ イロ ー ゼ に な っ て し まっ た 。 


③ 日本 へ 来 た ば か り の ころ は 、 わ か ら な いこ と で 、 大 変 だ っ た 。 
④ この 開 器 の 人 展 は 、 以 前 アメ リカ に 作ら れ た も の だ 。 
の 部 屋 の 方 が 南 の 部 屋 よ り 薄 ち 着 いて 和希 泊 で きる らし 


x 
いい こと x ) 
2 


(1) タン ク の 水 は すでに 使い し まっ た 。 も う 満 も 残っ て いな い 。 


1. か け て 2. ぬい て 3. きっ て 4. か ね で 
(2) 試験 まで に は 、 数 え ほど の 洪 字 を 覚え を な けれ ば な ら な い 。 
1. か ね な い 2. きれ な い 3. が た い 4 . 得 な い 


(3 今年 は 正月 か らい いこ と だ と 言っ て 、 お じい ちゃ ん は ご 機嫌 だ 。 
1. だ ら け 2. まみ れ 3. が ち だ 4. ずく め 
(④ や は り 、 何 と いっ て も 南 の 部 屋 が 人 気 が あ り ま すね 。 
1. 気味 2. 向き 3。 かけ 4. 向け 
5) いな く な っ た 彼女 の 部 屋 に は 、 か け の 手紙 が お いて あり まし た 。 
1. 書き 2. 書い て 3. 書く 4. 再 い た 
(6) この ご ろ の 女子 高校 本 は 、 私 服 に な る と ずい ぶん 大 人 見 える 子 が 多い 。 
1. 気味 に 2 が ち に 3. めい て 4. っ ぽく 
(⑰) あい つ は 人 殺し だ っ て や り ぐら い 舞っ て 用 て いっ た ぞ 。 
1. 得 な い 2. か ね な い 3. が た い 4. きれ な い 
(@) 私 の 祖 評 は 、20 了 紀 の 章 動 の 時 代 を 生き きた 。 
1. か け て 2. か ね て 3. きっ て 4. ぬい て 
9⑨ 仕事 で し ば らく 国 を 離れ る が 、 ず っ と か わい が っ て きた 犬 と は 別れ s 
1. が た い 2. きれ な い 3. 得 な い 4. か ね な い 
(1⑩) 遇 区 な ん で すか 。 そ れ じ ゃ 、 早 く 帰 っ て 休ん だ 方 が いい で す よ 。 
1. だ ら け 2. も き 3. が ち 4. 気味 
(11) 教授 は 、 実 験 結果 を 見 な が ら 満 足 に ほほ えん で いた 。 
1. ば 2. が ち 3. っ ぽく 4. 気味 に 
(12) ずい ぶん 前 に に く な っ た 人 が 次 を 現す な ん で 、 こと だ 。 
1. あり が ちな 2. あり か ね な い 3. あり 得 な い 4. ありがたい 
(13) こん な 間違い の テス ト を 多 が 見 た ら 、 ど ん な に 把 る だ ろう 。 
1. だらけ 2. まみ れ 3. ずく め 4、 が ち 
(14) 残念 で す が 、 そ の よう な お 約束 は で き e 
1. か ね ませ ん 2. きれ ませ ん 3. か け ま す 4. か ね ます 
(15) 後 女 の 部 屋 は 、 洋 服 が っ ぱな し で ひど い 状 態 だ っ た 。 
1. 脱ぎ 2. 脱い だ 3. 脱ぐ 4. 脱い で 
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一 方 だ 、 お か げ だ 、 せ い だ 、 故 、 と お り だ 、 
始末 だ 


TIT TOG TI EI TE OTT TIT TIT TT TIT TOTTI TT 


ー の 方 に だ け 変 化 が 進ん で いる  ※ 前 は いつ も 変化 表現 


s 日 本 に 来 て か ら 運 動 不 足 で 体力 が 黄 え る 一 方 だ 
指 幸 化 社会 の 中 で 、 マ スコ ミ の 役割 は 大 きく な る 一 方 だ 。 

覚え な けれ ば な ら な い 言葉 が 増え る 一 方 で 、 時 間 が いく ら あ っ て も 
足り な い 。 
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私 3 あま り 勉強 が で き な い の は 、 同局 し て いる 彼 の せい だ 。 
2 、 彼 が 遅れ て 米 た せい で 、 予 定 の 電車 に 来れ を か っ た 。 

・ 矢 敗 を 他人 の せい に する の は よく な い 。 

が 原因 な の か 
1. 夏休み に 入 っ た せい か 、 電車 が すい て いる 。 

2. 大気 が いい せい か が 、 今 日 は 気分 が いい 。 

3. 人生 が 人 違っ て 見 える の は 、 あ な た に 出会っ た せい な の が 。 
cf 気 の せ いか 、 彼 女 は 少し や せ た よ うだ 。 

年 の せい か 、 最 近 人 の 名 前 を すぐ 忌 れ る 。 
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.。 この 国 に は 、 貧し き 敵 に 教育 を 受け られ な い 子 供 た ち が 存 在 す る 。 
2. 中 小 企 OR 不況 数 の 悲劇 だ 。 
3. 慣れ ぬこ と 故 、 お か けし て お り ま す 。 


て と 同じ よう に 


・ それ は 、 い つか テレ ビ で 見 た と お り 、 す ば らし い 若 色 だ っ た 。 
・ 私 が 言っ た と お り に 萌 い て くだ さい 。 
3. 彼 に 会 いま し た が 、 私 が 思っ て いた と お り の まじ めそ うな 人 で し た 。 
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第 10 章 名 詞 を 使っ た 言 


局 一 と いう (悪い ) 状 態 だ 

彼 は さん ぎん 飲ん だ あげ く 、 自 分 の 家 に 入ら ず に 前 の 道路 
で し まい 、 才 急 車 で 病院 に 運ば れる 始末 だ っ た 。 

2、 彼 女 は テス ト に 遅れ た 上 に 、 符 記 用 具 ま で 忘れ て くる 始末 だ 。 

. 彼 は 折 分 の 能力 が わか っ て いな い 。 今度 の 仕事 も 口 分 人 で や る と 
言っ て お き な が ら 、 結 局 で きず に みん な に 迷惑 を か ける 始末 だ っ た 


也 主 本 は < しい 方 を 所 びな さい 。 (解答 は 別冊 6 ペー ジ ) 
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。 せい か 、 
選 昨日 約束 し た | 了 私 た ち は 3 時 に 駅 で 会 っ た 
お り 、 
a と お り だ 。 
② 私 が ここ まで 基 張 っ て こら れ た の も 、 あ な た が いて くれ た | 
お か げ だ 。 
- に 増え る 
恋人 と 別れ て か ら と いう も の 、 彼 は お 酒 の 所 が を 方 だ 。 
い 
er 時 お か ば げ だ 。 
もこ の 大 学 は 本 当 に いい 大 学 だ 。 か ら 団 い て いた | 
と お り だ 。 
と お り に 、 
(5 着物 を 着 て いる 2 今日 の 彼女 は いつ も より 女らしく 見 える 。 
いか 、 
菩 の 


⑯) この 作品 に は 、 若 さ 


A Pe 敢 の 3 
本 熱さ は ある が 、 ゃ | 新鮮 さも ある 。 
せい の お か げ の 
の 彼女 は 人 の 忠告 も 聞か ず に 勝手 な や り 方 を し て 、 
と お り に | 方 だ 。 
る 


始末 だ 。 


失敗 する と 人 の | 
せい に 


a 2 族 で 、 た まる 
⑧ 銀行 が お 金 を 貸し て くれ な い de kw - 方 だ 。 
いで 、 で 


⑨ 台風 に よる 集 水不足 に な ら ず に すみ そう だ 。 


上 | お か げ で 、 
の 


せい で 、 
DP し 3 牙 、 うか が た 

3⑩ 病 気 療 状 中 の こと 1 ご 結婚 の お 祝い に 伺え ず 、 失 礼 奴 し まし た 。 
5 - 始 本 だ 。 
下 上 級 に な っ て 、 授 業 の 内 容 も 礁 し く な る 

- 方 だ 。 
ーー s 始 木 だ 
⑫ 奏 は 家事 を 全然 や ら な く な り 、 最 近 で は 友達 を 連れ て き て 電 ま で 酒 を 飲む だ 

リー 


9 お それ が ある 、 き らい が ある 、 代 わり に 、 


TOTTI TT TTT IT ETT STITT TOOT TE ITT TT OUI AO TTT 


心配 が ある 


1 。 この 氷 は 薄 業 きれ て いる お それ が ある た め 、 飲 用 に 適し ませ ん 。 
2. 胃 日 は 低 気 正 の 影 審 に よる 大 山 の お それ が あり ます 。 

3 務 須 か ら 2 た っ た の で 、 も う 注 波 の お それ は な く な っ た 。 
ーー よう な (望ま し く な い ) 傾 向 が ある 
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初心 者 で な い 人 は 、 基 本 の 練習 を 潜 視 する きら い が あ る 。 

彼 は 販 が いい せい か 、 す ぐ 他 人 を 批判 する まき らい が ある 。 

能力 に 自信 を 持っ て いる 人 は 、 他 人 の 意見 を 無視 する きら い が あ る 。 
ー を し な いで … を する へ の 代理 と し て ※p.22「~ に 代わ っ て 」 参照 
1. 事情 に より 、 恨 日 の 会 合 に は 私 の 代わ り に 部 下 を 行か せま す 。 

2 最近 タバ パコ を 吸う 代わ り に コー ヒー を 飲ん で いま す 。 

3. 「 僕 の 宿題 、 や っ て くれ る ?」 


313 中 
2: 
き 。 
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315 ; : 介 を 知っ て いる くせ に 、 話 そう と し な い 。 
2. 彼女 は 彼 が 好き な くせ に 、 彼 に 対し て わ ぎ と 冷た くす る 。 


3. 子供 の ころ 、 男 の くせ に 泣く も の で は な い 、 と よく 言わ れ た 。 


1. 子供 は 子供 な り に 考え て いる 。 親 は 干 涼し すぎ て は いけ な い 。 

2. 勉強 する 間 が な いな ら 、 な いな り に 勉強 の 仕方 を 工夫 し まし ょ う 。 
3. 昨日 の 講演 を 聞い て 、 私 な り に 考え た こと を まとめ て みた 。 

cf この 道路 を 道 な り に 行く と 、 駅 に 出 ます 。 

ー し すぎ て と て も へ ~ で 


1. 初め て の デー ト で 、 想 岩 の あま り 何 も 食べ られ な か っ た 。 
人 に 指導 し よう と する あま り 、 暴 力 を ふる っ て し まう 教師 が いる 。 
ーー な し で を 考え な いで 

!、 こ の ケー キ は アレ ルギー の 人 の た め に 、 卵 釣 き で 作っ て あり ます 。 
2. 彰 ご は ん 弘 き で は 、 せ まで 勧 け な い 。 


3 仕事 の 話 は ぬぎ に し て 、 今 日 は 楽し く 飲 み ま し ょ う 。 
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317 


318 
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第 10 章 名 詞 を 使っ た 言 


て を 考え に 入れ な か っ た ら … で き な い 


. 昌 本 の 料理 は 、 し ょ う ゆ ぬき に は を た られ な い 。 
・ 彼 の 援助 を めき に し て 、 今 度 の 計画 の 実行 は あり 得 な か っ た だ ろう 。 


rw ew ー 


世界 の 歴史 は 、 戦 争 を ぬき に し て 語る こと は で き な い 。 
、 こ の 国 の 発展 は 、 近 了 詳 回 と の 協力 を ぬ ま に し て は あぁ り 得 な い 。 
練習 問題 下 0 は 0 (解答 は 別 嘆 6 ペー ジ ) 
\ ぬき で 
① 最近 は まじ めで す 。 ずっ を テル コー ル ] や っ て ます 。 
ぬき で は 
の くせ に skr 
(② め あま り 県 数 は よく な い が 、 彼 | の 需 張 っ た の で は な いか 。 
1 お も し ろ い 。 
き 彼 の 人 生 は 、 女 性 の 話 を ぬき に し て は 
語れ な い 。 
。 代わ り に 
④ 私 に テニ ス を 教え て くれ ませ ん か 。 そ の ビア ノ を お 教え し ます 。 
お か げ で 
so とう お それ が ある 
ぶ ⑦ 現代 人 は 人 間 関 係 を 面倒くさ が る 
きら い が あ る 。 


1 くせ に 
⑯「 女 の に タバ パコ を 吸う な | と いう 言い 方 に は 性 溢 別 を 感じ る 。 
な り に 


ぬき で 
ケー キ を も ら っ た の で 、 そ れ を 昼 ご は ん の 食べ た 。 


代わ り に 
A きら いも ある 
⑱) この 薬 は よく 効く が 、 副 作 川 の | の で 、 注 意 が 必要 だ 。 
お それ も ある 


は ぬき 
ゅ at] 今日 の 井 は きれ い だ よ 。 
どおり 


は 


⑯ 彼女 と 結婚 の 約束 を し た 彼 は 、 う れ し き の 


お か げ で 
夜 な か な か 眠れ な か っ た 。 


あま り 

⑪ お 金 が な く て も 、 su り に 楽し く 生 き て いく 方 法 が ある だ ろう 。 
な = 

る くせ に 

⑫ 彼女 を 喜ば せよ うと 思う あぁ まり つい 無理 を し て お 金 を 使い すぎ て し まう 。 
ち 
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322 
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.% 世 


第 だ 、 い か ん だ 、 か た わら 、 
いで に 、 か た が た 、 が て ら 


HIIUIUIIIIIIUWIIIUIETIMETIIIIITIIIIIIWIEIIIRIIIIIIIIIII 半 HH 


こう で ある か に よる 


・ 年 拘 が 達成 で きる か どう か は 、 本 人 の 労力 次 第 だ 。 
、 槍 査 の 結果 次 第 で 、 隆 術 す る か どう か が 決ま り ま す 。 
・ テス ト の 成績 次 第 で は 、 上 上 の クラ ス に 上 が る こと も で きま す 。 


※ 事 情 ・ 経過 を 示す 


8 う な 次 第 で 、 こ 
り ま し た 。 

。…… と いう わけ で 無事 工事 も 完了 いた し まし た 。 寿 く 御 和 四 し 上 げ 
る 次 第 で ご ざい ます 。 


『 ど う で ある か に よる 
・ 来年 度 の 事 灯 を どう する か は 、 社 尽 の 考え 方 いか ん だ 。 

2. 管 伝 の し か た いか ん で 、 商 CR 

。 その 日 の 体 潤い か ん で は 、 試 合 出場 は 召し く な る か も し れ な い 。 

う で ある か に よっ て は ※「~ い か ん で は 」 と ほぼ 同じ 意味 

1 遇 度 か ん に よって は 、 傍 級 で き な いこ と も あり 符 る 。 

、 29 殖 レ ー ト いか ん に よっ て は 、 が 学 も 堂 缶 し な けれ ば な ら な い 

ー が どう で ある か に 関係 な く 

・ 犬 條 の いか が ん に よら ず 、 骨 日 の 試合 は 決行 し ます 。 

2. いっ た ん 納め られ た 会 費 は 、 理 帆 の いか ん に か か わら ず 送 却 怪し 
ませ ん の で ご 注意 くだ さい 。 

。、 こ の 論 学 金 は 、 成 績 優 記者 に は 、 経 済 状況 の いか ん に か か わら ず 
区 給 さ れる そう だ 。 
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て の 一 方 で  ※ 職 業 や 社会 的 立場 を 両立 させ て いる 場合 に よく 使う 


。 彼 は 銀行 に 勤め る か た わら 、 
、 人 彼女 は 至 児 の か た わら 、 錠 信教 育 で 攻 避 の 勉強 を し て いる 。 


て する ちょ うど その 機会 に 
1. 自 休み に 竹 国 し た つい で に 、 試験 に 必要 な 出 類 を 準備 し た 。 
買い 物 の つい で に 、 は が き を 川 し て きた 。 


ジュ ー ス を 買い に 行く の な ら 、 つ いで に 私 の も 買っ て き て 。 


3. 
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第 10 章 名 詞 を 使っ た 言葉 


1 。 帰 同 す る の で 、 お 礼 か た が た 先生 の お 宅 に 伺っ た 。 
お お 見 革 い か た が た 試合 の 神 千 に 行っ た 。 


327 上 


328 |: 


2.「 そ ろ そ ろ 燈 る よ 。」「 じ ゃ 、 散 歩 が て ら 、 台 ま で 送っ て 行く よ 。] 


練習 問 題 で 32 (解答 は 別冊 6 ペー ジ ) 


か た わら 


① 人 運動 大 の 散歩 係 を 引き 受け て いま す 。 


> 


< か た わら 
の あの 人 は 、 塾 で 教え る 受験 参 才 避 を 書い て いる 。 
つい で に 
の] 勉強 が お も し ろく も つま ら な くも な る > 
せい で 
いか ん に よっ て 


の お か げ で 


(ゆこ の た び は 、 み な きま の 応接 


nn 次 第 で 
心から 御礼 中 し 上 げ る ご ざい ます 。 
方 で 


に か か わら ず 5 
) 今 日 の 試合 の 結果 いか ん で すでに A チー ム の 優勝 は 決ま っ て いる 。 
こよ つて 


つい で に a 
写真 を 持っ て 伺い ます 。 


6) 結婚 式 で は お 世話 に な り ま し た 。 お 礼 
か た が た 
旭 の 考え 方 - 
の 今 の 生活 を 辛 せ と 感じ る か どう か は 、 次 第 だ ね 。 
介 が どう 考え る か 
。 が て ら P 
パリ に 旅行 し た フラ ンス で 結婚 し た 友達 を 訪ね た 。 
| っ いで に 
か た わら し 7 
め あの ラー メン 屋 の 王 人 は 商売 の 小説 を 書い て で いる と いう うわ さだ: 
か た が た 


帝 に 
人 提出 期限 に 問 に 合わ な か っ た 場合 は 、 の | に かかわ ら ず 受け 付け ませ ん 。 
いか ん に 
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10 章 まとめ の 問題 


(1) この 病気 は 広い 地域 に 伝 筑 す る が ある か ら 、 四 く 手 を 打 た な けれ ば な ら 
な い 。 
1. きら い 2. 政 3. お それ 4. 始末 

⑫ 日 本 は 経済 的 玩 戻 を 追求 する 笠 培 保護 対策 が 連れ て し まっ た 。 
1. くせ に 2. な り に 3. か た が た 4. あま り 

(8 世界 平和 を 突 現 で きる か どう か は 、 私 た ち 人 間 な の で す 。 
1. 始末 2. 次 第 3. 一 方 4。 族 に 

(⑭⑪ 人 か ら 見 る と の ん びり し て いる よう で も 、 彼 は 彼 が ん ば っ て いる の だ 。 
1. な り に 2、 わ り に 3. か わり に 4. ぬき に 

(5) 彼 は 問題 解決 の た め の 色 力 を 何 も し て いな い 、 口 だけ は 出す 。 
1. せい で 2. せい か 3. が て ら 4. くせ に 

(6) 雨 が 隆 っ て いる 、 今 日 は お 客 様 が 少な いで すね 。 
1. せい か を 3. くせ に 4. と お り 

⑰ 価値 観 の 多様 化 に 伴っ て 、 フ リー ター と いう 生き 方 を 選ぶ 若者 は 方 だ 。 
1. 多い 2、 区 える 3. 増え て 4. 増え た 

(8) どこ と の キャ ン パ ス も 楼 が 満開 らし い 。 花 見 大 学 の 見 学 で も し て 米 よ う 。 
1. 次 第 で 2、 な り に 3. とおり 4. が て ら 

(⑨) ・- 般 航 に 、 ま じ め な 人 は も の ご と を 深刻 に 老 え すぎ る が ある 。 
1. 履 2. お それ 3. きら い 4. 始末 

(10) 面接 試験 は 、 先 左 に 教わっ た し た ら う まく いっ た 。 
1. お か げ で 2. いか ん に 3. か わり に 4. と お り に 

(11) ここ に は 、 親 を 失っ た 了 丁 供 た ち が た くさ ん いる 。 戦争 悲劇 だ 。 
1、 せ い の 2. お か げ の 3. つい で の 4、 履 の 


(12) 息子 は 自活 する と いっ て 家 を 出 た も の の 、 結 局 彼女 の 世話 に な っ て いる 
だ 。 


1. 政 2. お それ 3. とおり 4. 始末 
(13) 私 の 到 は 、 ア ナウ ン サ ー を する 料理 研究 家 と し て も 活躍 し て いま す 。 

1. つい で に 2. が て ら 3.、 か た が た 4.、 か た わら 
(4) 記者 会 見 は 、 質 問 内 容 の 30 分 で 打ち 切り ます 。 

1. 次 第 で 2. せい で 3. か わり に 4. いか ん に よら ず 
(15) 現代 の 若者 に つい て 考え る と き 、 御 の 問題 ぬき に は だ ろう 

1. 庄 れ な ぃ 2. 語る べき 3 語れ る 4、 語ら な けれ ば な ら な い 
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0 て を … と し て に し て 


TOIT TTE TOIT ATTITUDE OO OI UOT TT TIT 


を … の 立場 位置 に お いて 
1 大 学 教授 を リー ダー と し て 、 教 科 書 の 人 
2. 区 民 セ ンタ ー で 、 国 際 交 流 を 目的 と する 集まり が 開か れ た 。 
3 


き 、 多 狐 た ち は 子 供 の 笑 角 を 朋 み に し て 、 働 いて いる 。 


を 中 心 に お いて 

の 会 社 は 、 孔 製品 を 中 心 に 食品 分 野 で 楽 病 を 仙 ば し て きた 。 
と いう の は 、 昔 、 ぶ を 中 心 と し て で きた 町 で ある 。 

3. 背 、 大 阪 と その 近郊 を 中 選 に し て 南 来 が 栄え た 。 


番 代表 的 な 例 と し て 、 ま すず 一 
1. 東京 に は 、 上 時 公園 を は じ め 、 桜の 名 所 が た くさ ん ある 。 

2. この レス トラ ン に は 女優 の を は じ め と し て 、 い ろ い ろ な 有名 人 
が や っ て くる そう だ 。 

3 この 店 で は 、 パ ソコ ン を は じ め と する 局 子 機器 を 扱っ て いる 。 


1 客 か ら の 意見 を も と に 、 ホ テル の 改 堂 が 進め られ て いっ た 。 


ee 


。 調 な の 結果 を も と に し て 拉 生 詩 が 作成 され た 。 
3. この 曲 は 、 革 か ら こ の 地方 に 伝わる 民 説 を も と に し て 、 作 られ てい 


る > 


る < 
2、 そ の コン ビニ は 、 大 阪 の 第 1 号 店 友 切り と し て 、 企 国 に チェ ー ン 
店 を 作っ て いっ た 。 


友人 の 結婚 式 で の 出会い を きつ っ かけ に 、 一 人 の 交際 が 始ま っ た 。 

2 . 彼 は 、 カ ラオ ケ 大 会 で 優勝 し た の を きっ か け に し て 、 プ ブロ の 歌子 を 
日 指す よう に な っ た 。 

3.、 オリ ン ピ ッ ク を きっ つ かけ と し て 、 日 本 は 高度 半 済 成長 へ の 一 歩 を 
路 み 出し た 。 
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第 1] 章 ご を … と し て / に し て 、 決 まっ た 形 で 使わ れる 言葉 ge 。 


< 一 を 契機 に ン 
に し て と し 
て 


5 
引 2. で 空港 な 2 


※(  ) は 正しい 方 を 選び な さい 。 (解答 は 別冊 6 ペー ジ ) 

① テレ ビ 番組 で 紹介 きれ た こと を と し て 商品 が 大 流行 する こと が 、 こ の ご 
ろ よ く あ る 。 

@ 朝 借 伝 の 公演 は 、 パ リ の オペ ラ 座 を と し て 、 ヨ ー ロ ッ パ 各地 で 行わ れる 
予定 で ある 。 

③ この チー ム は 、 キ ャ プ テ ン の 田中 君 を に し て よく まとまっ て いる 。 

④ 休日 は 、 ア ディズ ニー ラン ド を と する 行楽 地 は どこ も 人 で いっ ぱい だ 。 

⑤ この 学校 で は 、 テ ス ト の 結果 を (に し て / に する ) クラ ス が 決め られ る 。 

⑧ 病気 し た の を に 、 酒 も タバ コ も や め た 。 

の ⑦T 社 を (と し て ノ と する ) 自動 車 メ ー カ ー は 、 低 公 管 車 の 生産 に 意欲 的 
で ある 。 

⑧ 容 錠 狗 の 発言 に 関す る いく つか の 記事 を に 、 各 新聞 社 は 特集 記事 を 作っ 
た 。 

⑨ 隊 和 秋 路 大 類 況 の 際 は 、 学 生 を に 突 規 模 な ボラ ンティア が 組織 きれ 、 救 
拉 笑 動 を 行っ た 。 

⑩ 寿司 を 、 日 本 に は 拍 旬 類 を 素材 と し た 料理 が 多い 。 
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。40 決ま っ た 形 で 使わ れる 言葉 


HEI EIT A IIIT OO OUT STL TOTTI TT IIT TO TTT TTT I TI 


以下 の 言葉 は 、 あ まり 多く の 使い 万 が な く 、 決 まっ た 形 で 使わ れる こと が 多い も の で 
一 つの まとまっ た 表現 と し て 」 内 の 言葉 を お く と いい で し ょ う 。 


「 想 像 に か た く な い 」 (必ず だ ろう ) 
の 不安 な 状況 が 、 容 易 に 想像 で きる 


し て 社長 の 後 を 継い だ 場合 、 こ の 会 社 
が どん な に こと に な る か は 想像 に か た く な い 。 
。 こ の ま Pot DN どう な る か 、 和 月 像 に か た く な 
い 。 
「 驚 き / 同 情 到 ワン 涙 ノ を 禁じ 得 な い ] 


や 砺 し みな どの 気持 ち を 撤 る こと が で き な い ) 

に あれ ほど 多額 の 公 前 資 全 を 投入 する と は 、 
し て 怒り を 禁じ 得 な い 。 

2 食べ 物 も な いよ うな ひど い 細 境 で 人 て られ た 子供 た ち に 対し 、 同 
情 を 禁じ 得 な い 。 

「 聞 く ノ 見 る に た えな い 」 

(あま り に も ひど く て 聞い て 見 て いる こと が で き な い ) 

1. 最 所 の 中 学生 や 高校 生 の 昔 葉 造 い は 、 聞 くに た えな いも の が 多い 。 

2. あの テレ ビ 番組 は 、 あ まり に も ば か ば か し く て 見 る に た えな い 。 

「 鑑 賞 に た えな い 」 (第 賞 する だ け の 価値 が な い ) 
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1 . この 喘 画 の 測 来 は あま り に も ひど く 、 鑑 加 に た えな い 。 
2. (た える 」 の 形 で ) この 展覧 会 に は 、 下京 に た える 作品 は な い 。 
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340 。 日本 の ビル は 、 i SR けれ ば な ら な い 。 
の 住宅 は 、 当 の 重き に た えら れる よう に 造ら れ て いる 。 
その 選手 は 、 フ ァ ン の 期待 や マス コミ の 取材 に よる プレ ッ シ ャ ー に 


た えら れず 、 実 力 を 発揮 する こと が で き な か っ た 。 


「 満 定 す る ノ 信 頼 す る / 任 せる ノー に 足る 」 
(する の に 十分 で ある ~ す る 価値 が ある ) 


1 
2. 
3. 


1. 合格 は し た が 、 潮 足す る に 足る 渉 績 で は な か っ た 。 
2. 救 育 静 場 で は 、 信 頼 する に 足る 教師 が 少な く な っ て いる 。 
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第 1 章 一 を … と し て / に し て 、 決 まっ た 形 で 使わ れる 言葉 な と 


3. この 重要 な 作 務 を 任せ る に 足る 人 物 は 、 彼 し か いな い 。 
| 「 和 失礼 ノ 危険 ノ 不 便 ノ 非常 識 グ 極まる ズ 標 まり な い 」 
(これ 以上 ~ な こと は な い ) 


1. 日 上 の 人 に 対し て 「 何 ?」 な ん て 、 和 失礼 極まる 

2. 女性 に は 戦地 に 一 人 で 行く よう な 危険 極まりない 仕事 は 、 や めき させ 
る べき だ 。 

あの 教授 の 授業 は た だ ノー ト を 読ん で いる だ け だ か ら 、 財 所 極 ま り 
な い 。 

[ 栄 の 至り 極み 感 滅 の 至り 極み 恋 竣 の 至り ぜいたく 
の 極み | (非常 に で ある 最高 に で ある ) 
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1.、 この よう な 名 准 あ る 賞 を いた だ き 、 兆 栄 の 至り で ご ざい ます 。 
大 統領 に 声 を か け て いた だ いた こと は 、 ま こと に 感激 の 極み と いう 
ほか は な か っ た 。 

その 害 典 の 内 装 は 、 ま さき に ぜいたく の 極み で あっ た 。 

「 想 像 する だ に 恐ろし い 予想 だ に し な い ] 

(想像 する こと 、 予 想 す る こと さえ へ ) ー 
この まま 鱗 堪 油 染 が 進行 する と どう な る の か 、 想 像 する だ に 箕 

し い 。 

あの お と な し い 人 彼女 が 自分 で 合 社 を 作っ て 社長 に な る と は 、 予想 だ 
に し な か っ た 。 


( 解 和 は 別 提 7 ペ ー ジ ) 
① 子 供 を 読 交 し て 殺し た 犯人 に 対し て 、 色 り を 
⑫ 南 苫 が 少な い 年 に 館 永 を し な か っ た ら ど うい うこ と に な る か 、 根 像 に の 
私 の 作品 を お ほめ いた だ き 、 ま こと に 光栄 の 

⑧ 彼 は 、 ル ー ム メー ト に 対し て 逆 く に 

江 ま で 兄 送 り 9 に 来 て いた だ きま し て 、 忘 冶 の 
⑯ 東京 都 の 知事 と いう 役目 を 指 う に 人 物 は 、A 氏 以 外 に は 見 あたら な い 。 
の 急用 で も な い の に 人 夜中 の 3 時 に 電話 を か け て くる な ん て 、 非 常識 ッ 
去年 も 昨年 も 展 下 位 だ っ た A チー ム が 今年 優勝 する と は 、 了 予想 し な 

か っ た 。 
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第 11 章 まとめ の 問題 


(0 社会 幸信 を 作ら れ た 同体 が 、 不 正 に 資金 を 流川 し て いた と は 。 

1. は じ め と し て 2. 皮切り に 3. 目的 と し て 4. 長 機 に 
(2) この 会 社 は 、 調 味 料 を 、 食 品 の 分 野 で 素 納 を 仲 ば し て きた 。 

1. 申 心 と し て 2. めぐ っ て 3. 目的 と し て 4. 込め て 
(3 現代 で は 、 テ レビ や 冷蔵 庫 を と する きま ざま な 家電 製品 が 、 家 庭 生 活 に 

欠か せな いも の と な っ て いる 。 

1. も と 2. は じ め 3. 皮切り 4. きっ か け 
(⑭ 日本 で は 、 多 く の 女 性 が 出産 を 会 社 を や め る 。 

1. も と に 2. 契機 に 3. 中 心 に 4. は じ め に 
(5) 夏 の 花火 大 会 は 、7 月 の 骨 田 味 を 、 都 内 12 カ 所 で 行わ れ ま す 。 

1. 皮切り に 2.、 き っ か け に 3. 通じ て 4. も と に し て 


(6) クラ ス に な か な か と け 込 め な か っ た が 、 カ ラオ ケ に 行っ た の 、 み ん な と 規 
し く な っ た 。 
1、 が きっ か け に 2. を きっ か け に 3. を きっ か け で 4. きっかけ に 


(⑰) この 会 社 で 、 次 期 寺 長 の 宣 資 を 担う に 人 物 と 言え ば 、K きん を お いて ほ 
か に は いな い だ ろ う 。 
1. た える 2. た えな い 3. た えら れ な い 4. 足る 


(8) 周囲 の 人 々 の 強い 期待 と いう 剖 正 に 、 優 勝 は で き な い 。 
1. た えら れ な けれ ば 2. た えれ ば 3 足り な けれ ば 4、 足り れ ば 


(9) この 大 都市 に 大 地震 が 起こ れ ば 、 数 万 人 が 松 牡 に な る で あろ うこ と は < 
1. 稀 き を 茜 じ 得 な い 2 見 る に た えな い 
3. 想像 に か た く な い 4. 危険 極まりない 


(10) 固 会 議員 が 、 国 会 と いう 場 で 、 半 くに 果 計 を 吐く の を テレ ビ で 見 る に つ 
け 、 わ が 国 の 政治 の 次 元 の 低 き を 感じ ず に は いら れ な い 。 


1. た えら れ な い 2. た えな い 3. 足り な い 4. 足る 
(11) 大 統領 の 崎 殺 が 、 困 家人 浴 察 の 陰謀 だ っ た と 聞い て 、 ’ 
1. 想像 に か た く な か っ た 2. 非常 識 極 まり な か っ な た 


3. 満足 する に 足り な か っ た 4、 驚き を 式 じ 得 な か っ た 

(12) この 村 の 人 々 は 最近 まで 、 電 気 も 水道 あな い 、 - 般 の 人 か ら 見 れ ば 不便 
生活 を し て いた 。 
1. 極め た 2 . 極め な い 3. 極まりない 4. 極 ま ら な い 
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月 km 


HIIE 


話し 家 手 に 対す る 散 意 を 長 す た め 


作 を 低め た り し て 表 堺 する 言葉 で 、 


TIL TIT sl 


和子 の 


・ 動 作 を 高め た り 、 自 分 の 行 3・ 動 


散 攻 語 と 謙譲 語 と て いね い 語 が あり ます 。 


~ で いら っ し ゃ る 
山田 さん で いら っ し ゃ いま す 。 


借り る 
聞く 引き 受け 
徐 る 


1 


由 田 で す 。 


尊 散 語 動詞 議 陳 語 ・ て いね い 語 
な さる する いた す 
お っ し ゃ る 言う 申す 
いら っ し ゃ る いる お る 
いら っ し ゃ る 行く 合う ノ 参 る 
いら っ し ゃ る ノ み える ノ 来る 参る 
お いで に な る お 越し に な る 
召し 上 が る 食べ る 飲む いた だ く 
拝見 する 
人 5 
存じ て お る 
~ と 存じ る 
召す 球 
① 着 物 を お 百 し に な る 。 着る 
③④ お 気 に 百 す 。 気に入る 


お 目 に か ける ノ 
ご 覧 に 入れ る 
拝借 する 


も 


に 


ご ざい ます 


ー で ご ざい ます 
山 出 で さ ざい ます 。 
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第 12 章 敬語 、 出 杜 量 準 以 外 


どなた で も ご 利用 に な れ ま す 。 
れる プ ら れる 

① 何時 に 出発 され ます か 。 

②: 何 を 飲ま れ ま すか 。 


に 謙 議 語 
お ご ー に な る お / ご ー す る 
① 先生 が お 書き に な っ た 本 で すね 。 ① お 荷物 を お 持ち し ます 。 


② また ご 連 絆 し ます 。 

③ 近い うち に お 会 いし まし ょ う 。 

の ① 予定 が は っ きり し た ら お 知ら せ し ま す 。 
③ この 谷 、 お 借り し て も ょ よろ し いで すか 。 


形容 詞 の て いね いな 言い 方 


い 形 容 同 (形容 同 ) 
① お 容 い で すね 。 
お 案 う こざ いま す 。 
② お 美しい で す 。 
お 其 し ゅ う ご ざ いま す 。 
な 形容 詞 ( 形 容 動詞 ) 


② で 健在 で すご で いら っ し ゃ いま す 。 


① お きれ いで す ン で いら っ し ゃ いま す 。 


名 詞 の 尊 散 語 の 形 


お ノ グ ご + 名 詞 
① お 名 前 、 お 体 、 お 机 、 お 電話 …… 
②) ご 専門 、 ご 親戚 


<D 辞 書 を 信 し て いた だ け ま せん か が.。 


その 他 の 表現 
依頼 する 表現 意思 表示 の 表現 
ー て いた だ だけ ませ ん か ー せ させ て いた だ きま す 
お / ご て いただけ ませ ん か が じ ここ で 待た せ て いた だ きま す 。 


② 私 が お 考 伝 いさ せ て いた だ きま す 。 


① どう ぞ 、 ご 利用 くだ さい 。 
② ご 品 由 に お 取り くだ さい 。 


③④ お 待ち いた だ け ま せん か が 。 許可 を 求め る 表現 

③) ご 辻 絡 いた だ け ま せん が 。 ー せ ノン させ て いた だ け ま せん か 
指示 する 表現 ① 休ま せ て いた だ け ま せん か 。 
お ノン ご ー く だ さい : 考え させ て いた だ け ま せん か が 。 
お ノン ご ーー いた だ け ま すか が ②③ 私 に 行か せ て いた だ け ま せん が 。 


(少々 、 お 待ち いた だ け ま す が 。 
こ に ご 記入 いた だ け ま すか が 。 
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- 本 郎 。: も し も し 、I 中 さん の お 宅 で すか 。 看 隔 さ ん は いら つっ つ しゃ いま す ( い 
ます ) か 。 

存 子 の 家族 ・ 春子 は 今 軸 か け て お り ま す (いま す ) が 。 

太 人 郎 : で は お 帰り し に な り ま し た (帰っ た ) ら 、 最 れ 入 り ま す (すみ ませ ん ) 
が 、 お 電話 くだ さる (くれ る ) よう に お 伝え いた だ け ま せん か が (伝え 
て も ら え ませ ん か )。 

春子 の 家族 : 在 了 は お 電話 普 り を 存じ て お り ま す (知っ て いる ) で し ょ うか >。 


大 遇 : は い 、 ご 存じ で す (知っ て いま す )。 
在 子 の 家族 ・ さ よう で ご ざい ます (そう で す ) か 。 で は 、 そ の よう に 申し 伝え ( 言 
い ) ます 。 


太郎 : よろしく お 願い いた し ます (し ます )。 
2 . 学生 が アル バイ ト 先 の 店 長 に 

・ 明日 、 回 か ら 母 が 員 で 参り ます ( 示 ま す ) の で 、 1 日 休ま せ て いた だ け ま せん か ( 休 
ませ て で もらえ ませ ん か )。 

3 . お 世話 に な っ て いる 保証 人 さん に 

・ これ は 私 が 作っ た 和 料理 で す が 、 百 し 上 が っ て いた だ け ま すか (食べ て も ら え ます か ) 
ノ ど うそ ぞ お 百 し 上 が りく だ さい ノ ど うそ 百 し 上 が っ て くだ さい (食べ て くだ さい )。 
4 、 店 員 が 客 に 

・ た だ 今 、 盾 内 が 込ん で お り ま す (いま す ) の で 、 こ ちら で 少々 お 待ち いた だ け ま す 
が (待っ て も ら え ます か )。 

・ どう ぞ お 王 に と っ て ご 覧 くだ さい ( 兄 て くだ さい )。 

5 . 電車 の 中 で 知ら な い お 年 寄り に 

・( 席 を 譲っ て ) どう ぞ 、 お か け く だ さい (すわ っ て くだ さい ) お か け に な り ま せ 
ん か (すわ り ま せん か )。 

5 . 自己 紹介 で 

・ 私 は 、…… か ら 参 り ま し た ( 来 まし た ) …… と 申し ます (いい ます )。…… 私 の ふ 
る さと を 少し 紹介 させ て いた だ きた い (紹介 し た い ) と 思い ます 。 

7. 手紙 で 

・ お 春 く な っ て 参り まし た ( 集 く な っ て きま し た ) が 、 お 元気 で いら っ し ゃ いま すか 
(元気 で すか )。…… 近 々 、 お 伺い し た い (訪ね た い ) と 存じ ます (思い ます )。 お 
目 に か か れる (会 える ) の を 突 し み に し て お り ま す 。 
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第 12 章 敬語 、 出 衣 浴 以外 


練習 問題 :: 下 し い 方 を 選び な さい 。 (解答 は 別冊 7 ペー ジ ) 


a 参り ます か 。 


b いら っ し ゃ いま すか 。 


di) 先生 は 今度 の 旅行 に | 


a 出演 され た ょ 3 ご 覧 に な お り ま し た 


望 ) 先 人 1 テレ ビ で 、 を | 匠 紅 を 
b ご 出 浜 し た b 拝見 し まし た 。 


ぃ ヽ この 仕事 手伝っ > て くれ な いか な あ 。]| 
a お 考 伝 いし て 


b お 手伝い さき させ て 


「 私 で よろ し けれ ば 、 いた だ きま す が 。」 


0 a ご ざい ます 。 
④ 社長 、 今 日 は 1 時 か ら 会 議 が 
b いた し ます 。 
a お 聞き に な り ま せん か 
新しい 曲 で す が 、 
b お 聞き し ませ ん か 。 


6 (電話 ) 


a いら っ し ゃ いま すか 。 a 申し 上 げ ま す が 、 
| も し も し 、 川 田 さ ん で 林 と 
b ご ざい ます か 。 b 申し ます が 、 


a お り ま すか 。。 
太郎 きん は 

b いら っ し ゃ いま すか 。 | 
a いた だ け ま せん か 。 
b いた だ きま せん か 。 


踊れ 人 り ま す が 、 容 を 開け て | 


⑱: (手紙 ) 
a お 号 う ご ざい ます が 、 
【 書く て ご ざい ます が 、 
! お 越し に な っ た a お 日 に か けら れる 


お 元気 で いら っ し ゃ いま すか 。 先 月 、 引 っ 越し まし た の で 、 


近く に 際 は 、 ぜ ひ お 立ち 寄り くだ さい 。 


b 則っ た b お 目 に か か れる 
の を 、 楽 し み に し て お り ま す 。 
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ゃ っ 5 a 帰ら れ て 
ちょ っ と 豆 疹 が し ます の で 、 今 日 は 上 軒 め に いた だ きた いん で す が 。 
b 帰ら せ で て 


3 a お 待た な せ し て 
⑩ 時 間 を 間違え て し まい 、 ち 和 を し まっ た 。 
b お 待ち に な っ て 


a 珍 て くだ さる 
の で 、 安心 で す 。 
b 診 て いた だ く 


J⑪ あの 病院 の お 医者 様 は 、 と て も 丁寧 に 


誰 「 お 人 錯 当 、 お いし そう で すね 。」 
a 谷 し 上 が り ま せん か 。」 


「 そ う で すか 。 よ ろ し か っ た ら 、 タレ | 
b お 食べ し ませ ん か 。」 


気 を づけ まし ょ う 』 

1. 知っ て いま すか 。 一 ご 存じ で すか が 。 
は い 、 知 っ て いま す 。 一 は い 、 存 じ て お り ま す 。 
いい え 、 知 り ま せん 。-* いい え 、 存 じ ま せ ん 。 


ー と 思い ます 。 … ~ と 存じ ます 。 
2. 区 は 、 田 中 と いい ます 。 > 秘 は 男 中 と 申し ます 。 
私 の 意見 を 吾 い ます 。 … 私 の 意見 を 申し 上 げ ま す 。 
3 先 全 に 作文 を 見 て いた だ きま し た 。 
: 文 を 見 て いた だ け ま せん か 。 
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IE III II 5 


.. 出題 基準 以外 で 今 ま で に 出題 され た も の 


TI TOOT 


能力 試験 に は 、 抽 題 大 準 と きれ て いる 項目 以外 か ら も 出題 され る 場合 が あり ます 。 と 
の よう な も の が 出題 きれ て いる で し ょ うか 。 (解答 は 別冊 7 ページ) 


1998 年 度 1 級 


・ 自分 で 不定 行 放 を 指示 し て お き な が ら 、 


ね 。 


部 下 が し た こと だ 


1999 年 度 1 級 


が 


* が っ た の で 、 


て も 支障 は な い 大 丈夫 だ 


学校 へ 行 


る こ 


言わ な い 方 が いい 


~ か な あ 


ー 以 上 の こと は な い 


・ 人 暮らし な の で 


0 


部屋 で 分 だ が が 、 も うー 部 屋 あ れ ば それ 


の こと を 
に と が よく ある 。 
※ ( 文 の 最後 に 来 て ) 見 当 が つか な いこ と を 表す 


ーー が いち ば ん いい 


を 言っ て し まっ た ば か り に 、 人 間 関 係 が 悪く な 


慮 せ 


ず に ~ す る 
て は ば か ら な い 


・ 彼 は 、 ク ラス で いち ば ん で きる の は 白 分 だ と 


断言 し て は ば か ら な い な ど 


きっ と 実現 させ る と いう 意志 を 表す 


ー と 、 が まん で き な い ほど 大 変 だ 


・ 東 京 は 家賃 が 高い と 閉 い て いた の で 


惜 は し て いた も の の 、 こ う 高 


73 の 


2001 年 度 2 級 


ー な どの  ※ 例 示 


- この 町 に は 体育 館 や プー ル 


て の 間 (時 間 ) を お い 
・ ず っ と 骨 の が 続い で いた が 、 1 週間 


2001 年 度 1 級 


* を まえ て | ~ を 判断 の 根拠 に し て 
, ・ 今 年 は 位 朋 を 涙し た が 、 今 年 の 経験 。。 、 ま た 来年 に 向け 
| て 練習 し た い 。 
* に と ど ま ら | 一 の 電 団 に 限ら れる こと な く 
BB の 披 千 は 、 部 の 地域 


ヨー ロッ パ 全域 に 広がっ た 。 


し て の な ん の と 


~ と か な ん と か ※ い ろ い ろ と 要求 や 不満 、 いい わけ な ど を 並べ る 様子 


TAF さん は 、 新 し い 学 校 が 気に入っ て いる ん で すか 。」 
それ が 、 教 室 が せま い 文句 ば か り 言 っ て いる ん で す 
よ 。」 


ゃ に か こつ け 


何 か の た め の 表 面 上 の 理由 に し て 


、 家 の 手伝い を 全然 し な い 。 


※ な い 形 十 ず じまい 


5 礼 を 詩 - > て か ら 和 帰国 し た か っ た が 、 結 局 
に な っ て し まっ た 。 


他 の 悪い 点 に 比べ 
| ・ 勤 強し た わり に 


= け は いい と 言え る 


た 


・ 必死 の 看病 、 彼 は と うと うに く な っ て し まっ た 。 


ー か 、 と 改め て 考え て みる と 、 そ うい うこ と は な い 


- 彼 婦 は と て も 人 気 の ある 女 俊 だ 。 し か し 、 す ば らし い 共 人 
それ ほど で も な い 。 
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第 12 剤 仔 語 、 出 題 大 準 以 外 


出題 基準 項目 の 応用 問題 


出題 基準 上 日 か ら の 出題 で す が 、 形 どおり で は な か っ た り 、 応 用 し た も の だ っ た り し て 
戸 濾 う 場合 が あり ます 。 そ の よう な も の を 練習 し て お きま し ょ う 。 


1、 こ ん な 忙し いと き に 、 ゆ っ くり ご 飯 な ん か 食べ て いら れる も の で すか が 。 (98 年 度 1 級 ) 


ー も の か (p. 61) 
2. 死ん で お 詫び し ろ と まで は 言わ な い が 、 医 療 ミ ス の 次 任 は きち ん と と っ て も らい た い 。 
ー と は 言わ な いま で も (p.12) (99 年 度 級 ) 
3. 彼 は 、 デ ー ト と いう と 必ず カラ オケ だ か ら あ き て し まっ た 。 (OO 年 度 2 級 ) 


ー (p.86 の 「 と いう と 」 と 意味 が 違い ます ) 
4. 役員 会 に お ける 特 成 多数 に より 、 則 中 氏 を 次 期 社 尽 と する こと に 決定 いた し まし た 。 


ー て を … と する (p.128) (OO 年 度 2 級 ) 
5. 学園 祭 で 、 私 た ち が 作 っ た お 菜子 は お も し ろ い ほど よく 売れ た 。 (01 年 度 2 級 ) 
(と て も よく 売れ た ) 


※ お も し ろ い ほど ーー 自分 の 思い どおり に な る 様子 
6.「 彼 、 落 ち 着い て いま すね 。 次 は 出番 な の に 。] 
「 い や 、 逆 ち 着 いで いる よう で 、 相 当 は 系 張 し て いる ん で す よ 。] (0 年 度 2 級 ) 
※ー よ う で … っ 一 見 て よう だ が ほん と う は そう で は な い 
例 : 簡単 な よう で 、 難 し い 。 
7. な か な か や ろう と し な い 彼 も 、 訓 葉 の か け よ うに よっ て は 、 や る 気 に な り ま す よ 。 


(か け か た に よっ て は ) (01 年 度 1 級 ) 
※ー よ う ユー する 方 法 
8. た と えみ ん な に 反対 きれ よう と も 、 好 きなこ と が や り た い 。 (01 年 度 1 紋 ) 
ーー て よう と (p.70) 
9. この 会 社 で は 、 経 験 に よら ず 、 や る 気 の あ る 人 を 求め て いま す 。 ⑯ 年 度 1 級 ) 


ーー に か か わら ず (p.90) ノン いか ん に よら ず (p.124) 
10. あの チー ム は 大 年 優勝 し た けれ ど 、 今 年 は 屋 下位 の チー ム に も 敗れ た こと が ある くら 
い だ か ら 恐 れる に 足り な いで し ょ う 。 
ーー に 足る ⑪.130) (02 年 度 1 級 ) 
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その 他 の 基本 文法 ⑫ 
次 の 問題 を し て み ま し ょ う 。 
1 あの 日 は た また ま 一 杏 違い 電 

こん な 事 攻 に は 造 わ な か っ た だ 


は に 華 っ た 。 い つも の 電車 に 乗っ て 


ろう に = 
1 いな いと 2 いな く て は 3 いた ら 4 いる と 
2. あな た が 注意 し て くれ な か っ た ら 、 も う 少 し で 傘 を 忘れ る 。 
1] と ころ だ っ た 2 と ころ だ ろう 
3 と ころ で は な い 4 と ころ で は な か っ た 


3. この 仕事 は 、 大変 な わり に 給料 が 安 と て も 続か な いで し ょ う 。 
1 好き だ っ た ら 2 好き な の に 3 好き で な けれ ば 4 好き で な く て も 

3、1、3) 
みな さん 、 で きま し た か 。 上 記 の 間 症 は 、 最近 の 能力 試験 に 出 た 問題 の 類似 問題 で す 。 

基本 的 な 文法 を 復習 し て お きま し ょ う 。 

1 (あの 時 ) ー て いた ら プ な か っ た ら … た (実際 に は で は な か っ た ) 

員 あの 時 、 思 い 切 っ て 彼 欠 に プロ ボー ズ し て いた ら 、 今 どろ は 幸せ に な っ て いた < 
現実 (あの 時 プロ ポーズ し な か っ た か ら 、 今 、 事 せ で は な い ) 

⑦ あ と 2、3 分 早く 家 を 、 館 記し な いで すん だ の に ( 出 て いた ら ) 

③ 彼 が あん な こと を 言 、 今 で も 友達 で いた だ ろう 。 (わな か っ た ら ) 

※「ー た ら 、-ー ば 、ー な ら 」| の どれ も 使う こと が で きま す 。 

2 こと ころ だ っ た ※「 も う 少 し で ] と いっ し ょ に 使う こと が 多い 。 

① 今 日 は 愛 坊 し て し まっ て 、 も う 少 し で いつ も の 温 車 に 乗り 遅れ る と ころ だ <- 

②「 そ れ は 、 お 上 菓子 じゃ あり ませ ん 、 薬 で す 。」 


「 な ん だ 、 も う 少 し で よ 。| (食べ る と ころ だ っ た ) 
⑧ 今日 電車 の 中 で 、 あ な た に そっ くり な 人 を 見 て 、 も う 少 し で 、 で し た 。 


( 声 を か ける と ころ 話し か ける と ころ プン あい さ つ す る と ころ な ど ) 
3  ~ な けれ ば 
(① この 仕事 は 、10 年 以上 の 経験 が な けれ ば ブロ に な る こと は で きま せん 。 
密 駅 か ら 近 い 部 属 で も 、 安 く な けれ ば 借り ませ ん 。 


⑧ コ ンピュータ ー が 就職 する の が 難し い 時 代 に な り ま し た 。 
(上 手 で な けれ ば / 得 意 で な けれ ば ノン でき な けれ ば な ど ) 
④ 効 陰 彫 の 先生 は 、 や は り 了 本 供 が で き な い で し ょ う ね 。 
(好き で な けれ ば ) | 


142 


